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昭和57年、仙台市は山口遺跡において初めて水田跡を検出し、同年より開始した富沢地区の

高速鉄道の試掘調査により当地域に広大な水田跡の存在を確認することができました。昭和58

年にこれらの調査結果に地形的条件を加え、新たに「富沢水田遺跡」を登録しました く昭和62

年「富沢遺跡」に改称)。

富沢遺跡は仙台市南西部の富沢、泉崎、袋東、長町南等に広がる総面積90ヘ クタールに及が

水田跡を中心とした遺跡で、名取川と広瀬川に挟まれた沖積平野に立地しています。当遺跡は

昨年度まで87次に渡る調査が実施され、弥生時代から近世までの水田跡が重層的に検出されて

います。このうち、弥生時代の水田跡は東北地方中部における稲作農耕の実態を解明する上で

の貴重な資料となっています。また、弥生時代の水田跡の下層からは縄文時代の遺構や遺物が

確認され、さらにその下層からは約20,000年前の最終氷河期の人間の生活の様子や自然環境を

示すさまざまなものが生々しい状態で発見されています。

しかし、この富沢地区は昭和50年代の区画整理事業を契機として年毎に開発が進み、とりわ

け昭和63年の地下鉄開業により、一層都市化が進んでいるところです。このような中にあって、

平成 6年度は富沢地区に所在する富沢遺跡におきまして 5件の発掘調査を実施致しました。本

報告書はそのうち 2件の調査結果をまとめたものであります。

先人の残した文化財資源を保護し、保存活用を図 りつつ、後世に継承していくことは私たち

に課せられた責務と考えております。ここに報告する調査成果がこうした意味で研究者のみな

らず市民の皆様に広く活用され、文化財に対するご理解と保護の一助となれば幸いに存じます。

最後になりましたが、調査並びに本報告書の刊行に際しましては多くの方々の御協力、御助

言を頂きましたことを深く感謝申し上げ序と致します。

平成 7年 3月

仙台市教育委員会

教 育 長 坪 山 繁

―

―
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第 1章  富沢遺跡のあらまし

第 1章 富沢遺跡のあらまし

富沢遺跡は仙台市の南東部に位置し、仙台市大白区長町南・富沢・泉崎等に所在する。遺跡は名取川と広瀬川に

挟まれた沖積地 (郡山低地)の西側にあり、北西を丘陵、他を自然堤防で囲まれた後背湿地を中心に立地している。

遺跡の総面積は約90hoに も及が。現在は土地区画整理事業により盛上がなされてお り、大部分は住宅地となってい

る。20年程前までは一帯は主に水田として利用されてきた。盛土以前の旧地形面は北西から南東に緩やかに傾斜し

て下がってお り、その標高は 9～ 16mである。

昭和57年に山口遺跡において仙台市では初めて水田跡が検出されたが、その後、隣接する富沢地区においても高

速鉄道に関わる試掘および本調査で、水田跡の存在が確認された。このため昭和58年に水田跡の存在が予測される

後背湿地を地形的特徴とする一帯は「富沢水田遺跡」として登録された。その後、遺跡は居住域等の発見によって

昭和62年には「富沢遺跡」と改称され、平成 2年には北東部において遺跡範囲の拡大が行われている。また、それ

まで集落跡との性格付けがなされてきた泉崎浦遺跡においても水田跡が検出されたことで、平成 3年にはその範囲

をも富沢遺跡に包括して扱 うことにした。

富沢遺跡では昨年度まで87次に及ぶ調査が実施されてきた。そしてこれまで多くの地点において上層からは弥生

時代から近世までの各時代の水田跡が重層的に検出されている。また、林生時代の水田跡のさらに下層においても、

数地点において縄文時代の遺構や遺物が発見されている。

昭和63年には縄文時代の遺構面のさらに下層から、富沢遺跡では初めて後期旧石器時代の遺構・遺物が発見され

た。これは第30次調査での調査成果であるが、ここからはまた、樹木や植物化石、動物のフン、昆虫化石なども多

数検出されており、人類の生活跡とそれをとりまく森林などの自然環境が共に発見されたことで、国内外の注目を

集めている。その後の調査でもこの30次調査周辺の数地点に消いて旧石器時代の樹木群が検出されており、こうし

た森林跡が富沢遺跡の北部を中心に広範に広がることがわかってきている。

なお、富沢遺跡の地形・地質および歴史的環境に関しては、富沢遺跡第15次調査報告書 (斎野他 :1987)、 富沢

遺跡第30次調査報告書 (太田他 :1991)に詳しい記載があるので、これらを参照されたい。

次数 所 在 地 調査の原因 調 査 期 間 調査面積 調 査 概 要 (主な発見遺構) 文  献

長町七丁目20-1 店舗建設 平成 6年 4月 13日 ～ 8月 5日 約8804f
近世(?)の井戸跡、平安時代の水田跡 3時期、

弥生時代の水田跡、土坑など
年報15 16

長町南四丁目 1-3 共同住宅建設 平成 6年 4月 12日 ～ 8月 5日 6214f
近世の土坑、中～近世の水田跡、

旧石器時代の遺構 (炭化物片集中箇所)、 樹木群など
本 書

長町南三丁目17-1 社宅建設 平成 6年 7月 15日 ～H月 18日 343rf
近世(?)の水田跡、近世の水路、

縄文時代後～晩期相当の自然堆積層など
本 書

長町南四丁目 3
ω富沢遺跡

保存館建設

平成 6年 10月 3日～10月 19日

11月 17日～12月 26日
416ぜ
旧石器時代の樹木群など

中世 平安 古墳時代の水田跡
年報16

長町南一丁目208-1 共同住宅建設 平成 6年 10月 13 14日 6留 断面観察のみ、水田土壌と考えられる層を12層確認 年報16

平成 6年度 富沢遺跡調査一覧
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エツ沢遺跡 i陸 縄女 元袋遺跡 自然堤防 奈良～平宏

青山i丁 目遺跡 奈良～平宏 大野田遺跡 自然堤防 縄文 (後期】 弥生

萩ケ丘B追跡 丘陵 縄攻 北屋敷遺跡 自然堤防 案R～平宏

ニツ沢横穴科 ilt斜面 古墳 王ノ増古墳 自然堤防 古墳

技ケ崎城跡 丘臓 薦北朝～室町 王ノlF遺跡 自然堤防 縄支 (後期 )弥 生 古噴 奈R 中世 近世

兜瞭古墳 自然堤防 古墳 長町清水遥跡 自然堤防 占墳 ?

庭野屋数追跡 段Jt 占墳 ? 奈良ヽ平宏 皿屋致遺跡 自然児防 縄支 奈良～平安 中世

冤野一「
日遺跡 段こ 縄支 勤、生 ? 奈良ヽ平安 長町六 丁目遺跡 自然堤防 奈良～平安

声 /口 遺跡 丘陵 縄支 (早期末ヽ前期初)弥 生 平宏 長町南遺跡 自然堤防 奈良～平安

三t申空,自跡 段 丘 縄文 (前期 中期)平 安 新田遺跡 自然堤防 奈良～平家

上手内横穴祥 丘陵斜面 古噴 西台畑遺跡 自然堤防 縄文 (後期 ) 弥 ■

上子内遺跡 丘陵 縄支 奈良～平宏 部山遺跡 自然堤防 後背湿地 弥生 古墳 奈良

土子内窯跡 丘陵斜面 奈良～平安 ? 北日城跡 自然堤防 室町 江戸

●/押 F_敷遺跡 段丘 奈良～平宏 矢来遣跡 自然堤防 後背湿地 占墳 奈良ヽ平安
宮沢窯跡 段 tr 古墳 奈史～平安 的場遺跡 自然堤防 奈良～平宏

三神堅古墳科 古墳 寵ノ瀬遺跡 自然堤防 よ噴 奈良～平安

金山雫跡 段 丘 古壊 欠の上 T遺跡 自然堤防 後背湿地 古墳 奈良ヽ平安 中世
金洸沢古墳 段丘 古墳 欠の上Ⅱ遺跡 自然堤防 古墳 奈良ヽ平宏

畏町東遺跡 段 丘 平安 欠の とm遺跡 自然堤防 占墳 奈良ヽ平宏
英町古墳 段 F 古墳 若林城跡 自然堤防 古墳 平安 戦国～江戸

原東遺跡 段丘 古墳 奈良～平家 遠見嫁古墳 自然児防 古損

原遺跡 弥生 古墳～平家 南小泉遺跡 自然堤防 後背毘地 弥JI ,打 墳 奈良 平安 中世 近世
西台窯跡 段 丘 奈良～平安 ? 砂押 I遺跡 自然堤防 古墳 奈良ヽ平宏

上野道跡 段丘 縄支 (中期 ) 奈良 平安 砂押Ⅱ遺跡 自然堤防 古墳 奈良～平安

宮沢上 ノ台遺跡 段丘 縄文 平安 中柵西遺跡 自然堤防 弥生 古墳 奈良 平ヽ安
堀 ノ内遺跡 自然堤防 古墳 奈良～平宏 神柵遺跡 自然堤防 縄支 弥生 古墳 奈良～平安

鍛冶屋致 A遺跡 自然堤防 縫文 奈良～平安 沖野城跡 自然堤防 後背湿地 中世

鍛冶屋数 B追跡 自然堤防 縄支 奈良ヽ平宏 河原越遺跡 自然堤防 古禁 奈良～平宏

市ノ束遺跡 自然堤防 後背湿地 弥生 平安 日辺館跡 自然堤防 室町

六本松遭跡 自然堤防 奈良～平宏 日辺遺跡 自然堤防 古墳

宮沢南西追跡 自然堤防 奈良～平抜 大嫁山古墳 自然堤防 古墳

宮沢籠跡 自然堤防 後背湿地 戦回時イ( ヒ古川遺跡 自然堤防 近世以降

宮沢清水遺跡 自然堤防 奈長ヽ平安 tT生台畑遺助 自然堤防 奈f3～ 平宏

宮沢遺跡 後背湿地 八ツロ遺跡 自然堤防 奈良～平安 中世

泉崎浦遺跡 自然堤防 後背湿地 縄支 (後期)弥 生 古墳  7宏 茉馬遺跡 自然児防 奈良～平安

教塚古墳 後背湿jtl 世ェ墳 舞合上追跡 自然堤防 奈良ヽ平安

山口遺跡 自然児防 後背湿地 縄文 (早期 後期 晩別〕 弥4i ljR 奈良 平安 中世 熊野新宿社宿坊跡 沖積知 中 世

下ノ内遺跡 自然堤防 縄支 弥生 汁墳  奈R 平家
‐
/押古墳 段丘 古墳

伊古田選跡 自然堤防 縄文 (j/期 J 占墳 奈R 平玄 二塚古墳 後背湿地 古墳

五反日石FB婁 自然児防 古IFt 一塚古墳 後背湿地 古嬌

五反Π古墳 自然児防 古墳 金同八rF古墳 後背湿地 古禁

大野田占墳群 自然堤防 汁埃 手日社古墳 自然堤防 古墳

六反田追跡 自然堤防 縄文 (中期 後期 晩幻 )弥 ■ 古墳 奈良 平安 江戸 杉土手 丘陵 段丘 江戸

央東遣跡 自然堤防 古墳 平安

周辺の遺跡及び地名表 得惹普鶏 ζ竪鵬襲蝦
南部」
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第 1章 富沢遺跡のあらまし

φ

宮沢遺跡全体図 (数字は調査次数を,赤丸は平成6年度の調査地点を示す)
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第 2章 富沢遺跡第88次調査

第 2章 跡第88次調査

同

1 本章は民間の受託事業に関わる富沢遺跡第88次発掘調査の報告書である。

2 本章の作成・編集は太田昭夫が担当した。

3 本文の執筆分担は次のとお りである。

結城慎一 :第 1節

太田昭夫 :第 2～ 4・ 6・ 7節

4 第 5節の自然科学的分析については下記の方々に執筆をお願いした。記して感謝の意を表する次第である。

1.富沢遺跡第88次調査出土材の樹種………………………………………………………木工舎「ゆい」 高橋利彦

2.木材化石の樹種……………………………………………………………………………東北大学理学部 鈴木三男

農水省森林総合研究所 能城修一

東京学芸大学 松葉礼子

3.仙台市富沢遺跡第88次調査で産出した大型植物化石………………………………………………………吉川純子

4.9-H層 及び13層堆積時の森林植生の復元……………………………………………………鈴木三男・吉川純子

5.富沢遺跡 (第88次調査)よ り産出した昆虫化石と古環境……二重大学生物資源学部昆虫学研究室 森 勇一

6.仙台市富沢遺跡第88次調査の火山灰分析…………………………………………………古環境研究所 早田 勉

7.放射性炭素年代測定結果………………………………………………日本大学文理学部地理学教室 小元久仁夫

5 石材の鑑定は東北大学 蟹澤聰史氏にお願いした。

6 発掘調査及び本書の作成にあた り、下記の方々に助言、指導をいただいた。記 して、感謝の意を表する次第で

ある。 (順不同・敬称略)

大橋康二・松本秀明・高橋利彦・鈴木三男・吉川純子・光谷拓実・森 勇一・早田 勉・小元久仁夫・蟹澤聰史

7 本発掘調査に関わる一切の資料は仙台市教育委員会が保管している。

1 本報告で使用した土色は『新版標準土色帖』 (4ヽ山・竹原 :1976)に準拠している。
2 本文 。図中で使用した方位の北は、すべて真北 (G.N)で 統一している。

3 図中の座標値は平面座標系Xに よっている。

4 標高値は海抜高 (T.P)を 示 している。

5 遺構名の略号としてSD:溝跡を使用 した。                    .

6 遺物の登録には以下の略号を使用した。

違退駅
例

例凡

I:陶器 J:磁器

7 土師器実測図内面の網は黒色処理を示している。

8 遺物観察表の (  )内数値は図上復元値である。

9 本文中の「擬似畦畔 B」 は、水田畦畔の直下層上面に認められる畦畔状の高まりを指 している (斎野他 :1987)。

10 本文中の「灰白色火山灰」 (庄子・山田 :1980)の降下年代は、10世紀前半と考えられている (白鳥 :1980)。

A:縄文土器

K:石器・石製品

D:ロ クロ成形の上師器

N:金属製品

E:須恵器

L:木製品



調 査 要 項

調 査 名  仙台市富沢遺跡第88次調査
所 在 地  仙台市太白区長町南四丁目1-3
対象面積  973ご

調査面積1  621r

申請 者  石森三郎
調査原因  共同住宅建設
調査期間  発掘調査 1994年 4月 12日～同 8月 5日

1室内整理 1995年 1月 5日～同 3月 23日

調査主体  仙台市教育委員会
調査担当  仙台市教育委員会文化財課

担当職員 太田昭夫・中富 洋
調査協力  石森二郎 `株式会社浅沼組

発掘調査参加者

赤間淳子  阿部洋子  板橋栄子  板橋静江  伊藤はるよ 植野幸子  太田君子  大槻明美|
大友君I  河野築治  西條裕子  斎藤棄子  佐 木々瑞枝 佐竹さく子 佐藤とき子 佐藤久榮
菅井清子  七宮 清  曽根ちよ子 高橋喜八  高橋節子  高橋美香  種田あくよ 丹野正彦
津島久子  鳥畑きみえ 新沼よしえ 芳賀節子  松野順子  嶺岸安好  森 みほ子 吉田アキヨ

我妻美代子 渡部麗子  渡辺貞子  渡辺洋子

室内整理参加者

植野幸子  太田君子  佐 木々瑞枝

本 文 目次

例   ロ

凡   例

調 査 要 項

第 1節 調査に至る経過―…………………………………………………………………………………………………… 8

第 2節 調査の方法……………………1● …………………………・!… ……………………………………………………8

第 3節 基本層序……………………………………………・̀… ………………………………!・ …………………………10



第2草 富沢遺跡第88次調査

第 4節 検出された遺構と遺物

1 2層の遺構と遺物―……………………………………………………………………………………………………13

2 3層水田跡と遺物………………………………・・………………………………………………………………工…25

3 1層出上の遺物…………………………………………………………………………………………………………27

4 9～H層の樹木とその他の遺物………………………………………1・ ―…………………………………………27

5 13層の遺構と遺物………………………………………………………………………………………………………32

第 5節 自然科学的分析
1 富沢遺跡第38次調査出土材の樹種………………・・……………………………………=・ …………………………41

2 木材化石の樹種 j i… …………………………………・・……………………………………,・ …Ⅲ Ⅲ…………………43

3 仙台市富沢遺跡第38次調査で産出した大型植物化石 lⅢ …………………・̀… ……………………………………50

4 9-11層及び13層堆積時の森林植生の復元………・,… …………………………………………l・ =・ ……………68

5 富沢遺跡 (第88次調査)よ り産出した昆虫化石と古素境………………………・ユー……………………………72

6 仙台市富沢遺跡第88次調査の火山灰分析―・・…………………………1・ …………………………………………82

7 放射性滅素年代測定結果………………………!・ …………,・ …………。・中………1● ……………―……………85

第 6節
―
遺構・遺物の検討

1 近世の土坑……………………,.… ……・'中 ~中 ……………………・‐・…………Ⅲ̀… …………………………86

2 旧石器時代の人類の活動と古環境……………………………………………',… ……・!… ………………………87

第 7節 まとめ

写真図版…………………………………………………………………………………………………………
,1… …93



第 1節 調査に至る経過

第 1節 調査に至る経過

当地に店舗付共同住宅建設の計画がなされ、文化財課に文化財保護法第57条の 2の届出、協議があったのは平成

5年 2月 18日 であった。この時点では、平成 5年度の調査計画が決定されていたので、 5年度は現況のまま水田耕

作をしてもらい、平成 6年度の調査とすることで協議が成立した。

具体的に調査について協議を持ったのは、平成 6年 3月 1日 と28日 の 2回である。 3月 1日 は設計者と、28日 は

申請者、設計者と協議をし、調査期間・概算・契約金等について、協議が成立した。この協議に基づく契約は平成

6年 4月 8日付けで締結した。

第 2節 調査の方法

調査箇所はこれまで水田として利用され

てきており、盛土はされていない。現水田

は畦畔がほば南北方向に走行し、長方形の

水田区画をなしてお り (第 2図 )、 昭和50

年前半から始まった区画整理事業以前の水

田区画 (第 3図 )と は大きく異なっている。

今回の調査対象面積は973a12で ぁるが、そ

の中に真北方向を基準とした南北23m、 東

西27m、 面積621rの 調査区を設定 した。

そして調査区の南北辺、東西辺のほぼ中心

線をそれぞれの基準線、W-0-E、 N-0
-Sと し、測量基準線についてはこの 2本

第 1図 調査区位置図

のラインから東西および南北方向に

距離数で表すことにした。なお、南

北方向の基準線は真北であり、N―

10、 W-0-Eの 基準点 (A)の座

標はX=-197.475血、Y=+3,793

km、 S-10、 W-0-Eの 基準点 (B)
の座標はX=-197.495血、Y=+3.

793血である。また、グリット名は

基準線により4分割してA～ D区と

し、旧石器時代の調査区については

それぞれのグリットをさらに 4分割

して a～ d区 とした。遺物の取 り上

げについてはこれらのグリット名を

使用した (第 4図 )。 第 2図 現 況 図



第 2章 富沢遺跡第88次調査

旧耕作土である 1層は重機により除去したが、直下に水田跡の存在が予想されたため、 1層の下部を残し、そこ

から人力による調査を開始した。なお、調査区周囲には土層観察消よび排水用の側溝を設けた。 4層上面までは調

査区全面の精査をし、そこから 6層上面までは一辺16mに調査区を縮小して遺構の確認調査を実施した。また、今

回の調査箇所は、旧石器時代の人類の生活跡と森林跡が発見された30次調査地点の北東約100mと 近接しているこ

とから、同様の森林跡の存在が十分予想された。そのため 7層以下の確認調査では、できるだけ広い面積を確保し、

一辺約12mの調査区を設定して対応する層まで掘 り下げて平面的な調査を行なうことにした。さらにまた、それよ

りも古い時期の文化層の確認を行 うため、一部を砂礫層まで掘 り下げることにした。

第 3図 土地区画整理以前の状況
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第 3節 基本層序

第 3節 基本層序

今回の調査で確認された層は大別14層、細別35層を数える。これらの層は土性からおおまかに 1・ 2層の粘土質

ンル トおよび粘土、 3・ 4層の泥炭質粘土および泥炭、 5層以下の粘土・ンル ト質粘土・砂などの互層、に大別さ

れる。ここではこれらの層を近接する第30次調査地点における基本層序 (以下、30次層序と略す)と 比較し、対応

関係を検討しながら、以下に詳述してみたい。

1層は現耕作土であり、 2・ 3層は中世～近世の水田耕作土と考えられる。土性はそれぞれ粘土と泥炭質粘上で

あり、30次調査における該期の水田耕作土は近世が主にシル トかシル ト質粘土、中世は主に粘土を土性としている

点で、異なっており、地点による水田耕作上の上性の違いを知ることができる。

4層は泥炭質粘土と泥炭主体の自然堆積層であ り、層厚は約1,3mに も及ぶ。土色、土性から 9層に細別された

が、その中の 4c層は約60clllの層厚をもつ黒褐色の泥戊層であ り、ほとんどが未分解の植物遺体からなっている。

この泥炭層は主に下部では分解の度合いにより縞状の堆積状況を示している。 4d層は 4c層 よりも植物質の分解

が進んでお り、黒泥に近い泥炭質粘上である。 4層は30次層序の11～ 14層にほぼ対応すると考えられ、その中でも

泥炭層である4c層は30次層序の12層に対応する層と考えられる。30次調査では、中世水田跡の下層から平安・古

墳・弥生の各時代の水田跡も発見されているが、本調査ではこれらの時代の水田跡は確認されなかった。なお、30

次調査地点と比較 して、泥炭層の層厚が極めて厚いのが本地点の特徴の 1つ といえる。

5層は黄灰色のシル ト質粘上であり、わずかにグライ化しており、 6層以下のグライ層への漸移層である。層の

下面で、この層の落ち込みが数力所確認されたが、これらは特徴などから倒木痕と判断される。同様の落ち込みは30

次調査でもほば対応する層において 2カ 所で確認されている。この層は30次層序の15層に対応するものと考えられ

る。

6層以下はすべてグライ層であ り、主に緑灰色かオリーブ灰色を呈する。これらのグライ層中からは主に 2つの

層準から樹木を伴 う腐植層が検出された。1つは 9～ H層の樹木群であり、腐植層はその中の 9b、 9c、 1l a、 11

b層である。樹木群については根株や平根、倒木などが平面的な広が りを示して出土しており、埋没した森林跡と

判断した。他の 1つは13b層の腐植層である。この層からは炭化物片集中箇所が検出されてお り、周囲からは残存

状況は悪いが、樹木片が若千出土している。これらの層の詳細は後述する。

これらの層準の他では、 7a・ 7f層において黒色土層や腐植層が部分的に確認された。 7a層は極めて緻密で

堅い粘土層であ り、層の下部に黒味を帯びた層が部分的に分布し、一部では樹木片も出土している。また、この黒

色土の上面では日割れとみられる痕跡も確認された。 7f層では層中の所々で腐植層が確認され、その付近からは

樹木片も少量出土している。以上の腐植層は粘土であ り、中でも多量の樹木を包含していた 9層、11層の粘土層は

それぞれ20伽前後の安定した層厚をもっている。

その他の層は砂またはンル トを主体としている。 6層は70～80伽の層厚をもち、砂、シル ト、粘上が複雑に入 り

組んだ堆積状況をなしている。 8層は細砂主体の厚い層であり、平面的には東西方向の砂の動きが観察された。14

層は砂、シル トの厚い層であ り、その下層の14d層は細砂であり、標高 4.2mま で掘 り下げたが、さらに下層に

続 くようである。この砂層からの湧水が激しくなったため、砂礫層までの深掘 りは断念したが、ボーリング棒によ

る探査から、下方約90蝕の、標高約 3.3mで砂礫層に到達することが確認された。なお、14a層は灰白色のシル

ト層であり、これについては以前に58次調査地点 (佐藤 :1993)や、30次のボーリング調査 (太田・斎野 :1992)

で検出され、ATに対比された層に特徴が類似していることから、火山灰分析を行なうこととした。

6層以下の層序と30次層序との対応関係については 6節で検討するが、ここではおおまかに層の特徴から7a
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第 3節 基本層序

が19層に、 8層が20層に、 9～ H層が25。 26層に、12層以下が27層以下の層準に比定しておく。

土層註記表

層 序 土 色 土   性 粘   性 しま り 層厚 Cn 備 考

1 黒褐色      (10Y R3/1) 粘土質ンル ト あ り ややあり 12-14 呪代の耕作土。層中に糸根状に酸化鉄班紋が密に分布する。

2 黒色      (10Y R2/1) 粘 土 極めてあ り ややあり 4- 10 中～近性の水田土壌。酸化鉄斑紋が糸根状にまばらに分布する。下面の凹凸が著

しい。

3 黒褐色     (10Y R3/1) 泥炭質粘土 あ り ややなし 6ヘフ10 中世の水田土壌。層中に植物遺体を多量に含む。酸化鉄斑紋を糸根状に少量含む。

一部で灰白色火山灰ブロックの分布もみられる。下面の凹凸が著 しい。

黒褐色     (10YR2/3) 泥炭質粘土 あ り な し 4^ヤ 8 植物遺体を多量に合む。層中に暗褐色の粘土層を換在する。 3層に境拌されてヽ

るため一部に残存。

4b―① 黒色       (10Y R2/1) 泥炭質粘土 ややあり な し 14‐ 22 未分解の植物遺体を多量に合む。

4b―② 灰ォリーブ色   (5Y5/2) 粘土 あ り な し 2ヽヤ6 泥炭質粘土層中に薄 く狭在する。

4b―③ 黒色     (10YR1 7/1) 泥炭質粘土 あ り な し 4-‐ 6 未分解の植物遺体を多量に合む。

4b―① 黒色      (10Y R2/1) 泥炭質粘土 あ り な し 6-‐ 10 未分解の植物遺林を多量に合む。

4 黒褐色      (25Y3/1) 泥 炭 な し な し 58‐ 66 ほとんどが未分解の植物遺体からなる。下部は粘土層が狭在し、縞状に互層をな

す。

4d―① 黒色       (25Y2/1) 泥炭質粘土 ややあり な し 16-20 黒泥に近い。植物遺体は上層に比べて少ない。

4d―② 黒褐色      (25Y3/1) 泥炭質粘土 ややあり な し 4-6 植物遺体を多く含む。
4d―① 黒色       (25Y2/1) 泥炭質粘土 ややあり な し 4-8 植物遺体を多く含む。
5 黄灰色      (25Y4/1) ツル ト質粘土 ややあり ややあり 18-28 わずかにグライ化。植物遺体含む。ただし上層からの混入と思われる。所 たにこ

の層の落ち込みが見られ、倒木痕と判断された。

6 緑灰色       (10G6/1) 粘土 砂 シ
ル ト混在。上

層が粘土 シ
ル ト主体、下

層が砂主体

ややあり あ り 70‐  84 上面は 5層 の落ち込みで凹凸あ り。また、上部には植物の根の痕跡となられる黒

褐色の帯が分布。 グライ化。砂は粗砂。

緑灰色       (5G6/1) 粘土 極めて力 り 極めてあり 10‐  50 極めて級密で堅い。グライ化。下部にやや黒味をおびた層が部分的に分布。一部

で樹木が出土。また、この黒味をおびた層上面には日割れの痕跡も認められた。

7b 緑灰色     (7 5GY6/1) 砂 または ンル ややあり あ り 8‐‐48 砂を主体としシル ト 粘土が混在する不安定な層。砂は粗砂。 グライ化。

7c―① 緑灰色     (10G Y6/1) 粘 土 あ り 極めてあ り 10-22 所々に砂 (細砂)を合む。 グライ化。

7c―② 緑灰色     (10G Y6/1) ル ト質粘土 ややあり あ り 10～ 28 グライ化。

7d 緑灰色       (5G5/1) 砂 な し ややあり 18‐  58 グライ化。粗砂 細砂 シル トが互層なす。
7 緑灰色     (10G Y6/1) ややあり あ り 2-5 グライ化。
7f 緑灰色     (7 5GY6/1) 粘 土 極めてあ り あ り 20～48 グライ化。層中の所 たに腐植層が換在する。腐植層付近には樹木も含まれる。

明オリーブ灰色 (2 5GY7/1) 砂 (粗砂 ) な し あ り 18‐‐46 層中にシル ト層が袂在 し、互層をなす。 グライ化。粗砂は 2～ 3mの石英などが

主体。平面的には西から東への砂の流れが観察される。一部で樹木 (径約20caの

幹)が出土。 9層 との層理面付近は細砂 シル トとなっている。
オリーブ灰色   (5G Y6/1) 粘土 極めて強ヽ ややあり 8‐  16 グライ化。 9b c層 に関わる樹木の中でもレベルの高い根株の上に分布する。
オ リーブ灰色   (5G Y6/1) 粘土 あ り ややあり 8 ‐22 グライ化。極めて細かなラミナ状をなす。主にその層理面にわずかな腐植層が挟

在する。また、大型植物化石 (毬果 種子)も 多量に合まれる。樹木の根株の多
くはこの層中に含まれている。その場合は層の上面が根株に沿って盛 り上がる。

9c 黒褐色     (7 5YR3/1) 粘 土 あ り ややあり 4 -14 主に植物の腐植層からなる。樹木の平根にはこの層中に入り込む例が多く見られ

る。大型植物化石も少ないが含まれる。層の下部には薄い灰色の粘土層が認めら

れる。

10 オリーブ灰色   (5G Y6/1) 砂 (粗砂 ) な し ややあり 6- 20 グライ化。主に 1～ 211の粗砂からなる。ただし、H層 との層理面付近は細砂と

なっている。層中に互層は見られず短期間で堆積 したものと考えられる。樹木の

幹には、この層中に入り込んでいる例も認められた。この10層 は全面に分布せず、

C区南東部からD区にかけて、また、A区北西部に分布 していて、樹木の分布 し

ない所に厚 くレンズ状に堆積 している。

1l a 黄灰色      (25Y5/1) 粘上 極めて強い あ り 6ヘフ16 グライ化。極めて細かなラ ミナ状をなす。その細かな層理面には、わずかな腐植

層が袂在する。また大型植物化石なども多く含まれている。樹木の中には、この

層中に幹や根が入り込んでいる例 も見られる。1l b層 との層界は明瞭ではなく極

めて漸移的。

1l b 黒褐色     (10Y R2/2) 粘 土 あ り ややわり 4～ 18 ややグライ化。主に植物の腐植屠からなる。大型植物化石などを多く合 Lf。 樹木

の幹や根の一部はこの層に入り込んでいる。

12 オリーブ灰色  (2 5GY5/1) 砂 (粗砂 ) な し あ り 6ヘフ22 層中にオ リーブ灰色の細砂層を換在する。粗砂には 5ml前後の凝灰岩粒を多く含

んでいる。炭化物片も少量含む。 グライ化。

13a オ リーブ灰色   (2 5GY5/1) 粘土またはシ
ル ト質粘土

あ り あ り 4ヘヤ12 グライ化。上面の起伏が著 しい。層中にやや黒味をおびた薄い層が不規則に挟在

する。わずかに大型植物化石を合む。 13b層 との間に部分的に砂層が入る。

13b 掲灰色      (10Y R4/1) 粘 土 あ り 泌 り 4 - 10 わずかにグライ化。主に植物の腐植層からなる。層の上部は黒味が強 く、下部は

灰色に近い。下層の14a層 (火山灰)の影響に因るものか。樹木片はこの層中か

ら点在 して出土。炭化物芳少量散在。一箇所でこの層の下部から炭化物片の集中

が確認された。細かなラ ミナ状をなす部分もある。

14 灰白色       (5Y7/1) な し あ り 2 ‐6 火山灰のほぼ純層か ? 上面 下面とも凹凸が著 しい。特に上面は13b層中に波
状に起伏 している。 14b層のT1/Nの ブロックが入り込んでいる箇所 もみられる。

14b 緑灰色     (7 5GY6/1) 砂 (粗砂)主体 わずかにあ

り

あ り 24-64 グライ化。層中に緑灰色の粘土層が不規則に換在 し、砂層と大振 りの波状に互層

をなしている。層上部には部分的に14a層 のブロックが認められる。わずかに炭

化物片合む。

14c 緑灰色     (7 5GY6/1) 砂質 シル ト な し ややあり 6 ヤヽ16 グライ化。わずかに炭化物片合む。

緑灰色     (7 5CY6/1) 砂 (粗砂 ) な し ややあり 150前後 グライ化。 2481前後の砂からなる。この砂層の下方からの湯水が激 しい。
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第 4節 検出された遺構と遺物

2層の遺構と遺物

(1) 第 1土坑 (SKl)

〔位置〕調査区のほば中央で発見された。

〔確認面・重複〕 2層上面で確認された。 2層の水田耕作土を掘 り込んでおり、 2層水田跡に伴 うか、またはそれ

よりも新しい。

〔平面形・方向・規模〕平面形は楕円形に近いが、形状が不整で一定していない。長軸方向は北西から南東方向で

あり、N-68° 一Wである。規模は長軸が5.23m、 短軸が3.16m、 深さが1.57mで ある。

〔堆積土〕 8層認められた。その中の 6層は人為堆積層、その他は自然堆積層と考えられる。 1層は基本層序では

確認されなかった水田耕作土と考えられ、その畦畔の痕跡とみられる擬似畦畔Bが 2層上面で確認された。最下層

の 8層は層厚が50～ 60釦の安定した泥戊質の粘土層であり、層中には植物遺体を多く合んでお り、また昆虫遺体や

タニシなどの貝も含まれていた。木製品や木材はほとんどがこの層からの出土である。

〔壁・底面〕断面は基本的には長軸が船底形、短軸が「 U」 宇形をなしており、皿状の底面から穏やかな角度で上

方に立ち上がっている。主な壁・底面は基本層序の 4・ 5層である。壁面は崩落のためか一定しておらず、凹凸が

著しい。底面からは全面ではないが、人頭大程の大きさの円礫が多数敷かれたような状態で検出された。

〔出土遺物〕遺物は堆積層の 8層から主に出土しており、それには土師器 1点・陶器18点 ・磁器14点 ・瓦質土器 2

点・瓦 1点・金属製品 1点・漆器 1点・土製品 1点の他に、種子・昆虫遺体・骨片・貝などがある。これらの中で

図示できたのは陶器 9点・磁器12点 ・漆器 1点・木製品 5点 ・木材17点 ・杭材15点・範および竹製品 8点である。

陶器・磁器は近世後半の18～ 19Cの年代を示す資料が大半を占める。主に底面付近からは木材・杭材が多く出土し

ているが、それらの大半は横たわった状態で出土した。

(2) 水田跡

〔遺構の状況〕 2層上面からは段差①・②、酸化鉄斑紋の帯状集積 a・ bが、 SKl堆積土上面からは擬似畦畔B

が確認された。この中の段差①と酸化鉄斑紋の帯状集積 aは現在の水田畦畔 (第 2図)と位置的に一致しているこ

とから、現水田の畦畔の痕跡を示すものと判断される。また、段差②および直線的に連続する酸化鉄斑紋の帯状集

積 bと 擬似畦畔Bは区画整理事業以前の水田畦畔 (第 3図 )と 位置的にほぼ一致している。このことから、これら

も当時の水田畦畔の痕跡であ り、 SKlの堆積土配 1を耕作土とした水田区画を反映したものと判断した。

したがって 2層水田跡に伴 う畦畔などの遺構については明らかにできなかった。 2層は黒色の粘土層であり、粘

性は極めて強い。下面には水田耕作土に特徴的に認められる凹凸が顕著である。層上面の傾斜は概して南から東に

穏やかに傾斜しており、調査区西端と東端の比高差は17clllである。なお、 2層上面で調査区の西端から杭が 1'本検

出された。しかし、この層に伴 うものかどうかは明らかではない。

〔出土遺物〕 2層からは土師器・陶器・磁器・石器・石製品・古銭 ,金属製品・杭材の他に種子が出土している。

この中で図示できたのは土師器 2点 ・陶器 2点 ・磁器 1点・石器 1点・石製品 1点・古銭 3点 ・鉄砲の玉 1点・杭

材 1点である。古銭については 3点がまとまって出上したが、同じ地点の 3層からも 5点の古銭がまとまって出土

していることから、本来は 3層にあったものが耕作により巻き上げられたものと推測される。
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第 7図 第 1土坑遺物出土状況

層 配 土 色 備 遺物 取 り上 t'層位

灰黄褐色   (10Y R4/2) 砂 質 ツル ややあ り 黎嘗蕪存埜留署貪背,F告捺雲鋳完憲蔀寡蔵擬似畦畔Bと考えられる。
黄灰色     (25Y4/1) 粗 砂 の ブ 宦 ッ クを 含む。 酸 化鉄 斑 紋 を 多 く含 む。

に t・ い黄 褐 色  (10Y R5/4) 砂 (粗砂 )

黄灰色     (25Y4/1) 砂 質 シ ル ややあ り 層 中 に黒 褐 色 粘 土 プ ロ ックを少 量 含 む 。

灰色       (5Y4/1) や や グライ化 して い る。

黄灰色     (25Y4/1) シル ト質 粘土 あ り 暗 灰黄 色 の粘土 ブ ロ ックが 全体 的 に混 在 す る。 人為堆積 と考 え られ る。

灰色         (5Y4/1) グライ化 して い る。 部 分 的 に砂 の ブ ロ ッ クを含 む。

黒 褐 色     (25Y3/1) 粘 上 極 め て あ り 泥 炭 質。植物 遺体 多量 に合 む 。見 虫 や 貝な どの遺 体

`含
む。木 材  礫 多 く含 む。

第 8図 第 1土坑平面図・セクション図
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図版番号 種 類 遺物層位 特 徴 産  地 年 代 残  存 写真図版 登録番号

1 陶器 境 6層 内外面とも灰釉。 相馬 ? 18C以降 日縁部破片 12- 1 -1

2 陶器    腰錆境 5層 外面は灰釉 と鉄釉。内面は灰和。 瀬戸美濃 18C? 口縁部破片 12- 2 -2

3 陶器 蓋 6層 灰和。畳付のみ露胎。内面に目跡 5個あ り。 相馬 ? 18C以降
口縁部がわ 1 9 29 12- 3 -3

4 陶器 鉢 6層 内外面とも灰和。 相 馬 18C以降 口縁部破片 12- 4 -4

5 陶器     鉢 ? 5層 内外面 とも灰和。外面に鉄絵。 志 野 16C末～17C初頭 体部破片 12- 5 -5

6 陶器 鉢 ? 6層上面 灰釉。外面露胎。 瀬戸美濃 18C以降 口縁部破片 t2-6 -6

7 陶器 播鉢 6層上面 内外面とも鉄和。 堤 ? 近世 口縁部破片 12-7 -7

8 陶器 婚鉢 6層下部
内外面 とも鉄釉。内面に 7本単位の筋 目あ
り.

岸窯系 体部破片 12- 8 -8

9 陶器 土瓶 6層上面 肩部。外面灰和。内面露胎。 相 馬 18C以降 体部破片 12-9 -9

白磁    小型碗 6層 畳付のみ露胎。外面に 1条の突線あ り 瀬 戸 全体の1/4 60 26 12-10 -1

染付    小型碗 6層上面 湯呑
み碗。畳付のみ露胎。外面に 4条の圏

線あ り。
肥前系 1820- 1860 全体の1/2 63 30 12-H -2

12 染付   碗か猪口 6層 外面草花文。内面四方欅文。 肥前系 1780～ 1810 口縁部破片 12-12 -3

13 染付 碗 6層 外面竹、松 (?)。 肥 前 18C前半～中葉
口縁部～
体都砧片

12-13 J-4

14 白磁  猪 口か小盃 4層 一酬 17C後半～18C中葉 底部破片 12-14 -5

15 染付 皿 4層 畳付のみ露胎。 肥前 17C後半～18C前半 体部
～底部
1/8

77 12-15 J-6

16 染付 皿 6層 割れ日に焼継ぎの痕跡あり 肥前 18C以降 口縁部破片 12-16 -7

17 染付 長 皿 6層 成形 ―糸切 り細工。高台賄 り付け。
支検 ―波 と花。

肥前系 18C後半～19C前半 一部 12-18 -8

染付 皿 6層上面
畳付のみ露胎。内向に文様 ―裕。
外面に圏線。

肥前系 18C末～幕末 底部破片 12-17 -9

19 白磁   壷か土瀬 6層 高台内は露胎。 不 明 19C～幕末 体部～底部
1/8

J-10

染付   瓶か徳利 5層 外面に文様。内面は露胎。 不 明 18～ 19C 体部破片 ― ll

21 染付  徳利 (瓶 ) 6層 上面 外面に文様。内面は露胎。 一醐 18C末～幕末 体部破片 12-19 -12

第 9図 第 1土坑出土遺物 (No l)
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図版番号 種  別 遺物層位 特 徴 欝
ｍ

幅

銅

:さ

mヽ｀ 写真図版 登録番号

第 10図
1
銅製品  第 4層 雰Y乗埋ご家偏貧馨箋島県発忌虎盗嶺啄伊くな

る形態のもの。一面に草花文風の線 0 75 14-4 N― ,

図版番号 種  別 遺物層位 特 徴 樹   種 貯⑤
暇

伽

さ

ｍ
＞

厚

く
ｃ
写真図版 登録番号

第10図
2
漆器   皿 6層 内外面黒色漆。外面高台内に赤色漆に よ り倍梗 とみ られ る文様カ

結かれているハ
ブナ属の一種

口径 14-22 L-1

図‐０
３

第
連歯  下駄 6層上面 奢肇静霙尼策移)お灘雪常朔チμ

なす。鼻緒孔は円形で径0 9cl。 モ ミ属の一種 74 14-23 L-2

月語lυ 凶

4
ケヽ? 6層下部 左半分と先端部は欠損。柾目材。頭部に1孔あり。 ヒノキ属の一種 (143) 14-25 し-3

第10図
5 栓 ? 5層 芯持材。樹肌全体を加工 している。 モ ミ属の一種 42 32 14-26 L-4

舅31∪ ¢判

6
不明木製品 6層 柾 日材。一端欠損。鈎状をなす。 オニグル (230) 31 14-24 し-5

第■図 不明木製品 6層下部 督昌ゼ箕な碧合温詣の耕垢冦餐造塚ηP。
~面の中央部は色調かマツ属複維管束

市庫の一経
14 15-4 L-6

第11図
1
木材 6層 分割材。一面は樹肌。両端には鋸による引き展が認められる。 ス ギ 8 34 15-3 L-7

第H図
2

木 材 6層 塚鼻獣た石義蓉疑ヒ去響齢猛霧森縁7考接a2a盟ぞぬふ: 1面
マツ属複維管束
亜属の一種

(1002) 118 L-8

第H図
4
木材 6層 柾目材。両端と 1側辺欠損。

マツ属複維管束 (914) (120) L-9

第12図
1

木 材 6層 柾目材。一部のみ。
マツ属複維管東
亜属の一種

(608) 11 0 12 L-10

弗 lZ凶
2
木材 6層 柾日材。わずかに欠損。一面に焦戻あり。

マ ン属候維官只
市属の一種

14 6 1 3 15-7 L-11

第10図
木材 6層 板 目材。両端に切断面あ り。左側辺は村肌。 13 0 110 1 5 15-2 L-12

10
木材 6層 分割材。一端欠損。 カエデ属の一種 (373) 23 15-5 L-13

第10図
11

木 材 6層 分害1材。一端欠損。断面三角形状をなす。 ク  リ (404) 31 15-6 L-14

四‐ｕ
７
弟

木材 6層 芯持材。断面円形をなす。 75 19 18 15-1 L-15

第10図
8 木 材 6層 分割材。一端欠損。断面三角形状をなす。 ス  ギ (150) 26 L-16

Яtt ttt¢当
1

木 材 6層 柾目材。一端欠損。断面長方形をなす。 ス  ギ (340) 36 1 4 15-11 L-17

図‐２
３

第
木材 6層 下部

ほぼ半分に分割。一端は火熱により戊化している。枝払い加工あ
り。

ス ギ 15-8 L-18

第13図
2

木 材 6層下部 柾 目材。両端に斜め方向の細部加工痕あ り。 モ ミ属の一種 30 19 15-12 L-19

第13図
3

木 材 6層下部 柾 目材。一端に細部加工痕あ り。
マツ属複維管東
亜属の一種

21 21 L-20

第13図
4

木材 6層下部 ほぼ半分に分割。一端欠投。一端に細部加工痕あ り。 ク  リ (245) 34 15 15-13 L-21

第12図
4

木 材 6層下部 九太材。両端は切断面。表面には樹皮がわずかに残る。
マツ属榎維管東
亜属の一種

86 8 27 22 L-22

第12図
5
木材 6層下部

はば半分に分割。一端に焦痕あ り。表面の一部に樹皮が残 ってヽ
る^

ヒノキ属類似種 72 L-23

第13図
5

杭 材 6層 分割材。頭部欠損。先端部は、主に両倒辺を加工し、尖らせてヽ

る。 1カ 所に釘が付いている。
(272) 16 15-14 L-2哲

図‐２
６
零

杭材 6層 丸太材。先端部わすかに欠損。胴体部は樗肌。先端部刀H工は全周
に及ぶ ^

ス  ギ (828) 62 15-10 L-25

第13図
6
杭材 6層 丸太材。先端部欠損。胴体部は樹肌。 ク  リ (422) 36 L-26

第12図
7 杭材 6層 丸太材。胴体部は樹肌。枝払い加工が所 に々あり。先端部加工は

ほば半周^
ス ギ 48 15-9 し-27

第14図
1
杭材 6層 丸太材。胴体部の上半には主に 1側辺の細部加工あ り。下半は樹

皮のまま。先端部加工は全周。
モ ミ属の一種 42

15-15
a b L-28

第14図
2
杭材 6層 丸太材。胴体部の上半には主に 1側辺の細部加工あ り。下半は樹

度芳残十へ先端部加工は令周
^

モ ミ属の一種
15-16
a b L-29

図‐４
３
第

杭材 6層 分割材 (半割)。 胴体部の上半には細部加工あ り。下半は樹肌を
残す。先端部加工は樹肌部分のみ。

モ ミ属の一種 97 0 22 一
”

‐６

ａ
し-30

第14図
4
杭材 6層 丸太材。頭部は切断面。胴体部上半には一面に細部加工あ り。先

淵部加工は今周ハ
ナナカマ ド属の
一種

30 16-2 L-31

第14図
5
杭材 6層 九太材。頭部加工は 2面で、 クサビ状に尖る。胴体部は樹肌。先

端部加工は全周。
ヒ/キ属の一種 90 2 54 16-3 L-32

図‐３
７
第

抗材 6層 分害」材。頭部は切断面。胴体部には樹肌面あ り。先端部加工は全
周。

ヒノキ属の一種 L-33

第14図
7 杭 材 6層 下部 分割材。胴体部 先端部ともほぽ全体に加工が施されている。 ス  キ 93 8

16-5
a b L-34

凶・４

６

界
杭材 6層下部

丸太材。先端部欠損。胴体部には所々に加工展あ り。その他は倒
肌。

モミ属の一種 (752) 38 L-35

図‐５
‐

第
杭材 6層下部 丸太材。頭部には焦痕があ り。胴体部は樹肌。先端部加工は半周 ケンポナシ 16-6 L-36

Я31b¢判
2
杭材 6層下部

分割材。断面長方形。胴体部の 3カ 所に釘あ り。先端部加工は 3

面。
ス  ギ 63 16-7 L-37

第15図
3

杭 材 6層下部 丸太材。頭部欠損。胴体部
は樹肌。大きい枝払い加工あ り。先端

部加工は全周。
ク  リ (557) 30 L-38

図‐４
８
第

竹材 6層 両端欠損。枝払いの加工あ り。 竹 (896) 32 L-41

第16図
2

竹 材 6層 両端を切断し、内側を丁寧に加工 している。 竹 37 1 17 0 25 16-H L-42

図‐６
３
第

竹材 6層 半分割。両端欠損。 竹 (339) 25 16-13 L-43

第16図
4
竹材 6層 一端欠損。端を切断し、内側を丁寧に加工 している。 竹 1) 16 0 25 16-9 L-44

弟 16¢当
5
竹材 6層 一端欠損。端の切断は完全ではなし 竹 (271) 30 16-12 L-45

第16図
6

竹 材 6層 一端欠損。端を切断 し、内側を丁寧に加工している。 竹 (252) 16 16-10 し-46

第16図
7
竹材 6層 両端欠損。内側を丁寧に加工 している。 竹 (275) 18 16-8 L-47

第16図
絶 6層 幅 l ct前後の竹材を 3本以上組合わせている。 竹 径 340 16 16-14 L-48
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図版番号 種   別 地区 層位 外 面 内 面 残   存
法  量  ⑪

写真図版 登録番号

第17図
1
土師器  不 A-2層 Pク ロナデ。 ヘラ ミガキ 黒色処理。 口縁部破片 (142) C-1

図‐７
２
第

土師器  不 A-2層 ロクロナデ。 ガキ 黒色処理。 口縁部破片 C-2

図版番号 種   別 地区 層位 特 徴 産  地 年  代 残   存 写真図版 登録番号
底  径 器  高

第17図
3
陶器   皿 C-2層 内外面 とも灰釉。畳付のみ露胎。 瀬戸美濃 体部～底郡1/4 60 I-22

第17図
4
陶器   甕 C-2層 内外面 ともナデ。 渥美 12-13C 体部破片 12-21 I-23

図版番号 種  別 地区 層位 特 徴
長 さ
C0

幅
①
厚 さ
働
重  さ
(g)

石  材 写真図版 登録番号

図‐７
５

第
大型板状石器 C-2層 一部のみ。大型の板状石片を利用。 (34) (39) (08) (150) 安山岩 14-2 K-1

第17図
6

砥  石 A-2層 一端欠損。方柱状。硬質でシル ト質状の石材。主要砥面は 4面。 (71) (36) ( 24) (555) 石英安山岩質
細粒凝灰岩

14-3 K-2

図版番号 種   別 地区 層位 特 徴
長 さ
C0

幅
ω
厚 さ
働
写真図版 登録番号

第17図
7

鉄砲 の玉 A-2層 鉛製。 1 35 14-12 N-7

第17図
8
銅製品 古銭 D-2層 元豊通宝。初鋳年は北宋  元豊元年 (1078年 )。 24 0 13 14-19 N-8

第17図
9
銅製品 古銭 D-2層 紹聖元宝。初鋳年は北宋 紹聖元年 (1094年 )。 2 36 14-20 N-9

第17図
10 銅製品 古銭 D-2層 皇宋通宝。初鋳年は北宋 宝元 2年 (1039年 )。 14-18 N-10

図版番号 種  別 地区 層位 特 徴 樹   種 長 さ
C0

幅
舗
厚 さ
と0 写真図版 登録番号

第17図
11

杭 材 C-2層 上面 丸太材。上半部欠損。胴体部は樹肌。先端部加工は全周。 モ ミ属の一種 26 2 16-4 L-39

3層水田跡と遺物

〔遺構の状況〕 3層上面からは水田に伴う明確な遺構は確認されなかった。ただし、 4層上面において擬似畦畔B

―①・②・③や段差 a・ bが検出された。 4層は自然堆積層であり、これらの擬似畦畔Bお よび段差は 3層を耕作

土とする水田跡に伴った畦畔の痕跡と考えられる。これらの中で、擬似畦畔B①・②と段差 a・ bはほば真北かま

たは真北と直交する方向性を示しており、同一水田に伴う畦畔の痕跡と考えられる。これをa水田とする。また、

擬似水田B―③はそれらとは方向性が一致しておらず、また、畦畔の規模や区画のあり方などからみてa水田とは

異なる水田 (b水田とする)の畦畔の痕跡と推測される。これらの 3層に伴うa・ b両水田については前者の耕作

深度が大きいこと、擬似畦畔B―②・③では②が③を切っている状況が確認されることなどから、 a水田がb水田

よりも新しい段階のものと推定することができる。

3層は泥炭質粘土層であり、層中に植物遺体を多量に合んでいる。これは同じく泥炭質粘土である4層を母材と

して水田耕作上が形成されたことによるものと考えられる。下面は水田耕作土に特徴的に認められる凹凸が顕著で

ある。層上面の傾斜は 2層上面と同じく、西から東へ穏やかに下がっている。その最大の比高差は20cm前後である。

なお、 4層上面において杭が 1カ所で検出されたが、 3層水田跡に伴うものかどうかは明確ではない。層中からは

灰白色のツルトブロックが一部で確認された。このブロックはこれまで富沢遺跡の各地点で確認され、10世紀前半

に降下したと考えられている灰白色火山灰 (白鳥 :1980)と 特徴が一致している。このことから3層下に本来は平

安時代の層が存在し、 3層水田がこの層をも攪拌している可能性が考えられる。

〔出土遺物〕 3層からは土師器・古銭・種子が出土しており、その中で図示できたのは土師器 1点 ・古銭 5点であ

る。中でも古銭は 1カ所からまとまって出土している。なお、 4層中に打ち込まれた杭もここで取 り上げた。古銭

はいずれも北宋銭で、初鋳年は11～ 12世紀のものである。
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図版番号 種   別 地区 層位 外 面 内 面 残   存 写真図版 登録番号
底  径 器  高

第19図
1
土師器  芥 A-3層 ロクロナデ。 ヘラ ミガキ 黒色処理。 口縁部 1/9 (130) C-3

図版番号 種  別 層   位 特 徴 樹   種 長  さ 幅
ω
厚  さ
CE
写真図版 登録番号

第19図
2
杭材 D-4層 上面 希杢筈教歯彦設縁;袖叩な司呈嫁彎馨ぼ矮a:先

端部加工は2/3程度。ブナ属の一種 (832) 100 L-40

第 2章 富沢遺跡第88次調査

1層出上の遺物

1層は現耕作上であり、現代の遺物も合むが、近世に相当する遺物が比較的多く出土した。中でも陶器・磁器は

量が多く、総数70点を数える。その中で図示したのは陶器が21点、磁器が 7点である。また、所属時期は萌確では

ないが、その他に瓦とみられる遺物 1点・鉄製品 7点・古銭 1点があり、参考資料として図示した。

9～ H層の樹木とその他の遺物

(1)層の特徴と堆積状況

樹木などを包合する 9～ H層は上下を 8層 と12層の厚い砂層に挟まれており、全体の層厚は40～50伽である。そ

の中の 9・ H層は全調査区全域に分布するが、10層は調査区の北西隅と南東半部に分布し、その間は途切れている。

9層は土性が基本的に粘土であり、層の状況により3つに細別される。 9a層は極めて粘性の強い層であ り、樹

木の根株でもレベルの高い根株の上方に堆積している。植物化石などは合まない。 9b層は全域に分布しており、

腐植層と粘土層とが薄い互層をなすのが特徴である。根株の主体はこの層中にあり、その場合は根株の高まりに沿

って層上部が盛 り上がる状況が認められる。層厚は一定しておらず、厚い所で約40伽である。層中でも主に腐植層

からは多量の毬果などの植物化石やフンが保存よく残って出土してお り、中には平面的な広が りをもって出上した

例も認められる。9c層は植物の腐植層を主体とする層である。層厚は一定していないが、厚い所で約20釦である。

層中には平根が多く入 り込んでおり、また、大型植物化石や細かな根・枝の樹木片が多量に含まれているが、毬果

などは 9b層 より概して遺存状況は良くない。

10層は粗砂を主体とする層である。層厚は 6～ 20cIIlで あり、層中には幹の倒木や平根が含まれている。この層は

全体的に均質であ り、互層は認められず、短期間の中で堆積したものと考えられる。この10層上面の標高は最も高

い南東部で6.10mである。

H層は基本的には粘上であり、層の状況により2つに細別される。1l a層 は 9b層 と類似し、薄い腐植層と粘土

の互層をなしている。その腐植土中には植物化石を合んでおり、また樹木の幹や根が多く含まれている。層厚は厚

い所で20伽前後である。Hb層は主に植物の腐植層からなり、層中に植物化石を多く含んでいる。また、樹木の幹

を包含してお り、根も多く入 り込んでいる。層厚は厚い所で20clll前後である。11層の下面は一定しておらず、高低

差が顕著である。概して南西部が高く、北東部へ傾斜している。南西部の標高は5.80～ 5。 90mで、北東部の標高は5.

60m前後である。

図版番号 種  別 地区 層位 特 徴
長  さ 幅

ω
厚  さ
ω
写真図版 登録番号

第19図
3
銅製品 古銭 D-3層 政和通宝。初鋳年は北宋 政和元年 (HH年 )。 25 14-16 N-2

第19図
4
鋼製品 古銭 D-3層 元祐通宝。初鋳年は北宋 元祐元年 (1086年 )。 24 14-17 N-3

第19図
5
銅製品 古銭 D-3層 皇宋通宝。初鋳年は北宋 宝元 2年 (1039年 )。 14-15 N-4

図‐９
６
第

銅製品 古銭 D-3層 皇宋通宝。初鋳年は北宋 宝元 2年 (1039年 )。 14-14 N-5

第19図
7
銅製品 古銭 D-3層 景徳元宝。初鋳年は北宋 景徳元年 (1044年 )。 2 37 14-13 N-6
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図版番号 種   類 地区 層位 特 微 産  地 年   代 残  存 写真図版 登録番号
底  径 器  高

1 陶器 B-1層 内外面 とも白濁釉。 相 馬 18C以隆 口縁部破片 (126) 12-22 I-24

2 陶器 流 C-1層 内外面 とも白濁ra。 端反 りの口縁。 相 馬 口縁部破片 12-23 I-25

3 陶器 筑 D-1層 内外面 高台内は灰和。畳付のみ露胎。 唐津 高台部 1/2 48 I-26

4 陶胎染付  坑 A-1層 外面に文様。 単削 17-18C 体部破片 13-1 I-27

5 陶器  溝縁皿 D-1層 日普雇諸生晉?袖厩,Fは露胎。 唐津 16C末～17C初頭 全体の1/4 134 52 37 13-2 I-28

6 陶 器 皿 B-1層 局雷摺酪豆會謝写Fは露胎。 唐津 16C末～ 17C初頭 医部 1/2 66 I-29

7 陶器 皿 調査区外 1層 内外面とも灰釉。高台部は露胎。 志野 16C末～17C初頭 底部破片 ( 61) I-30

8 陶器  折縁皿 D-1層 内外面とも灰釉。
外面は上半灰釉で、下半露胎。 美濃 口縁部 1/7 (120) 13-3 I-31

9 陶器 II D-1層 内外面とも灰釉。高台部は露胎。 相馬 18C以降 底部 1/4 48 13-4 I-32

15 陶 器 皿 D-1層 内外面 とも灰釉。内面に鉄絵。 瀬戸美濃 17～ 18C 体部破片 13-5 1-33

10 陶器 鉢 D― I層 内外面 ともナ ゼヨ釉。 堤 近世 口縁部破片 13-6 I-34

11 陶器 鉢 C-1層 内外面ともナマヨ釉。 堤 近世 日縁部破労 13-7 I-35

12 陶器   鉢類 C-1層 内外面とも鉄和。 岸窯系 17～ 18C 口縁部破片 13-8 I-36

陶器   橋鉢 B-1層 内外面とも鉄釉。 岸窯系 ? 17～ 18C 日縁郡破片 13-9 [-37

t4 陶器   括鉢 A-1層 内外面とも鉄 fII。 岸窯系 ? 17ヽヤ18C 口縁部破片 13-10 I-38

陶器   悟鉢 調査区外 1屠 R釜麗忘来徴彎社の筋日あり 不 明 17C? 体部破片 13-H I-39

17 陶器   香炉 B-1層 内外面とも灰釉。 相ィ碍 18C以隆 口縁部破片 13-12 I-40

陶器   倍烙 D-1層 内外面とも鉛胎。 堤 口縁部破片 (142) 13-14 I-41

第20図  1層出上の遺物(1)
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第20図
19 陶器 土瓶 調査区外 1層 外面は露胎。内面は灰釉か白尚釉。 相 馬 18C以降 底部破片 (78) I-42

第20図
20 陶器  小型甕 C-1層 内外面とも鉄和。 不 明

日縁部～
体部1/9

(110) 13-13 I -43

第20図
21 陶器 棗 C― 1層 内外面 ともナデ。 在地 中世 体部破片 13-15 I -44

第20図
23 染付 碗 B-1層 内外面に圏線。 瀬戸

体部～
底部破片

13-19 J

第20図
24 染付 IIIL C-1層 内外面に圏線。 肥前 近世 口縁部破片 13-16 J -15

第20図
22 染付 皿 D-1層 内外面に文様。 中国 16C 体部～

底部破片
(50) 13-20 J

第20図
25 染付 皿 C-1層 内面に文様。 一副 近世 口縁部破片 13-17 J-17

第20図
26 染付 皿 B-1層 内面に文様。 月巴前 口縁部破片 13-18 J-18

第20図
27 染付 皿 B-1層 外面に文様。 中 国 体部破片 13-22 J-19

第20図
28 白磁 花瓶 B-1層 一削 近世 口縁部破片 13-21 J-20
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図版番号 種 類 地区 層位 特 徴
長 さ
働

幅
①
厚 さ
御
写真図版 登録番号

t 瓦 ? D-1層 豊響1涙籍孫生程森ムみを死宅鬼T:侯霧者¢垂字2Ⅲ
る。 (223) (92) (13) 14-1 H-1

2 銅製品 古銭 調査区外 1層 寛永通宝。 23 01 14-21 N― H

3 鉄製品 踊鉄 A-1層 両端欠損。 (HO) 15 03 14-5 N-12

5 不明鉄製品 A-1層 環状。 14-8 N-13

6 不明鉄製品 C-1層 環状。 3 25 14-9 N-14

4 不明鉄製品 釘 D-1層 断面方形。 1 5 14-6 N-15

7 不明鉄製品 A-1層 円盤状。 07 14-10 N-16

8 不明鉄製品 D-1層 先端欠損。 (90) (0 85) 07 14-7 N-17

9 不明鉄製品 D-1層 両端欠損。針金が巻き付いている。 ( (14) 14-11 N-18

第21図  1層出上の遺物(り
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(2)樹木の出土状況

9～ 11層から検出された主だった樹木は97点を数える。それらは一辺12m四方の調査区内全域に分布してお り、

樹木の分布はさらに周辺に大きく広がるようである。主だった樹木は根株と平根、そして倒木の幹から成る。根株

は幹を伴 うものも合めて24点が確認された。それらは概して平面的に一定の間隔をおいて分布するが、中には近接

した り、重なり合 う根株も存在する。平根は根株から放射状にはば水平に分岐しているのが特徴といえる。幹は根

株を伴 うものも含めて21点あ り、全体的に散在して倒伏している。その半数は根株や平根に重なってその下から検

出されている。これらの樹木の出土層位をみると、大まかにH層中から出上しているもの (a)、 大別層を超えて

主に11～ 9層にかけて出土しているもの (b)、 9層を中心として出上 しているもの (c)の 3グループに分ける

ことができる。その中でも根株と幹の出土層位のあり方をみたのが第22図である。aは量的には少なく根株が 4点、

離

　

８

～

鮨

oト ウヒ属
●カラマツ属

■カバノキ属

第22図 根株・幹の出土層位

★ モミ属

☆ 工葉松類

出

土

層

位

c(9c-8層 )

b(Hb～ 9c層 )

a(1lb層 )

第23図 幹の倒伏方向
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第 4節 検出された遺構と遺物

幹が 5点ある。これらは比較的小規模な樹木であり、その樹種ではモミ属や五葉松類の、樹木全体では極めて比率

の低い樹種がここでは比較的優占する。 bは根株が 6点、幹が 3点ある。根株の中には樹木配43・ 58の ように直径

が30～ 40cmで、根の広が りが 5m以上にも及が大規模なものもみられるc樹種は トウヒ属とカラマツ属が主体をな

す。 cは量的に最も多く、根株が14点、幹が13点あ り、大小さまざまな大きさの根株や幹で構成されている。また、

樹種は トウヒ属・カラマツ属主体である。こうした出土層位の違いは平面的に樹木が重なり合 う状況をみても、樹

木の生育時期・生育期間の相違を反映するものと考えられ、 a～ cグループはそれぞれH層段階、H～ 9層段階、

9層段階を中心に成育していたものと推測される。なお、幹の倒伏方向では aは 4点 ともN-60◇～80° ―Eに収ま

って為り、ある一方向からの自然営力で倒伏 した可能性が考えられる。それに対し、 b・ cでは比較的多様な方向

性を示しているといえるが、概して北西から南東方向に倒伏し、また、南西～北東方向に倒伏する傾向がみられる。

樹木の樹種同定については第 5節 2を参照されたい。

(3)その他の遺物

9～ H層から検出された遺物は樹木の他に、大型植物化石・フン・昆虫化石がある。

〔大型植物化石〕大型植物化石には毬果・葉・種子がある。 9層～H層から検出された毬果は総数2,285点を数え、

第 5節の同定結果によると、その75%が トウヒ属、25%が カラマツ属であった。また層位的にみると、 9b層が77

%、 9c層が12%、 Ha層が 6%、 Hb層が 4%の出土比率であり、毬果の大半は 9b層から出土していることが

わかる。また、これらの 9b層から検出された毬果は トウヒ属・カラマツ属いずれも、他の層出土の毬果に比して

極めて保存が良好であるのも特徴である。毬果の層位ごとの平面分布の状況については第 5節 3の分析結果に示さ

れている。葉では針葉樹の葉片が 9b層を中心に多量に含まれていた。広葉樹の葉ではケヤマハンノキなどが同定

されている。種子は調査ではチョウセンゴヨウの種子が多く検出されてお り、完存および一部残存を合めると、そ

の総数は336点になる。層ごとにみると、出土数の70%近 くがHb層から出土してお り、他の層と比較して極めて

高率の割合を占めている。これは、五葉松類と同定されている樹木が11層から比較的多く検出されたことと関連す

るものと考えられる。なお、大型植物化石に関する詳細については第 5節 3を参照されたい。

〔フン (糞 )〕 フンは42カ 所で、総数491個出土した。その中で量的に最もまとまりをもつのは配22の 104個であり、

また、近接 して出上したNo 15・ 17が合わせて65個、No 30・ 31が 108個 である。出上したフンの大半は 9b層 中であ

り、その中でも主に層の薄い腐植土中から出土している。これらの個々のフンは形状や大きさ・内容物など富沢遺

跡第30次調査で検出されたフン (太田・斎野 :1992)と 全く同じ特徴を示しており、30次調査の分析結果 (高槻 :

1992)か ら今回のフンもニホンジカに近い動物が排泄したものと考えられる。なお、前掲の分析結果によるとシカ

は 1回に80～100粒のフンを排泄するとされてお り、今回の配22の 104個、配30,31の 108個 は 1回分の量にあたる

ものといえる。なお、調査面積とフンの個数との比率をみると、今回の調査地点の方が30次調査よりもかなりの高

密度の分布を示している。

〔昆虫化石〕 9～ 11層からは昆虫化石が63点検出された。その中の 1点は土壌サンプルの水洗で選別されている。

判明する細別層では 9b層が 5点、 9c層がH点、Ha層が 5点、1l b層が28点あり、Hb層からの検出が 4割強

を占めている。昆虫化石の同定については第 5節 5を参照されたい。

5 13層 の遺構 と遺物

(1)層の特徴と堆積状況

樹木などを包含する13層は砂層である12層 と14層に挟まれて為り、層厚は一定していないが、平均すると20cmで
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第25図  9～ 11層樹木出土状況 (数字は樹木番号を示す)
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第26図

9～ 11層樹木観察表

9～ 11層樹木の樹種別平面図
(数字は樹木番号を示す)

樹木No 区 名 部  位 出土層位
レベル∩ 根株の広が りGけ 幹

樹 種 備 考
晶高位 岳Ih位 東  西 君耳  封ヒ 直径60 長さCn 方  向

1 Aa 根株 平根 9c～ 9b 5 905 250 トウヒ万 狛C年代測定No l

2 Aa 平 根 9c‐-9b 6 12 5 985 トウヒ海

3 Aa 幹 9b～ 8 6 08 5 75 N-645° ―E トウヒサ冨
4 Aa 幹か平根 6 155 5815 カラマツ属

A 幹 9 6 15 N-70° 一E カラマツ属

Aa c 幹か平根 9c 6 145 5 965 カラマツ属

7 Aa c 幹 根株 9c～ 9b 6 5 965 12 N-25° 一E トウヒ属

8 Aa 1l b 6 00 582 カラマツ属

9 Aa b 根株 平根 9c～ 9b 5815 トウヒ属

Aa 幹か平根 10-9 c 5 99 5 95 カラマ ン属

11 Aa 幹か平根 1l b 6 02 6 00 カラマツ属

12 Ab Ba 幹 9c 6 055 5 92 14 N-79° 一W トウヒ属

Ab Ba 幹 9c 5 99 5 80 N-655° ―E カラマツ属

Ab 幹 5 78 5 655 N-76° ―E カラマツ属

15 Aa b 幹か平根 10かヤ9 c 5 925 5 75 カラマツ属
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Ac d 根株 平根 9c～ 9b 6 49 5 89 (12) トウヒ属

Ac d 幹 9 5 895 N-615° ―W カラマツ属
Ad Bc 幹 か 9c 601 5 925 カラマツ属

Ad 平 根 ti tl‐ 9c 6 145 5 99 五粟松類

Ad 根株 平根 10‐‐9 c 611 5 83 (8) カラマツ属

21 Ad 平根 10-9c 5 975 5 885 カラマツ属

Ad 幹か平根 9c 5 905 カラマツ属

23 Ad Cb 平 根 10- 9c 5 93 トウヒ属

Acd Cab 平 根 1l a 6 025 五葉松類

Ac 平根 9c‐ 9b 6 195 5 99 トウヒ属

Ac 平根 9c 6 205 6 03 モ ミ属

27 平 根 9c トウヒ属

根株  平根 9c～ 9b 6035 (11) カラマツ属

Ba 供株  平根 9c～ 9b 5 92 カバ /キ 属

Ba 平根 Hb 581 5 69 カラマツ属

31 Ba 幹 (根株 ) 1l b～ 1l a 12 110 N-60° ―E モミ属
Ba 平根 1l b～Ha 6 075 5 76 トウヒ属

根秩  平根 1l b-1l a 6 13 5 86 トウヒ属

Ba b 幹 9c～ 9b 6 075 N-81° ―W トウヒ属

Ba b 幹 9b～ 8 6 275 6 07 N-725° 一E カラマツ属
幹 9c 6 10 5 87 10 N-53° ―E カラマツ属
幹か平根 9c～ 9b 6 305 5 905 カラマツ属

Bb 幹か平根 9c～ 9b 5 98 カラマツ析

幹か平根 9c～ 9b 6 カラマツ

幹か平根 1l b カラマツ属

Bb d 幹か平根 1l b 5 77 トウヒ属

平根 1l b カラマツ属

Bcd Dabd lR株 平標 1l a～ 9b 5 80 カラマツ属

Bc d 幹 5 99 N-61° 一E トウヒ属

Bc d 幹 5 74 569 N-63° 一E モ ミ属

平 根 9c 5 97 5 92 トワヒ属

47 平根 1l a～ 9b 6 055 トウヒ属

Bc 幹か Ib 5 96 571 トウヒ属

平 根 la 5 88 5 845 トウヒ属

Bd 平 根 Ia 5 90 5 58

Db 平根 la 5 65 トウヒ属

Db 幹 根株 9b^ヤ 8 6 29 6 03 6 116 N-37° 一E トウヒ属

Bd 幹 根株 9c～ 9b 5 955 6 N-865° ―E トウヒ属
平 根 9c～ 9b 5 95 5 89 トウヒ属

Bd 平 根 9c～ 9b 6 05 5915 トウヒ属

平根 5 70 5 65 トウヒ属

Ac Ca 平根 9c 6 145 6 00 カラマツ属

Acd Ca～ d Da 根株 平根 1l a～ 9b 6 47 5 80 カラマツ属

Ca 恨秩 平根 9c～ 9b 6 405 5 975 (11) トウと属

Cc 平 根 1l a～ 9c 614 5 99 五棄松類

61 Cc 根株 平根 10-9b 6 165 6 00 (14) ウヒ属 Ne 62と 同一 と考えられる。

Cc d 幹 9c～ 9b 6 145 6 005 N-815° ―W ウヒ属

Cc 平根 9 6 115 6 06 ウヒ属

Cc d 幹 か 9 6 325 6 045 ウヒ属

Cc d 根株  平根 9c～ 9b 6 48 5835 カラマツ属

幹カ 9c 6 07 5 96 カラマツ属

平幹カ 5 96 5 88 カラマツ属

Cd Dc 根株 平根 9c～ 9b 6 67 5 85 (30) カラマツ属

平根 6 12 5 90 カラマツ属

Cb 平 根 9c 381 五葉松類 No72 92と 同一か

Bc Da 幹 カ lb 585 5 73
Da 根株 平根 lb 6 03 5 775 110 五葉松類 No72 92と 同一カ

Da 平根 lb 5915 5 725 トウヒ属

Da 平根 6 06 5 995 トウヒ属

Da 平根 5 88 5 815 カラマツ属

Da lb 6 09 5 885 ウヒナ罠

Da b 9c 6 15 5 86 ウヒ属 No43と 同一か

Da 幹 9c 6 11 5 895 8 N-265° 一E ウヒ属

Da 平根 lb 5 87 5 835 ウヒ属

Da b d 幹 1
-10 5 985 5 92 N-31° ―MI ウヒ属

平 根 la 6 115 5 925 ウヒ属

Db 幹 1 10 6 095 5 785 N-67° 一W カラマツ属

Db 平根 11 -1l a 5 56 カラマツ属

幹 lb 5 92 5 795 N-78° ―E 五葉松類
Daヽ d 根株 平根 9c 6 435 トウヒ属

Dc d 根株  平根 9c 6 33 5 99 8) トウヒ属

Dd 根株 平根 5 915 5 69 4) 五葉松類 HC年代測定 N92
Dc d 1l b～ 9c 6 16 5 88 トウヒ属

Dd 幹カ 9c 6 155 611 トウヒ属

Dd 平根 1l b～ 1l a 5 975 5 73 トウヒ属

Dc d 幹か 1l b-1l a 6 00 5 85 カラマツ属

Da c 幹 1l b～ 9c 6 09 5 88 N-265° 一W 五葉松頬 No70 72と 同一か

Dで 根株 平根 1l b～ 9c 6 13 5 955 トウヒ属

D( 平根 1l a 6 115 5 945 トウヒ属

Dc 平根 1l a 5 90 5 87 トウヒ属

Dc 平根 9c～ 9b 6 10 トウヒ属

Acd Cb 幹 か 1l a-9 c 5 93
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ある。層の特徴によりさらに 2層に細別される。13a層は粘土またはンル ト質の粘土層であり、層中にはやや黒味

をおびた薄い層が不規則に鋏在する。13b層は植物の腐植土主体の粘土層であり、特に上部は黒味が強い。層中か

らは樹木片が出土したが、遺存状況は良くない。両層とは上面・下面とも起伏が大きく、一部では下面が落ち込み

のように大きく凹む所もみられる。13aと 13b層の間には部分的に砂層が介在する。

(2)炭化物片集中箇所

D区の13b下部から14a層上面にかけて炭化物片のまとまりが検出された。炭化物片の大きさはまちまちである

が、大きいのは 1～ 2釦のものである。灰化物片の分布範囲は70～ 100cmで、その広が りの形状は、不規則な状況

を示 している。なお、この炭化物片集中箇所の周辺からは石器などの遺物は発見されなかった。なお、炭化物片の

2点の樹種はいずれもトウヒ属と同定されている。

Bb区

謙親 9も属 1la婚 Hb層

トウヒ属

カラマツ属

Aa区

講判 唇 9c婿 na層 1lЫ曙

トウ ヒ 属

A西ベル ト

カラマツ属

Ac区

蒙製 Ob層 ib層

トウヒ属

カラマツ属

Bd区

:き製 層 Ha層 nb層

トウヒ属

カラマツ属

Ca区         l       cb区

ヨ♂ヽヽくとさ層9b層 Ha層 1り膏

トウヒ属

カラマツ属

C西ベル ト

Db区

謙駕 θb博 Ha層 1lЫ薯

汐ラマツ属

D

Cc区

諮＼壁督9b層 1霜 1lb層

トウヒ属

カラマツ属

Dd区

謙翌 9Ы腎 lb層

トウ ヒ 属

オラマツ属

第27図  毬果・種子の層ごとの出土数量
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第28図  フンの出上分布
(数字はフンNoを示す)

o9b層

09c層

★ 1la層

昆虫の出上分布
(数字は昆虫Noを示す)

。9層
●9b層

日9c層

出土フンー覧表

No 区  名 出上位置 数量 備 考

1 Ab 1

2 Ab 9b上 面 8

3 Ab 5

4 Ad

5 Ab 9

6 Ab 1

7 Ab 1

8 Ab 9b 1

9 Ab 9b 2

10 9b 3

11 9b上 面 1

12 9b 1

9b 1

9c上 面

No17と 一連か

16 1

17 No 15と 一連か

6

2

I

I

9c上 面 1

Da 3

Da 1

Da 2

Dd 9b 9

Dd

Dc

Dc No31と 一連

31 Dc No30と一運

Da 2

33 Dd 5

Cc

C℃

Cd Ha上 面 7

Cd Ha上 面 17

Cd 1l a上面 4

Dc

Dc 1

2

5

●4れ ▲52

!o19    53110

第29図
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この|よ うな尿化物片集中箇所は富沢遺跡第30次調査でも検出されており (太田■斎1野 :1992)、 焚き火跡として

の性格が考えられている。30次調査ではまた、周辺から石器が多数出土しており、焚き火と石器製作および石器使

用の活動が一体的に行なわ|れたものと理解されている。今回の調査では石器などの遺物は発見されず、当
―地点にお

ける人類の活動については明確ではないが、発見された尿化物片集中箇所については明らかに火を受けた炭化材が

まとまりをもって分布していることから、30次調査と同様に焚き―火跡としての性格を考えておきたとヽ なお、床化

崖

18層樹木観察表

樹ANo 区 名 部 位 出土層位
レ
^/yo 樹  後 備   考

最高位 最低位

1 平根 6 505 i42 トウと属

2 Cb 平標 13b 5505 588 トウヒ属

3 Cc 平根 51675 トウヒ属

4 Cd 平根 5,52 i47う トウビ属

5 Cd 平根 51575 61韓5 力 ,マ ノ属

6 Cb 平根 博 b 615b モミ

"爵
7 Gb 平根― 5.ゆ 5 i.405 カラマツ属 14c`献雌 NOE

8 Cd 平楓 13Ⅲ ェ475 工秦松類

9 Cd 74R 13b ユ54 う.435
",マ
ツ属

Dc 平根 553 5.435 カラマン属

Dt 平根 13b ユ51` 5,455 カラマツ属

Dc 平操 カラマツ属

Dc 平根 い b ,ユ s.4a トツと属

S,GOn―

N-0-S―

230図 炭化物片集中箇所
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第4節 検出された選騰と遺物

物片の分布の不規則な形状については焚き火の燦料となった薪の位置と関あるものかも知れないが、明らかにはで

きなかった。

(3)樹木などの出土状況

13層からは数少ないが樹木 ,大型植物化石・昆虫化石が検出されている。

〔樹木〕樹木はC・ D区の床化物片集中箇所周辺の13b層から20点程が散らばった状態で検出された。いずれの樹

木も平根の一部と考えられるが、遺存状況は悪く、その一部が辛うじて残ったようである。樹木の13点についての

樹種は、 トウヒ属が 5点、カラマツ属が 6点、モミ属が1点、五葉松類が 1点であり、おおよそ 9～11層の樹木と

同様の樹種のあり方を示している。

〔大型植物化石〕13層出上の大型植物化石,と しては、チョウセンゴヨウの種子が13b層から少量検出されているの

みである。

〔昆虫化石〕C'D区の樹木片の周辺からは23点の昆虫化石が検出された。検出層位は5点は13a層、13点は13b

層中である。昆虫化右の同定については第5節 5を参照されたい。
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第 5節

1 富沢遺跡第88次調査出土材の樹種

自然科学的分析

木工舎「ゆい」 高橋利彦

1 試料と方法   試料はL-1～ L-40の 40点である。L-1～ L-38の 38点は18世紀のものとされる土坑 S

K-1の 覆土 (5・ 6層 )から検出されたもので、杭や用途不明の加工材が多 く、漆器・下駄・ハケ ?の 日用品も

含まれる。L-39・ 40も 杭であるが検出層位からL-39は近世、L-40は平安時代～中世のものと考えられている。

常法にしたがい試料の徒手切片プレパラートを作製、生物顕微鏡で観察
・同定した。なお作製したブレパラー ト

はすべて木工舎「ゆい」に保管されている。

2 結果と考察   試料の中には確実な同定ができずに類似種としたものもあったが、10Taxa(分類群)に同

定された。紙数の都合で試料の解剖学的特徴などの記載と写真図版は省略する。同定結果を検出遺構
・推定される

用途とともに一覧表で示す (表 1)。

同定対象とされた試料の大半は18世紀のものとされる土坑 SK-1か ら検出されたものであるが、その樹種構成

を通覧するとスギ (10点 )、 マツ属複維管東亜属
・モミ属 (各7点 )、 ヒノキ属 (類似種を含め4点 )の針葉樹が計28

点、クリ (5点 )、 オニグル ミ・ブナ属・ナナカマ ド属
・カエデ属・ケンポナシ (各 1点)の広葉樹が計10点と針葉

樹が全体の約3/4を 占めている。複維管束亜属を除く針葉樹はいずれも割裂性に優れた材
であるが、個々の試料を

観察するとこの優れた割裂性を利用して割って作られたと思えるものは少なく、大半
の試料は鋸を使って製板・製

材したものであった。中でもL-7試 料 (ス ギに同定された)は丸太から角材や板を挽いた残 りの部分 (これを「背

板」と呼ぶ)であり、加工面には鋸の挽目がはっきりと残っていた。このように今回の対象試料での針葉樹の多用

は割裂性を選択理由としているとは考えにくい。

SK-1土坑検出試料のうち用途不明の加工材はほぼ半数を占めるが、針葉樹は今回認められた 4 Taxa全てが使

われている (14点)のに対し、広葉樹はクリとカエデ属の 2 Taxa4点 にすぎない。各試料に施された加工を見ると、

丸太 (枝)の両端を切断しただけのものが 2点 (L-15,22)、 半割のもの4点 (L-18,20,21,23)も あるが、多 く

は 3～ 4面を加工した板材や角材であった。ここでも割裂性が針葉樹の多用の理由とは考えにくい。

ところで、試料の用途は特定できていないが、ここで多用されている
マツ (複維管東亜属)と スギは現在でも建

築材などに大量に使われている樹種である。また、試料の属すると考えられている18世紀には大型
の前挽鋸の発達

が製板を容易にし、かつ用材も軟質材 (針葉樹)へと変化していったとされる (吉川 1976、 浜田 1984)。 さら

に一般論ではあるが、18世紀は江戸時代「中期造林技術発展時代」 (徳川 1941,1959)と 認識され、また各藩で

の山林制度も18世紀以降整備され (筒井 1982)、 各地で
マツ・スギ・ヒノキを主体とした造林が行われ拡大する

需要に応えていたようである。したがって、ここで対象となった木材の原木がどこでどのように生育
していたもの

であるのかはわからないが、植栽木が使われている可能性もあると思 う。そ うであれば、
ここでの複維管束亜属や

スギの多用は材料の供給と関連付けられる現象かもしれない。

杭材も試料の4割ほどを占め、針葉樹 (ス ギ
・モ ミ属・ヒノキ)・ 広葉樹 (ク リ・ナナカマ ド属・ケンポナシ)

各 3 Taxaが用いられているが試料数ではH点 と4点で針葉樹が多い。富沢遺跡第30次調査では近世のものとされる

水田用水路の護岸用と考えられた杭列の樹種が検討されているが (パ リノ
・サーヴェイ株式会社 1991)、 用材は
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両者で大きく異なっている。第30次調査試料が身近で入手 したであろう灌木を主 とした比較的細い杭であるのに対

し、本試料は大いものが多 く、また板や釘の打ち込まれた角材のように転用材とみられるものも混 じっているなど、

検出された遺構の性格の違いが用材の違いに反映されているようである。

漆器はブナ属に同定された。ブナ属 (ブナ)製の漆器は本試料 よりやや古いとみられる仙台城三ノ九跡 (仙台市
教育委員会 1985)や今泉城跡 (木村・内藤  1983)、 中世中頃～後半のものとされる中田南遺跡試料でも多数認
められている (高橋  1994)。 下駄は連歯で大きさからみて子供用 とみられ、モ ミ属が用いられていた。下駄 も仙

台城三 ノ丸跡 (仙台市教育委員会 前出)と 中田南遺跡 (高橋 前出)試料で合計46点が検討 され 12Taxaが報告
されているがモ ミ属の報告はない。

註 仙台城三ノ丸跡試料ではヒノキアスナロ,ケ ヤキ,ホ オノキ,不明広葉樹 , クル ミ属 , クリ,キ ハダ ?,ハ リ
ギ リ?, ミパキ, トネ リコ属の10Taxa(光谷拓美氏の同定による)が、中田南遺跡試料ではクリ,ケ ヤキ,モ ク
レン属 ,ヤ マグワ,ケ ンポナンの 5 Taxaが 認め られ、ケヤキ・クリ・モクレン属 (ホ オノキを含めた)の 3

TaXaが共通 して用いられている。

引用文献

浜田 宗男 1984 鋸から製材機械への道―その日本的特色の一端―,「森林文化研究」,第5巻 ,第 1号,鰯森林文化協会,195209
木村 中外・内藤 俊彦 1983 今泉城跡から出上した木製品の素材,「仙台市文化財調査報告書第58集 今泉城跡―名取川下流域にお

ける中世城館跡の調査―」,仙台市教育委員会,206207.
パリノ・サーヴェイ株式会社 1991 樹種同定 (仙台市富沢遺跡第30次調査出土材の樹種),「仙台市文化財調査報告書第149集 富沢遺

跡―第30次調査報告書第I分冊一縄文～近世編」,仙台市教育委員会,425455,

仙台市教育委員会 1985 樹種同定結果について,「仙台市文化財調査報告書第76集 仙台城三ノ丸跡 発掘調査報告書J,仙台市教育
委員会,19特 199

高橋 利彦 1994 仙台市中田南遺跡出土材の樹種,「仙台市文化財調査報告書第182集 仙台市中田南遺跡―古代。中世の集落跡の調
査―」,仙台市教育委員会,406422

徳川 宗敬 1941 「江戸時代に於ける造林技術の史的研究」,西ケ原刊行会 ※
――――- 1959 「明治前日本林業技術発達史」, 日本学術振興会,※
筒井 迫夫 1982 「朝日選書219山 と木と日本人 林業事始」,朝日新聞社,240pp
吉川 金次 1976 「ものと人間の文化史18 鋸」,法政大学出版局,347pp
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表 1 富沢遺跡第88次調査出土材の樹種
試料番号 用  途 遺構 層位 種 名 試料番号 用  途 遺構 層位 名種

L-1
L-2
L-3
L-4
L-5
L-6
L-7
L-8
L-9
L-10
L― H
L-12
L-13
L-14
L-15
L-16
L-17
L-18
L-19
L-20

漆器

連歯下駄
夕ヽケ ?

栓状木製品

鈎状木製品

板材

背板

板材

板材

板材

板材

板材

角材
1/4分割材

九材
1/4分割材

角材

半害1材

角材
半 室1)チ

SK―
SK―
SK―
SK―
SK―
SK―
SK―
SK一
SK―
SK―
SK―
SK―
SK―
SK―
SK―
SK―
SK―
SK―
SK―
SK―

6層

6層上
6層下
5層
6層

6層下
6層

6層

6層

6層
6層
6層

6層
6層

6層
6層
6層

6層下
6層下
6層下

ブナ属の一種
モミ属の一種
とノキ属の一種
モミ属の一種
オニグルミ
マツ属複維管束亜属の一種
スギ
マツ属複維管束亜属の一種
マツ属複維管束亜属の一種
マツ属複維管東亜属の一種
マツ属複維管束亜属の一種
スギ

カエデ属の一種
クリ

クリ

スギ
スギ
スギ

モミ属の一種
マツ属複維管束亜属の一種

L-21
L-22
L-23
L-24
L-25
L-26
L-27
L-28
L-29
L-30
L-31
L-32
L-33
L-34
L-35
L-36
L-37
L-38
L-39
し-40

材
　

材

劃
材

割

キ
丸

半

抗

杭

杭

抗

抗

抗

杭

杭

杭

杭

杭

杭

杭

杭

抗

杭

締

SK―
SK一
SK―
SK―
SK―
SK―
SK―
SK―
SK―
SK―
SK一
SK一
SK―
SK―
SK―
SK―
SK―
SK―
2層 (

4層 (

6層下
6層下
6層下
6層
6層
6層

6層
6層

6層
6層
6層

6層
6層

6層下
6層下
6層下
6層下
6層下

―
① )

一④)

クリ

マツ属複維管束亜属の一種

ヒノキ属類似種

スギ

スギ

クリ

スギ

モ ミ属の一種

モ ミ属の一種

モ ミ属の一種

ナナカマ ド属の一種
ヒノキ属類似種

ヒノキ属の一種

スギ

モ ミ属の一種

ケンポナシ

スギ

クリ

モ ミ属の一種

ブナ属の一種
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2 木材化石の樹種

東北大学理学部生物学教室  鈴木三男

農水省森林総合研究所    能城修一

東京学芸大学        松葉礼子

仙台市富沢遺跡の第88次調査では第30次調査 (イ山台市教育委員会、1992)で 大規模に発見された最終氷期 (約
20000

-23000年前)の 26、 27層の埋没林に相当する埋没林が検出された。今次の発掘区はそれほど広 くないにも関わら

ず、多量の根株、倒伏 した幹などの木材を含み、互いに重なり合って密集していた。こ
こではその樹種を調べ、埋

没林の復元を試みた。

同定は現地で樹木位置がマッピングされたあと根株や倒伏樹幹の適当な位置から1辺 1セ
ツチ四方程度の材サンプ

ルを切 り取 り、それを弟↓刀刃を用いて横断、接線、放射の3断面の徒手切片を作 り、光学顕微鏡で同定し、表
1の結

果をえた。同定されたプレ′くラートは東北大学理学部植物分類学講座に保存されている。

同定された樹種

(1)モ ミ属 4bルS マツ科 写真1-la― c (MY G 1745)

年輸幅が一般に幅広い針葉樹で、時に接線方向に並んだ傷害樹脂道を持つ。早材部仮道管はあまり太くなく、早

材から晩材への移行は緩やか、晩材部はあまり広 くない。樹脂細胞は大変少ないか、あっても特に日立
たず、横断

面では仮道管だけから出来ているように見える。仮道管の側壁の有縁壁孔は一列。放射組織は単列
で柔細胞のみか

らなる。放射柔細胞の垂直・水平壁は厚 く、多数の単壁孔があり、モミ型壁孔となる。上下端や中央部にある柔細

胞はしばしば細胞質をもっていない。分野壁孔は小さいスギ型で1分野当た り2-4個 くらい。

以上の形質からモミ属の材と同定した。現在 日本の亜高山、亜寒帯に分布する
モミ属には、】ヒ海道に トドマツが、

本州北部から主に日本海側の中部地方にかけてアオモリトドマツが、本州中部の主に太平洋側 と四国に
シラベがあ

る。これらはいずれも材構造が互いによく似てお り材構造のみでの種の識別は困難である。30次
の調査ではモミ属

の葉が出上しているが、それらは「 トドマツ以外のモミ属」 (鈴木敬治、1992)と されてお り、アオ
モリトドマツ、

シラベなどの区別は出来ていない。この葉化石の同定結果を踏まえるとここに出上した木材化石は トド
マツでは無

い可能性が考えられる。

(2)カ ラマツ属 Lα崩  マツ科 写真1-2a一 c (MY G 1740)

年輪幅が一般に狭 く、時にやや広い針葉樹材で、時に晩材部に1ないし数個集まった垂直樹脂道を持
つ。早材部

仮道管は大 く、特に放射方向に大きい。晩材部仮道管は放射方向に極端に小さく、横断面で見ると痛平
で極めて狭

い内腔しかない。早材部から晩材部への移行は極めて急。早材部仮道管の放射壁の有縁壁孔は通常 2列の対列状と

なる。放射組織は水平樹脂道を持つ紡錘状と単列状とがあり、柔細胞、放射仮道管、
エピセリウム細胞からなる。

水平樹脂道は比較的大きく、8個以上のエピセ リウム細胞を持つことが多い。柔細胞の垂直
・水平壁は厚 く、多数

の単壁孔があ り、モミ型壁孔となる。放射仮道管同士の有縁壁孔は比較的大きく、断面が
スマー トで有縁部が角張

ることは少ない。分野壁孔は小さい トウヒ型～ヒノキ型で 2-4個ある。以上の形質からカラマツ属の材と同定し

た。なお写真に掲がっているMYG 1740は根材である。

現在日本に分布するカラマツ属は本州中部の亜高山帯にカラ
マツがあるのみであるが、南千島、樺太にはグイマ

ツが、大陸沿海州にはマンシュウカラマツがあ り、いずれも材構造での識別は困難であ り、ここに出土した材化石
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がどの種に相当するかは粥らかでない。次頂にあるように大型植物化石からはグイマツが多く、また「カラマツ近

似種Jも 出土している。埋没林はこれらの混生 したものであることが考えられる。

(3)マ ツ属単維管束亜属 2%夕s subgenus Яttιθリカ% マツ科 写真1-3a― c (MY G 1798)

年輪幅が一般に幅広い針葉樹材で、年輪のあちこちに大きめの垂直樹脂道が単独で散在している。早材仮道管は

あまり大 くなく、晩材部への移行は緩やかで、晩材部は狭い。仮道管の放射壁の有縁壁孔は一列に並ぶ。放射組織

は水平樹脂道を持つ紡錘状と単列状とがあ り、柔細胞、放射仮道管、エピセリウム細胞からなる。水平樹脂道は比

較的大きく、薄壁のエピセリウム細胞を持つが、その細胞壁は壊れてしまっていることが多い。柔細胞の垂直・水

平壁はやや厚いが平滑である。放射仮道管内壁も平滑で、鋸歯状になることは少ない。分野壁孔は大型の窓型で 1

分野通常 1個である。以上の形質からマツ属のうち単維管東亜属 (五葉祇類)の材と同定した。

現在の日本の亜高山帯や冷温帯にある五葉松類は本州中部、四国の冷温帯から亜高山帯にかけてにわずかに残存

するチョウセンゴヨウや北海道から本州の亜高山帯から冷温帯に広 くあるヒメコマツ (キ タゴヨウを含む)、 それ

に亜高山帯から高山帯にあるハイマツなどがある。これらを材構造のみで識別するのは困難であるが、出土材には

根株がはっきりしていて幹が直立 していた証拠があること (H層出土MY G 1787な ど)、 倒伏している幹が通直で

直径が20セ ンチとサイズもかな り大きいこと (MYG 1782、 1792な ど)な どから考えるとハイマツの可能性は無

いことが分かる。また、第3項に後述されるように同じ層準からチョウセンゴヨウの種子が多量に出土しているこ

とからこれらの材化石はすべてチョウセンゴヨウであることが考えられる。

(4)ト ウヒ属 覺膨α マツ科 写真2-4a―c (炭化材 2)

年輪幅が一般に広い針葉樹材で、晩材部にしばしば1ないし数個集まった小さめの垂直樹脂道を持つ。早材部仮

道管は細 く、放射壁の有縁壁孔は通常 1列である。早材部から晩材部への移行は緩やかで晩材部は狭いかやや広い。

放射組織は水平樹脂道を持つ紡錘状と単列状とがあ り、柔細胞、放射仮道管、エピセ リウム細胞からなる。水平樹

脂道は小さく、 6-9個 位のエピセリウム細胞を持つことが多い。柔狙胞の垂直・水平壁は厚 く、多数の単壁孔が

あり、モミ型壁孔となる。放射仮道管同士の有縁壁孔は小さく、断面で有縁部が角張ることが多い。分野壁孔は小

さい トウヒ型で 2-4個ある。以上の形質からトウヒ属の材と同定した。なお写真に掲げたものは炭化材の反射顕

微鏡写真である。灰化材では分野壁孔の開子し部などが大きくなっていることが多い。

日本の亜寒帯から亜高山帯、冷温帯に分布するトウヒ属は種類が多く、北海道にはエブマツ、北海道と東北の一

部 (早池峰山)にアカエゾマツが、本州にはエゾマツの変種の トウヒが広 く分布し、本州中部の冷温帯から亜高山

帯にかけてハリモミ、イラモミ等が、そして中部山岳地帯の冷温帯に限られた分布をするものとしてヒメバラモミ

(ア ズサバラモ ミを含む)、 ヤツガタケトウヒ、ヒメマツハダなどがある。これらの うちヒメバラモ ミは仮道管内

壁に明瞭ならせん肥厚を持つことにより他のすべての種と区別されるが、他の種は互いによく似てお り、仮道管及

び放射仮道管内壁の鋸歯状突起の出現や紡錘形放射組織の形質によって多少グルーピング出来る可能性はあるが、

それらは正常に成長 した幹材においてのみ比較が可能であるため、今回は適用出来なかった。すなわち、本遺跡出

土材はすべてヒメバラモミ以外の トウヒ属 という事にとどまる。

(5)カ バノキ属 虎紘肋 カバノキ科 写真2-5a― c (MYG 1729)

数個が放射方向に複合して全体で楕円形となった小型の管孔が均―に散在する散子と材で、管孔は年輸界付近でや

や小さくなる。道管の穿孔は10本程度の横棒からなる階段状、側壁の壁孔は小孔紋交互状である。木部柔組織は短

接線状。放射組織は 1-4列 くらいの同性である。
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以上の形質からブナ科のカバノキ属の材と同定した。カバノキ属には亜寒帯から冷温帯に多いダケカンバ、冷温

帯に多いンラカンバなどがあるが材構造での種の識別は出来ていない。ただ、同時に出土している木材や大型植物

化石が亜寒帯性の針葉樹がほとんどであることから考えるとダケカンバである可能性がもっとも高い。

(6)コナラ属クヌギ節 Oクιπ2S Sect.4ガJ9PS ブナ科 写真2-6a― c (MYG 1811)

年輸始めに大きな丸い道管があり、晩材部では中型で九い道管が散在あるいは放射方向に並ぶ環孔材で、極めて

大きな複合放射組織を持つ。大きな道管はチローシスで充填されている。道管の穿孔は単一、道管放射組織間の壁

孔は柵状になる。放射組織は単列同性と大きな複合状がある。これらの形質からブナ科 コナラ属のクヌギ、アベマ

キを合むクヌギ節の材と同定した。

なお、本標本 1点のみ上位の地層 (7層 )よ り出上したものである。

同定結果が示す古森林

9-13層 (一部8層 まで突き出ているものも含む)から出土した木材HO点の層位別の集計が表 2に示されている。

第 2章第Ⅲ節第 3頂及び 4頂に述べられているように最終氷期の埋没林は大まかには古い方 (13層 )と 新しい方 (9

-H層 )に分けることが出来る。後者ではその木材分布の中心は 9層 とH層に認められるものの、層厚に比して木

材の大きさが大きいため厳密な出土層位の認定は難しい一方、発掘区内で層位が明瞭に識別出来る地点と地層が薄

くなってそれが困難な地′ミもある。さらに、埋没樹木には明瞭な重な り合いはあるものの、上位に幹が倒伏してい

るものの根が下位の樹木の下に入 り込んだ りしているものもある。そのようなことが複合している結果、 9層から

11層 までの樹木のうち、単一の層準に対比出来ない樹木が少なからずあるが、ここでは一応、下位から上位への時

間的な流れを示す目安としてこの層位区分を利用することを試みた。

下位の13層では13点の木材を同定した結果、カラマツ属が 6点、 トウヒ属が 5点、それに五葉松類 (マ ツ属単維

管東亜属)と モ ミ属が各 1点であった。図13層の樹木分布図に見るように 9層やH層の根株に比べるといずれ樹木

サイズが小さく、また、風化変形を受けている。このような現象は強い流水中に堆積 した樹木や、地表面に露出し

ていて乾燥や腐朽を受けた樹木が埋れ木となった場合などによく見られる現象で、この場合は堆積物が細粒である

ことと同層準で灰化物が集積して出上 していることなども加味すると、流水による影響では無 く、13層上面が古土

壌面であったと見徴すことが出来る。なお、反射型光学顕微鏡で灰化物2点を観察同定 したが、いずれもが トウヒ

属であった。第30次の発掘において見いだされた炭化物は同定された4点いずれもがカラマツ属であったのと対照

をなしている (能城・鈴木、1992)。

H層から出上したと見倣せるものは34点あ り、 トウヒ属が最も多く17点で、ついでカラマツ属はH点、五葉松類

が 4点、モ ミ属が 2点である。一方、 9層からは43点あり、やは リトウヒ属が最も多 く24点、カラマツ属は16点、

それに五葉松類、モミ属、落葉広葉樹のカバノキ属が各 1点である。 9層 と11層で比べると、トウヒ属が最も多く、

それにカラマツ属が混ざっているのは共通するが、H層で五葉松類が多い傾向がある。しかし、8-9層、910層、

10-11層、 911層 と単一層に区分出来なかった試料についてみてもこの傾向はほとんど一致していることから、五

葉松類が下位の層準でやや多い傾向を持つことの他は、基本的に トウヒ属が最も多 く、カラマツ属もそれに近いく

らい匹敵する トウヒ属―カラマツ属の林であったといえる。なお、五葉松類が下位 (H層 )の層準で多いことは図

9～ H層の平面分布図 (P33・ 34の第25図)を見ると頷ける。ここでは比較的大きな五葉松類の倒伏した幹と一部

根株も見いだされているが、いずれもが トウヒ属あるいはカラマツ属の根株で被われている傾向にある。これは、

五葉松類の森林が倒伏、枯死したあと、トウヒ属とカラマツ属の林が成立したことを窺わせる。30次の調査結果 鮪ヒ

城・鈴木、1992)と比べると、今次新たに五葉松類が見い出されたことのほかは、樹種構成が互いに良く一致 して
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おり、基本的には同じような森林が30次、今次 (88次)の調査区付近に成林 していたことが言える。

9-11層での樹木の平面分布 (P33・ 34の第25図)を見ると、まず、根株 と倒伏 した樹幹の密度が高いことと、

根株で木質部が根の先のかなり細い部分まで追跡することが出来ることがわか り、根株の保存の良さが日につ く。

これは13層 と対照的であ り、13層堆積時に比べて、 911層堆積時は常にじめ じめしていた り、あるいは頻繁に水

没するなど、高湿度下にあったことを示 している。標本数の上からは トウヒ属の方がカラマツ属より多いが、根株

の大きさ、幹の大さの点から見るとカラマツ属の方が大きいものが多く、 トウヒ属は大きいものもあるものの、そ
の多くは小さな個体であることが分かる。これはモ ミ属ではもっと極端で、幹の細いものばか りである。この傾向

は第30次発掘区でも同様で、比較的大きな個体のカラマツ属の樹木が散在する周囲に トウヒ属の中・小の個体が伴

った疎林が復元されてお り (鈴木他、1992)、 今次の発掘区もこれと同様であると言える。

7層は30次の調査区の19層 と同様にシル ト～粘上質で、特に材を産出した 7a層は硬く締まった粘上でグライ化

してお り、層上面には日割れと思われる痕跡があ り、また黒みを帯びた層が部分的にあって、古土壌的性格を示 し

ているように思われる。これは30次の調査区の19層 と性状がよく一致 していることからそれに対比される。この19

層からは木材化石がわずかながら産出し、その樹種はカラマツ属、 トウヒ属、モ ミ属で放射性炭素で19730お よび
20590 y B Pの 値が得られている (仙台市教育委員会、 1992)。 今回7層からは木材化石はただ1点のみが出土し、そ

れは暖温帯性の落葉広葉樹であるコナラ属クヌギ節であったことは30次の結果とうまく整合しない。

引用文献

能城修―・鈴木三男,1992 仙台市富沢遺跡から出上した木材化石の樹種と森林植生の復元.仙台市教育委員会「富沢遺跡,旧石器
時代編」 231243

仙台市教育委員会,1992. 富沢遺跡,旧石器時代編,604PP,

鈴木敬治,1992,大型植物化石.仙台市教育委員会「富沢遺跡,旧石器時代編」244309

鈴木三男・鈴木敬治 守田益宗,1992 旧石器時代の古環境復元一最終氷期頃の富沢 仙台市教育委員会「富沢遺跡,旧石器時代編」
433-437

表 2 813層 出土木材の樹種構成
8-9層   9層   910層  1011層   H層   911層   13層 合  計

トウヒ属

カラマツ属

マツ属単維管束亜属

モミ属

ル ミノキ属

2        24        2         1        17         3         5

…
6411136

1  431

1                              2                    1

1

54

42

9

4

1

合   計 3 6 2 9
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表 1 富沢遺跡88次調査出土木材の樹種

標本番号 樹 種 名 出土地点 出土層準 試料番号 h/1Y← 1756

�lY← 1757

h/1YG-1758

h/1YG 1759

NIYG-1760

MYG卜 1761

MYG-1762
A/1Y← 1763

A/1Y← 1764

山IY← 1765

MYG卜 1766
h/1YG干 1767

hlIYG 1768

h/1YG 1769

W【YG-1770
WIYG-1771

A/1Y← 1772

MY← 1773
h/1Y← 1774

h/1YG卜 1775

MYG卜 1776

A4YG-1777
W[YG卜 1778

A/1YG-1779

W[YG-1780

MY← 1781
山IY← 1782

MY← 1783
ふン【Y∈ 1784
WIY∈ 1785

�IYG-1786

VIYG-1787
W[Y∈ 1788

W[YG-1789

h/1YG4 1790

h/1YG-1791

MYG 1792
h/1YG卜 1793

h/1YG卜 1794

W【YG-1795
�IYG-1796

hIY← 1797

MY← 1798
�IY← 1799

�IY← 1800

A/1Y∈ 1801

A/1YG卜 1802

MYG-1803
h/1YG-1804

�IYG-1805
A/1Y∈ 1806

�IY← 1807

h/fY← 1808

h/1Y← 1809

h4YG卜 1810

h/1YG-1811

トウヒ属

カラマツ属

カラマツ属

トウヒ属

五葉松類

トウヒ属

トウヒ属

トウヒ属

トウヒ属

カラマツ属

カラマツ属

カラマツ属

カラマツ属

カラマツ属

五葉松類

トウヒ属

五葉松類

トウヒ属

トウヒ属

カラマツ属

トウヒ属

トウヒ属

トウヒ属

トウヒ属

トウヒ属

トウヒ属

カラマツ属

カラマツ属

五葉松類

トウヒ属

トウヒ属

五葉松類

トウヒ属

トウヒ属

トウヒ属

カラマツ属

五葉松類

トウヒ属

トウヒ属

トウヒ属

トウヒ属

カラマツ属

トウヒ属

トウヒ属

トウヒ属

トウヒ属

カラマツ属

モ ミ属

カラマツ属

五葉松類

カラマツ属

カラマツ属

カラマツ属

カラマツ属

トウヒ属

クヌギ節

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

1

MYG 1701
山IYG卜 1702

MYG 1703
h4YG洋 1704

MYG-1705
h/1YG-1706

h4YG-1707
h/1Y← 1708

h/1Y← 1709

NIYG-1710

MYG-1711
W[YG-1712

A/1YG-1713

WIYG-1714
W【Y∈ 1715
A/1YG 1716

h/1YG卜 1717

h/1YG-1718

�IYG卜 1719

MYG-1720
h/1YG-1721

MY← 1722
A/1Y← 1723

山IYG卜 1724

贄vIY(}- 1725

h/1YG卜 1726

MYG-1727
�[YG-1728

A/1YG-1729

山【YG-1730
h/1YG卜 1731

江ヽYG卜 1732

�笙YG-1733
h/1YG-1734

A/1YG-1735

�[YG-1736

WIY← 1737

�IY← 1738

山IYG 1739

MYG卜 1740

NIYG-1741

MYG-1742
W【YG-1743
W【Y← 1744
MY← 1745
A/1Y←  1746

MYG卜 1747
MYG卜 1748

�IYG-1749

hIY∈ 1750

�[Y← 1751

�IY← 1752

�IY← 1753

�IYG卜 1754

MYG-1755

トウヒ属

トウヒ属

トウヒ属

カラマ ツ属

カラマ ツ属

カラマツ属

トウヒ属

カラマツ属

トウヒ属

カラマツ属

カラマツ属

トウヒ属

カラマツ属

カラマツ属

カラマツ属

トウヒ属

カラマツ属

カラマツ属

五葉松類

カラマツ属

カラマツ属

カラマツ属

トウヒ属

五葉松類

トウヒ属

モ ミ属

トウヒ属

カラマツ属

ル ミノキ属

カラマツ属

モ ミ属

トウヒ属

トウヒ属

トウヒ属

カラマツ属

カラマツ属

カラマツ属

カラマツ属

カラマツ属

カラマツ属

トウヒ属

カラマツ属

カラマツ属

トウヒ属

モ ミ属

トウヒ属

トウヒ属

トウヒ属

トウヒ属

トウヒ属

トウヒ属

トウヒ属

トウヒ属

トウと属

トウヒ属

A―a

A―a

A―a

A―a

A―a

A咆

A―c

A―a

A―a―b

A―a

A―a

A―b―B―a

A―b―B―a

A―b

Aa為
A―d

At・

A― d―B三

A―d

Ad
A―d

A4
A―d

A― c―d

A‐

A―c

B―a「A―b

B一a

B―a

B―a

B―a

B―a

B―a

B―a―B一b

B―b―B―a

B―b

B―b

B―b

B―b

B―b―B―d

B―d

B―c

B―c

B―d―B―c

B―d

B―d

B―d

B―c

B―d

B―d

B―d

B―d

B―d

B―d

B―d

9c■b

9c-9b

8-9b

9b

9c

9c

9c-9b

llb

9c-9b

10-9c

llb

9c

9c

llb

10-9c

9c-9b

9c-9b

9c

lla-9c

10-9c

10-9c

9c

10-9c

lla

9c-9b

9c

9c

9c-9b

9c-9b

llb

llb-1la

lla-1lb

lla-1lb

9c-9b

9b-8

9c

9c-9b

9c-9b

9c-9b

llb

llb

llb-1la

lla-9b

lla

llb

9c

lla 9b

llb

lla

lla

lla

9b-8

9c-9b

9c-9b

9c-9b

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55
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写真図版 1
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写真図版 2

4a c トウヒ属(戊化材 2);
a: 横断面、すべて50倍、

5a c カバノキ属(MY(}1729), 6a c コナラ属クヌギ節(MYG-1811)
b: 接線断面、すべて100倍、lc-4c: 放射断面、500倍、5c-6c: 放射断面、200倍
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3 仙台市富沢遺跡第88次調査で産出した大型植物化石

吉川 純子

(1)(ま じめに

富沢遺跡は仙台市長町の名取川と広瀬川の間の後背湿地に位置する旧石器時代から近世までの遺跡である。図 1

は88次調査区の模式柱状図で、大型植物化石は13層から8層 までの現地取 り上げ試料と、13,H,9層 からブロック

で採取した試料を検討した。現地取 り上げ試料は調査区を 4分割したA,B,C,Dを さらに 4分割した a,b,c,d

の2.5m四方のグリッド単位で取 り上げられている。

植物化石が取 り上げられた13層から8層 までの層序の概略は以下の通 りである。なお、遺跡全体の詳細な層序に

ついては、基本層序の項を参照されたい。

最下層の14層は下部は極粗粒の砂層、緑灰色の砂質シル トの互層でときどき炭片を合み、上面の14a層 には火山

灰とみられる灰白色の砂層が堆積している。14a層 は灰白色の淘汰のよいバブルウォール型の火山ガラスで有機物

などを殆ど含まない純層であった。この火山灰は層序などから町田・新井 (1976)に よって定義された姶良Tn火

山灰 (以下ATと 略)とみられ、第四紀後期の広域指標テフラの一つである。ATの年代値としては最近の炭素同

位体年代測定によると24,720± 290y.B.P.(富樫・松本,1983)、 24,330± 225y.B.P,(村山ほか,1993)と

なっている。

13層は下半部は灰色がかった濃褐色上半部は黒褐色の有機質ンル ト質粘上で、木片や大型植物化石をわずかに合

む。また、砂や灰化物が薄いレンズ状でところどころに入っており、互層を示す部分もある。

12層は緑灰色のまれに中礫を含む極粗粒砂層で、有機質シル トの薄層をレンズ状に換在する。

11層は黒褐色の有機質粘土で、下部は植物質の遺体が多い木本質泥炭(上部にむかって漸移的に褐色シル トから

粘土になる。根や丸太状の材、シカのかん、大型植物化石を比較的多く含んでいる。

10層は緑灰色の極粗粒砂層で調査区に部分的に堆積している。

9層は下部は黒褐色の有機質粘土、上部に行くに従ってやや色が薄くなる。層の中程に最も多く大型植物化石が

含まれている。根や丸太の材、シカのふんも大変多い。

8層は緑灰色の極粗粒砂とンル トの互層である。

また、13層上面、H層上面、 9層上面のそれぞれの堆積期の終わ りに寒冷地に特有な凍結攪乱を受けた跡がみら

れ、当時の地表面が激 しく上下に揺れているのが観察できる。この周氷河作用は寒冷で冬期の積雪量が少ないほど

激しく、現在の日本では富士山と大雪山で起こっている (小泉、1992)。

(2)現地取 り上げ試料の分析結果

表 1は現地取 り上げ試料を層準別、グリッド別に示した リス トである。また、表 2は これに基づいて 9層 とH層

についてのみ分類群別に一覧表化したものである。

13層では大型植物化石は総数でわずか 8点 と大変少なく、チョウセンゴヨウのみの産出であった。

1lb層ではチョウセンゴヨウ種子の産出が多く、グイマツ、カラマツ属Uの毬果と枝が少しずつ、 トウヒ属の毬

果も産出するが、保存が悪いものが多く、産出数は少ない。

1la層 も、D区ではやや多いものの、産出数は全体に少なく、 トウヒ属、カラマツ属の毬果と枝はやは り風化さ

れたものが多い。チョウセンゴヨウの種子はHb層 より少ない。

10層は大型植物化石がH層に比べてさらに少なく、破片や風化されたものが多い。また、チョウセンゴヨウは産
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出しない。 トウヒ属の毬果はB区とD区に偏ってお り、砂礫 とともに水流で運搬されて堆積した可能性がある。

9c層になると大型植物化石の産出数が多くな り、 トウヒ属、カラマツ属、チョウセンゴヨウを産出する。保存

のよい トウヒ属の毬果がC区 とD区の西よりに偏って見られる。

9b層 では大型植物化石の産出数は大変多く、しかも保存のよいものが多い。 トウヒ属の毬果の産出数の多い場

所はAc、 Ad、 Bb、 Ca、 Db、 Dc、 Ddに見られる。カラマツ属の毬果も保存のよいものが多 く、グイマ

ツのやや多い場所がBbにある。

(3)ブ ロック試料の分析結果

13、 H、 9層 のブロック試料100cc各 2個づつを水洗いして大型植物化石の検出を行ったが、見いだされた化石

の量は極めて少なかった。

13層のブロックからはキイチゴ属の核 1個 と菌核数個が見いだされた。

11層、 9層 のブロックからは トウヒ属バラモ ミ節の葉数個、菌核数個が見いだされた。

(4)大型植物化石の平面分布と木材化石との関係

今次の調査では現地取 り上げ試料を細かい層位ごとに取 り上げている。図 2～ 4は、 9層から11層 までの トウヒ

属の毬果のグリッドごとの分布図である。黒円は保存のよい毬果、白三角は風化されていた毬果でシ
ンボルの大き

さは産出個数を表 している。

1lb層では産出数が比較的少なく、しかも風化した毬果が多い。Ha層でもほぼ同じ様な結果である。

10層では化石の産出はさらに少ない。これは粗粒砂とともに水流で運ばれてきたとも考えられる。

9c層では トウヒ属の産出数はやや多くなるが、風化 した毬果の割合が多 く、運搬の可能性あるいは、空中に露

出しているため、堆積した後の風化が激しかったとも考えられる。

9b層 では トウヒ属の産出数が大変多く、ほば調査区全体に堆積している。風化した毬果、保存のよい毬果とも

多く、同じ地点から相伴って出土する傾向にある。堆積の場に生育していたとすると、保存のよい毬果は水位が高

かったために風化を免れた可能性もある。あるいは 9b層の堆積期に堆積したのち、 9a層や 8層が急激に覆って

堆積したとも考えられる。

さて、第 4節の第25図にあるように今次の調査では木材化石の産出位置を細かく記録し、その樹種を同定した。

図 5、 6は材の産出状況に大型植物化石のグリッドごとの産出状況をあてはめたものである。本来は材も細かい層

位区分で観察できるとよいのであるが、根株や幹は厚みが大きく、細かい産出層位が不明であるため、材の産出層

位は 9層から11層 まで一括されており、大型植物化石は 9層は黒い円、11層は白抜きの円で表している。なおこの

図では風化された化石は取 り除いてある。

まず トウヒ属であるが、毬果の産出はほぼ 9層に限られている。そして、根株のあるグリッドにも多いが、幹材

の倒れた先のグリッドにもやや多いようで、倒伏した幹についていた毬果に由来する可能性が考えられる。

産出したカラマツ属の大型植物化石のほとんどがグイマツであ り、それらは 9層に多い。しかし、材、特に根株

の分布位置との関連性は薄いように思われる。

チョウセンゴヨウは比較的多量の種子と図 3-6の星印の場所に 1点だけ毬果を産出した。材はマツ属単維管束

亜属までの同定であるが、ほかの同亜属の大型植物化石が産出しないことから、ここで産出している材化石はす
べ

てチョウセンゴヨウである可能性が高い。チョウセンゴヨウは 9層にも産出しているが、11層の方が多い。材化石

もH層の方が 9層 より多く、両者の産出に相関がある。チ ョウセンゴヨウの種子はネズミ、 リス類などの小動物が

食用にするため、運搬・廃棄が盛んである。H層のCdグ リッドからは、比較的まとまった数の種子が産出したが、
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これらの 9割以上に食痕があ り、小動物の活動がこのような堆積の主要因である可能性がある。13層ではチョウセ

ンゴヨウの種子と材化石の産出が見られたが、ごくわずかであった。

(5)大型植物化石と堆積物からみた宮沢遺跡第88次調査区の古環境

13層ではチョウセンゴヨウだけしか産出せず、ブロックを水洗した試料からも、キイチゴ属と菌核をわずかに産

出しただけであった。

H層ではチョウセンゴヨウが比較的多 く、 トウヒ属は産出するが風化されたものが非常に多い。これは水流など
て運ばれてきたのである可能性と、地表面にあって風化作用を強く受けた可能性が考えられる。分布パケーンにつ

いては材化石との関連性は強 くない。

10層は大型植物化石の産出数が少なく、風化したものが多い。これは堆積物である砂とともに水流で付近から運

ばれてきたものと考えられる。

9層では トウヒ属もカラマツ属も保存のよいものが多く、特に トウヒ属は平面分布を検討 してみると、現地性が

高いようである。また、 トウヒ属のタイブ別の分布を見ると、グリッドによって、堆積しているタイプが分かれて
いるようである。例えば最上層の 9b層では トウヒ属Aの比率が高いのは、Ab,Bb,Db,Dc,Ddで 、 ト

ウヒ属 Bの比率が高いのはAa,Ab,Ad, Bb, Bc, Da, また、 トウヒ属 Cの比率が高いのはAa,Ac,

Ad,Ca,｀ Cc,Cd, トウヒ属 Dと トウヒ属 Eは全体的に比率が低い。 トウヒ属 A、 B、 Eはやや同じ様な偏
りを見せ、 トウヒ属 Cは産出の場所が トウヒ属 A、 Bと は異なっている。このことは トウヒ属の毬果の堆積が現地

性が高いことを示し、 トウヒ属 A、 Bと トウヒ属 Cは異なった木から散布された可能性があると考えられる。
カラマツ属も9層では保存がよいが、材化石との関連性を見てみると、毬果は分散して堆積 しているようで、現

地性が高いかどうかはわからない。これは トウヒ属が種子を散布した後の毬果を次の年までに株の周囲に落下させ

てしまうが、カラマツ属は種子散布後も数年も毬果をそのまま枝につけておくために、このような違いが生じた可

能性がある。

当時の仙台市付近は堆積物に残された周氷河現象にみられるように、降雪量は少なく、表上が攪乱されやすい状

況にあったようである。従って、毬果の保存がよい層でも地下水位は高かったかも知れないが、常に水深があるよ

うな場所ではなかったのであろう。また、隣接する30次の調査区とは、下位の泥炭層よりも上位の泥炭層の方が保

存がよく、 トウヒ属の毬果の堆積量が増加しているという点で一致している。

(6)大型植物化石の形態記載

トウヒ属A(Rルα A): 毬果の長さ 5 cm以上で以下に記載する種鱗の特徴をもつものをAと したが、 7 clll以

上のものが多い。種鱗が露出した部分の曲面に綻方向のしわが日だち、種鱗の表面は光沢がない。種鱗の上部の縁

は開いた三角か横に開いた半円形で、種鱗の先端は上の種鱗につかず、やや外にそる。種鱗の縁はやや薄くなる。

このため、毬果の先端はすこしばさばさとして見える。現生ではヒメマツハダの毬果に似るが、幅が小さい。この

タイプは富沢遺跡30次の報告書では トミザフトウヒとされている。ヒメマツハダは現在では八ケ岳西岳のみに分布

している。

トウヒ属 B(Rcca B): 毬果の長さは分類の形質としなかったが、 5 clll以 下のものが多い。種鱗は トウヒ属
Aに似て、開いた半円形か、やや三角、種鱗の表面に縦のしわがあり、光沢がないが、種鱗の先端は上の種鱗に密

着している。毬果の先端は上部から急に尖ったものが多い。現生ではヒメマツハダまたはヤツガケケトウヒに似る

が、幅が小さい。富沢遺跡30次の報告書ではA同様 トミザフトウヒとされている。ヤツガタケ トウヒも現在では八

ケ岳西岳のみにヒメマツハダと共に分布 している。
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トウヒ属 C9Cゼα C): 毬果の長さ 5 cIIl以上で以下に記載する種鱗の特徴をもつものを Cと した。幅は トウ

ヒ属Aよ りひとまわ り小さい。種鱗の上部の縁は半円形で、種鱗の表面に縦 じわはめだたず、光沢がある。 トウヒ

属A,Bと 比較すると種鱗の縁がやや厚 く、しっか りとしている。毬果の先端はやや尖るが、Bほど急には尖らな

い。現生ではアズサバラモ ミまたはヒメバラモミに似る。しかし、毬果の形が現生種は狭卵形であるのに対し、こ

のパイプの化石は円筒形であることから区別される。現生のヒメ′ミラモミは通常毬果の長さ 3～ 5釦程度とされて

いるが、長野県戸台川上流にはアパサバラモミと同程度の長さのヒメバラモ ミがあることが知られている。アズサ

バラモミは現在は長野県川上村にのみ分布している。また、その生育場所は河川の後背湿地のような場所である。30

次の報告書でコウシントウヒとされている一部がこのタイプと思われる。

トウヒ属D(2αα D): トウヒ属 Cと 同様な種鱗の特徴をもつが、毬果の長さが 5 cm以下のものをDと した。

現生ではヒメバラモミに似るがC同様、毬果が円筒形であることで異る。現生ではヒメバラモミは八ケ岳西岳、上

伊那郡戸台川などに分布する。このケイプも30次の報告書のコウシントウヒとされているものにあたると思われる。

トウヒ属 E9c9aE): トウヒ属Aと したものと同様の種鱗の特徴をもつもので、毬果の長さ幅が小さいも

のをEと した。毬果サイパと種鱗の重な り方の関係から、 トウヒ属A,Bの 未熟果の可能性が考えられる。

トウヒ属バラモ ミ節 口 c9α seCt.Eupicea): 葉の断面が菱形の トウヒ属の葉である。四面に気孔条を有する。

バラモミ節にはヒメバラモミ、アズサバラモミ、ヒメマツハダ、ヤツガタケ トウヒ、アカエブマツなどが含まれる。

トウヒ属U口 Cゼα U): 毬果が割れていた り、表面が風化されているため、上記のA～ Eタ イプのいずれか、

あるいはそれ以外のものかの判別がつかなかったものをすべて トウヒ属Uと した。

グイマツ (Lα力 Gηιチケ%ケゲGordon): 毬果および毬果のついた枝を産出した。種鱗は縦に 4,5段程度で種

鱗の先端が外反せず、上部の中央がややへこむ。現生の毬果の長さは通常12～ 16mll程度とされている。ここでは20

mtll以下のものをグイマツと同定した。現生のグイマツの毬果は卵円形で、種鱗は縦に 4, 5段程度、カラマツより

枚数が少ない。現生のグイマツは南千島、樺太などに分布する。

グイマツ近似種 (Lα力 cf.Э兜′ゲ%ゲゲGordon): 上に述べたグイマンの特徴をもつが、毬果の長さが20mll以

上となる長いものをグイマツ近似種 とした。幅は上のケイプとほとんど変わらない。

カラマツ近似種 (Lα力 cf.力αι駒顔蒻 Sargent): 毬果の長さは上記のグイマツと同定 したものと同程度か、

それよりやや大きいが、種鱗は縦に 4, 5段程度と現生のカラマツより少な日で、種鱗の先端が外反しているもの

をカラマツ近似種とした。現在、南蔵王に隔離分布している、いわゆる「北限のカラマツ」といわれているものに

大変類似 している。

カラマツ属U(Lα力 U): 毬果の表面が風化され、上記のいずれとも判別出来なかったもの、および枝のみ

で座布団を重ねたような短枝がついていることからカラマツ属であることは分かるが種の同定は出来ないものをカ

ラマツ属Uと した。

チョウセンゴヨウ 管功クs力θ密″%sた Siebo et Zucc.)i 三角状倒卵形で長さ10～ 15mll程度で種皮は非常に厚

く硬い種子をチョウセンゴヨウと同定した。半分になったものやげっ歯類による食痕のあるものを比較的多く産出

している。現生の毬果は長さ15伽程度となるが、ここで産出したものは破片で、風化が激 しく芯の付近しか残って

いない。現生種は日光、秩父、赤石山脈、朝鮮半島などに隔離分布している。八ケ岳では湿地や水域の周囲などに

生育しているのが観察できる。種子は小動物や人間が食用とし、現在では菓子材料などとして売られている。

ケヤマハンノキ近似種 似膨%s Cf.力焼 %力 Turcz。 ): 葉を産出したが、完形ではなく、円形の概形、葉脈パ

ターンなどで同定した。30次の報告書の「ヤマハンノキ」とされている葉と同じ形態を持つ。

キイチゴ属 (買πι夕s): 13層 で核を産出した。横に長い腎形の表面に溝状の彫紋がある。この属の核の形態は

互いに良く似ており種までの同定はできない。
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菌核 :樹皮の表面に付着しているニクザ菌などといった菌の集合体である。バンバラになると球形または半球

形になる。黒色で沃化したように堅く、中央に小さな孔があるものやくばみがあるものなどがある。内部はスポシ

ジ状の単一な構造になっている。ここではどの層位の試料にも確認できるが、その性格上計数はしなかった。

テラフ、層序の検討に当たってはいパレォ・ラボの菱田量氏と吉川昌仲氏の、 トウヒ属とカラマツ属の同定に当
―

たっては流通科学大学の南木陸彦氏にお世話になった。以上の方 |々に感謝します。
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表 1 富沢88次 層位＼区別 リス ト
Pc.は トウヒ属の毬果 Pc.Uは風化 した トウヒ属の毬果 Lgは グイマツの毬果 sは枝つき L.Aは グイマツ近似種 LBはカラマ ツ

近似種 L.Uは風化 したカラマツ属の毬果 Pkはチ ョウセンゴヨウの種子 Wは完形 Hは半分 Bは食痕のあるもの Fは欠けた もの

Pkの coneは毬果の欠けたもの

8層

区   分類群、部位、個数
B     Pc.B(Fl)Pc,C(F2)

D     Pc.A(F7)Pc.B(F7) Pc.C(F2)Pc.E(F2)Pc.U(3)

'     Pk(ヽ
lr2)

9b層
区   分類群、部位、個数
A―a   Pc.B(ヽ V2,F6)Pc.C(ヽ Vl,F8)Pc D(ヽVl,Fl)Pc.E(F2)Pc.U(14)Lg(15)L.gs(1)LA(1)L.B(2)LU(20)
A―b   Pc A(輌「2,F7)Pc.B(F8)Pc.C(F4)Pc,D(ヽ V6)Pc.U(25)L.g(8)L.Us(2)LU(26)Pk(ヽ V4,Fl)

A―c   Pc.A(F7)Pc.B(ヽ Vl,F21) Pc.C(F36)Pc.D(ヽV13)Pc.E(�V2,F7)Pc.U(61)L.g(6)L.gs(1)L.U(2)

A―d   Pc.A(F2)Pc.B(F15)Pc,C(F27)Pc.E(ヽ Vl,F3)Pc.U(65)L.g(11) L.gs(1)L.U(2)

ABb.  Pc.A(F2)Pc.B(F4) Pc,C(F6)Pc.E(F4)Pc.U(3)L.g(5)L.U(13) L.s(1)
ACb. Pc.A(F2)Pc.C(F9)Pc E(F2)Pc.U(6)L.g(1)L.U(3)L.Us(1)
A一Nb. PC,A(Fl)Pc.B(Fl)Pc.C(WVl,F2)Pc E(Fl)Pc.U(2)L.g(4)LU(12)L.s(1)
A―�Vb. Pc,C(F5)Pc.U(5)Lg(1)
B―a  Pc B(Fl)Pc.C(ヽ Vl,F2)Pc.U(12)L.g(6)LB(1)L.Bs(1)L.U(18)
B―b   Pc.A(ヽV3,F14)Pc.B(Wl,F16)Pc.C(ヽ T2,F7)Pc.D(ヽ再r3)Pc.E(ヽV6)Pc.U(64)L.g(21)L.A(2)L.B(1)L.U(41)
Pk(W22,Hl)PC.Leaf ++,cf.ケ ヤマハンノキ Leaf l ,Leaf unknown l

B―c   Pc A(ヽV2,Fl)Pc.B(�Vl,F9)Pc.C(F5)Pc.E(F2)Pc.U(34)L.U(15)Pk(ヽ V2)

B―d   Pc.U(1)Lg(17)L,A(1)L.B(1)L.U(35)Pk cone (Fl)
B―Nb. Pc.C(F2)L.g(7)L gs(2)L.U(33)

B―Eb. Pc A(F5)Pc.C(F6)Pc.D(ヽ Vl)PC.E(F5)Pc.U(5)L.g(22)L.gs(1)L.U(46)L.Us(2)Pk(Hl)
BDb.  Pc.A(F2)Pc.B(F3)Pc C(F3)Pc E(F2)Pc.U(6)L.B(1)L.U(3)Los(1)
C一a   Pc.A(F2)Pc.B(Fll)Pc.C(F34)Pc.D(WY2)Pc.E(WV3)Pc.U(32) L.g(11)L gs(1)L.B(2)L.U(9)L.Us(2)
C―b   Pc B(F5)Pc,C(Fl) Pc.D(ヽ Vl)PC.U(5)L.g(4)L.gs(1)LU(1)L Us(1)Los(1)
C―c   Pc.A(F2)Pc.B(F3)Pc.C(F15)Pc.D(F4)Pc.U(21)L.g(4)L.gs(2)L.A(1)L.U(8)Pk(ヽ V2,Hl,Bl)

C―d  Pc.A(� V2,Fl)Pc.B(｀ V2,F5)Pc C(Fll)Pc.D(ヽ Vl)PC.E(マVl,Fl)Pc.U(10)L.g(6)L.gs(2)L As(1)L.B(1)
L.U(18)

CDb.  Pc.A(F3)Pc,C(F3)Pc.U(2)L.g(1)L.gs(1)L.A(2)L.B(1)L.U(6)Pk(ヽ V4)

C―Sb.  Pc.A(F3) Pc.B(F4) Pc.C(F21) Pc.E(Wl) PC.U(10) L gs(1) L.U(1)

C―�Vb. Pc.C(Fl) Pc.U(3)

D―a   Pc A(Fll)Pc.B(F15)Pc C(F5)Pc,D(ヽ V8)Pc.U(23)L.g(2)

D―b   Pc A(ヽ V3,F31)Pc.B(F17)Pc,E(F9)Pc.U(15)L.g(1)

D一c   Pc.A(�V4,F24)Pc.B(F9)Pc,C(F7)Pc.D(Wl,F2)Pc.E(F2)Pc.U(6)Lg(2)L.gs(2)L.U(6)Ls(5)Pk(Bl)
D―d   Pc,A(ヽ Vl,F29)Pc.B(F19)Pc C(F4)Pc.E(F13)Pc.U(28)L.g(2) L.U(2)

D―Sb. Pc,A(ヽ V2,F4)Pc.B(F2) Pc.C(WVl,F8)Pc.D(Fl)Pc.E(F14) Pc.U(6)Lg(3)L.B(1)L.U(2)

D―Eb. Pc A(F2)Pc.B(ヽ V2) Pc.C(F2)Pc.E(F2)Pc.U(3)L.g(7)L.U(1)

9C層
区   分類群、部位、個数
A―a  Pc.U(7)Pk(Bl)
A―c  Pc.B(F2)Pc.U(12)Pk(耶 rl,Bl)

A一d  Pc.U(41)Pk(ヽ V8,H5,B3)

ACb. Pc U(3)Pk(Bl)
ABb. Pc U(7)
A一Nb.Pc.U(1)
A一 Vヽb.Pc.U(3)

B―b  Pc.U(1)
B―Eb.Pc.U(10)L.g(4)L.U(12)L.s(1)Pk(Hl)
BDb  Pc.B(F2)Pc U(2)L.U(1)
C一a   Pc.B(F2)Pc.C(F9)Pc.U(24)Pk(WVl,H4,B7,Fl)

C―b   Pc.A(F2)Pc.B(WV2)Pc.C(Fl)Pc.D(ヽ V2)Pc U(18)L.U(1)Pk(Hl)
C―c   Pc.C(F2)Pc.U(15)Pk(ヽ Vl,Fl)

C―d   Pc.A(F2)Pc.C(ヽ V2,F2) Pc U(12)L.g(3)LU(2)Pk(B2)
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D‐   Pc.AsVl,F2)Pc.Cぼ 3)Pc.E(Fl)Pc.U(17)L.g(1)Pk(Bl)
D=b  Pc.U(7)L.営 (1)L.U(2)
D‐  Pc.CIF2)Pc.U(10)PklBl)
D■  Pc.AIF2)Pc.U7)PК Bl)
D■Nb, Pこ .αF3)Pc.U10
D Wb.Pc.U(1)
10層

区  分類群、部位、個数
Bb  Pc.U(1)L.g(1)
Bd  Pc.U(21 L.U(1)
Dtt  Pc,CtFl)
D=b   PcoCIFl)

D―c  PciA伊 1)Pc.E(Fl)PctU(1)
1l a層

区   分類群、部位、個数
Aa  Pk(Wl,H5,B5,F4)
Bb  Pc.U(21 L,g(1)
B■   Pc.U(13)L.U(3)
C=b  Pc.U(6)
Cd  Pc.U(16)L.U(動  Pk(口2)
C   Pc.C(Fl)Pc.U(13)
Dtt  Pc.C(Fl)Pc.U(9)L.U(5)
D―b  Pc.C(F2)Pc,UG)L.g(1)L.Uは )PklBl,Fl)
D‐   Pc,U(17)L.U(1)
D■   Pc.U(4)
A Wb.PciU(1)
ABb. PciU(2)L・ U(1)
B―Nb.Pc.UO)L.U(5)
BttEb, Pc,C(Fl)Pc.U(3)L.U(5)

CDb.Pc.U(2)
C Wb.Pc.U(101 Los(1)

■ b層

区   分類群、部位、個数
Dtt  Pk(Hl)
Aa  Pc.U(3)Pk(Bl,H4,F2)
‐
 A―d  Pc.B(Fl)Pc.E(Fl)Pc.U(10 L.g(1)L.U(1)PklWl,H4,B10)
Ba  PklW3)
Bttb  Pc.U(5)

Bt  Pc.U(1)
B■  Pc.U(2)Pk(W6,H10,Bll)
C=b  Pc.U(1)Pk(H4,B10,F41
Cc  PklH2,B3,F2)
O―d  Pc.U(12)PktW3,HS,B21,F18)
C   Pc.U(2)Pk(W2,B5,Hl)
A■酌 ` L.g(1)PКW3,H4,Bl,Fl)
B alb.Pc.uT)Pk(Wl,B2,F3)

B―Eb.Pc.U『)LiU(o PklWl,■2,B2,F4)
Dtt  Pc.U(9)Pk(Wl,H4,B5,F3)
Dtt  Pc.U14)Pk椰「8,H4,Bl,Fl)
Dて   Pc,U(1)Pk(H3,B6,F3)
D■   Pc.U(17)Pk低5,B13,F2)Leaf
D    Pc.B(Fl)Pc.U(7)L.g(2)PklW4,H2,B7,F2)
13b層

区  分類群(部位、個数
A―c  PklF2)
B   Pk(W2,Hl,Bl)
D   PklF動
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表 2 富沢遺跡88決産出大型植物化石一覧表 (欠如している毬果も含む)
9b層 -1 産出地点 (小 グリット)

分類群名        産出言悟位   Aぬ   Ab   Ac   Ad   Ba   Bb   Bc   Bd   Ca   Cb   Cc   Cd   Da   Db   Dc   Dd    計

トウヒ属A       毬果       9   7   2      17   3       2       2   3  11  34  28  30   148
トウヒ属 B       毬果

トウヒ属 C      毬果

トウヒ属D       毬果

8  22  15
4      36     27

1     17    10

3      9      5

2

34

11   5
34   1
2   1

15     11      5

4      1      8

7       4       170

3               49

8      7     15     17      9     19      167

トウヒ属 E
トウヒ属U
グイマツ

グイマン近似種

カラマツ近似種

カラマツ属

毬果

毬果

毬果

毬果枝

毬果

毬果枝

毬果

毬果枝

毬果

82

11

1

2

13

28

2

‐４

一
・ ５

１

１

6  13          3
9   4      6

25     61      65      12      64

8   6  11   6  21
1   1

2

3          2      9   2
5  21  10  23  15   6
4   4   6   2   1   2
1   2   2          2

1

1

1

52

466

116

11

5

1

8

1

203

11

9   1   8  18
2   2

6

5毬果枝       2
チ ョウセンゴヨウ   毬果片

種子完       4
種子半       1
種子食

1

30

3

2

9b層 -2
分類群名 産出部位

産出地点 (ベルト部分)

ABb   ACb   Allb AWb DSb

トウヒ属A
トウヒ属 B
トウヒ属 C
トウヒ属 D
トウヒ属 E
トウヒ属U
グイマツ

グイマツ近似種

カラマツ近似種

カラマツ属

1

2    5
4    1

２６

‐６

７０

２

３‐

５３

一

果

果

果

果

果

果

毬

毬

毬

毬

毬

毬

2

4

6

4

8

9

2

6

1

6

1

5

5

3

2

1

3

4

21

1

10

6

2

1    9
1

14

6

3

2

2

2

2

3

7

1

毬果

毬果枝

毬果

毬果

毬果

毬果枝

種子完

種子半

5

13

1

22

1

46

2

1

3   12
1    1

一
７

２

３３

　

　

一

4

表 3 宮沢遺跡88次産出大型植物化石一覧表
9c層
分類群名

産出地点 (グ リット)

産出部位  Aa  Ac  Ad  Bb  Ca
(ベルト)

Cb  Cc  Cd  Da  Db  Dc  Dd ACb ABb ANb Aヽ Vb BEb BDb DNb DWb
トウヒ属A
トウヒ属 B
トウヒ属 C
トウヒ属D
トウヒ属 E
トウヒ属U
グイマツ

カラマツ属

チ ョウセンゴヨウ

2     2  3
2

1  2  4  3     2
2

1

18  15  12  17  7  10
3  1  1

1     2     2

9

8

3              24

2

1

7     1      205

毬果

毬果

毬果

毬果

毬果

毬果

毬果

毬果

毬果枝

種子完

種子半

種子食

2

9

41      1    24 3  10
4

12

1

9

18

1

11

14

17

1  8
5

1  3

1

1  1           1
2  1

Ha層
分類群名

産出地点 (グ リット)

産出部位   Aa   Bb   Bd
(ベル ト)

A3rb  ABb  BNb  BEb  CDb  CWb

トウと属 C
トウヒ属U
グイマツ

カラマツ属

チ ョウセンゴヨウ

毬果

毬果

毬果

毬果

毬果枝

種子完

種子半

種子食

I

9

2

3

1

4

17

1

13

1

3

5

107

2

26

1

1

12

6

1

9

5

Hb層
分類群名

産出地点 (グ リット)

産出部位  Aa  Ad  Ba  Bb
(ベル ト)

ANb BNb BEb

トウヒ属 B
トウヒ属 E
トウヒ属U
グイマツ

カラマツ属

チ ョウセンゴヨウ

毬果

毬果

毬果

毬果

毬果

種子完

種子半

種子食

1

1

15

1

1

1

4

10

2

6

10

11

8

10

12

3

26

21

17

7

13

2

1

93

4

5

33

103

98

6

1

7

6

1

3

2

4

1

6

2
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図2 上 :9b層 トウヒ属毬果分布 (黒円)、 (白三角は風化毬果)
下 :宮沢遺跡小グリッド配置図
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図3 上 :9c層 トウヒ属毬果分布 (黒円)、 (白三角は風化毬呆)
下 :10層 トウヒ属毬果分布 (黒円)、 (白三角は風化毬果)
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図4 上 :1l a層 トウヒ属毬果分布 (黒円)、 (白三角は風化毬果)
下 :1l b層 トウヒ属毬果分布 (黒円)、 (白三角は風化毬果)
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⌒

上 :ト ウヒ属の材化石分布と毬果化石分布 (黒円は 9層、白円は11層 )
下 :カ ラマツ属の材化石分布と毬果化石分布 (黒円は 9層、白円は11層 )

図 5
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図 6 マツ属単維管束亜属の材化石分布とチョウセンゴヨウ種子化石及び毬果化石破片
(星印)分布、上は 9層 と11層、下は13層
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図版 1 富沢遺跡の大型植物化石 1(スケールは共通で l cm)
1～ 6 トウヒ属A l,9cttDaグ リンド 2.9bttDbグ リッド 3 9bttDbグ リッド 4.9bttDdグ リッド

5 9bttDcグ リッド 6.9bttD・ Eベ ルト

7～ 10 トウヒ属B 79bttCaグ リッド 8 9bttCaグ リッド 9 9bttDdグ リッド 10,9bttDdグ リッド
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図版 2 富沢遺跡の大型植物化石 2(スケールは共通で l cm)
11～ 19 トウヒ属C H.9bttBdグ リッド 12,9bttBdグ リッド 13.9bttA・ Nベルト 14 9bttA・ Nベルト

15 9bttA・ Nベルト 16.9bttDdベルト 17.9bttDdグ リッド 18 9bttBaグ リッド

19,9bttAbグ リンド

20～22 トウヒ属D 20,9bttAbグ リッド 21.9bttDdグ リッド 22 9bttDdグ リッド
23,24 トウヒ属E 23 9bttAdグ リッド 24 9bttDdグ リッド
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図版 3 富沢遺跡の大型植物化石 3(スケールは l cm＼ ただし25～ 29は スケールなし)
25～29 毬果の拡大 25,ト ウヒ属A 26ト ウヒ属B 27ト ウヒ属 C 28ト ウヒ属D 29,ト ウヒ属E
30.ト ウヒ属U(風化 トウヒ属 )
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図版 4 富沢遺跡の大型植物化石 4(スケールは l cm)
31～36 グイマツ、毬果 31 9bttCDベ ル ト 32 9bttCdグ リッド 33.9bttCdグ リッド 34.9bttCdグ リ

35 9bttCdグ リッド 36 9bttCDベ ル ト

37～ 39 カラマン近似種、毬果 37 9bttCdグ リッド 38.9bttCDベ ル ト 39,9bttBaグ リッド
40.グイマツ近似種、毬果、9bttCDベ ル ト

41カ ラマツ属U(風化毬果)、 9bttCDベ ル ト
42チ ョウセンゴヨウ、毬果破片、9bttBdグ リッド

43チ ョウセンゴヨウ、種子、■bttCグ リッド

44ケ ヤマハンノキ近似種、葉、9bttBdグ リッド

ツ ド
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9-H層及び13層堆積時の森林植生の復元

東北大学理学部生物学赦室 鈴木 三男

吉川 純子

13層の埋没林とその時代

88次調査では13層及び911層 の二つの埋没林が認められた。13層直下の14a層には姶良Tn火山灰 (AT)が見
いだされ、第 3頂で引用したようにこれまでに知られているATの噴出年代から13層の時代は約24,000年前以降で

あると考えられる。この13層の出土木材 1点 (MYG 1804、 カラマツ属)と D区に集積 していた炭化物の放射性

年代はそれぞれ22,620± 425y.B.P.(NU 672)と 20,850± 710650y.B.P.(NU 673)と いう値が得られている (第

5節 7)。 下に述べてあるようにAT直上でH層 より下にあるものとしてはこれらの年代値は多少若すぎるように

思えるが、いずれにしても13層堆積時は最終氷期の最寒冷期の一つに当たると言える。そして、第30次の調査では

ATは検出されなかったが、放射性炭素年代測定で23,000y.B.P.前後の値 (これも上位の26層などの値と比べると

若い)が得られている30層が多少とも泥炭層となり、風化した木材を含んでいた (仙台市教育委員会、1992)こ と

から、今次の発掘区の13層は30次の30層に対比出来る可能性が高い。30次では焚き火跡の炭化物が見いだされたの

は上位の27層上面であったが、今次は13層に炭化物集積が認められ、それは トウヒ属であった。30次では30層は木

材片を多少合んではいたが材のみならず、毬果や花粉化石など植物化石が乏しかった。今次の調査区でも上位の9-

H層に比べれば乏しいとはいえるが、それでも根株を含む木材化石の存在からカラマツ属― トウヒ属の森林が、そ

してチョウセンゴヨウの材と種子が検出されたことから30次調査で予想された30次発掘区の周辺でのチョウセンゴ

ヨウの生育 (鈴木他、1992)を確認出来たことになる。そして、13層 自体は細粒の有機質シル トで静穏な堆積環境

を示唆し、そこに含まれる埋没林の樹木の風化が進んでいること、大型植物化石は少なく、風化によって失われた

可能性が高いことなどから、13層上面が比較的乾燥した地表面であったことが推測され、それは灰化物集積地点を

焚き火跡と見倣すことと整合している。なお、この13層は周氷河作用によると思われる攪乱を受けており、寒冷で、

比較的降雪の少ない気候が推定された。また、30次の30層は標高約6.4メ ートルであるが、今次の13層は約5.4メ ー

トルと 1メ ー トル低い。

9-11層の埋没林とその時代

13層の埋没林は12層の砂層によって被われ消滅するが、H層の堆積と共に再び森林が回復してくる。そして11層

から 9層堆積時まで、時に砂層の堆積 (10層)に見舞われながらも約40～50セ ンチの厚さにわたって断続的に埋没

林面が維持される。 9層及びH層の埋没樹木の放射性炭素年代がそれぞれ20,530± 360y.B.P.(9層、 トウヒ属、
NU-670)、 24,610± 490y.B.P。 (Hb層、五棄松類、NU 671)と いう値が得られている (第 5節 7)。 30次の調

査では上位の25層の樹木で21,760y.B.P.(Gak 13860)、 26層の樹木で19,500y.B.P.(Gak 13769)～ 23,870y.B,P.

(Gak-13770)、 27層の樹木で19,430y.B.P.(Gak 13861)、 同層の炭化材で19,970y.B.P。 (NU 124)～ 24,300

y.B.P.(NU 122)と いう値がえられてお り (仙台市教育委員会、1992)、 約23,000年 前から20,000年 前の間、お

よそ3,000年にわたって埋没林が世代を代えながら存在していたと結論づけられている (鈴木他、1992)。 今次の調

査区では上限値が20,560y.B.P,と やや古いものの、およそ20,000年前ということになり、30次の上限値に近いが、H
b層の24,610y.B.P。 という値は、14a層にあるAT火山灰の一般に言われている値や13層の存在などから勘案する
と古すぎる嫌いはある。年代値が 2つ しかないのではっきりとしたことは言えないが、30次 と同様に3,000年位に

わたって埋没林が継続していたと考えることが出来る。さらに発掘時の観察から側根が幹から複数段出ている個体
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も認められた。これは樹木が生育時に樹木を枯死させない程度に上砂が堆積して地表面が上がったような場合に見

られる現象で、今次の発掘区においても出水などにより埋没林にシル トや砂が溜 り、埋没林面が上昇しながらも森

林が維持されていたことを裏付けている。

木材化石と大型植物化石の結果から、この911層 に成立していた森林は トウヒ属とカラマツ属を主体として、チ

ョウセンゴヨウをかなり合み、モ ミ属や落葉広葉樹のカバノキ属をわずかに交えたものであると言える。第2頂で

触れているように、チョウセンゴヨウは森林の成立時の前半に多 く、後半には消滅していた可能性がある。このよ

うな時間の経過と共に構成種が代ることは植生の遷移過程で一般に認められる現象だが、チョウセンゴヨウは先駆

的な種では無 く極相を構成する種であると見倣されること、先駆的な種であると一般に認められているカラマツ属

が後半でも主要樹種であること、チョウセンゴヨウが一般には乾燥に適応した樹種と認められることなどを考える

と、後半でのチョウセンゴヨウの消滅は乾燥気候から湿潤気候への、気候の質の変化を表 しているのかも知れない。

そしてこの埋没林を構成 している主要樹種である トウヒ属とカラマツ属について言えば、個体数は トウヒ属の方が

多いものの、根株及び倒伏した幹のサイズはカラマツ属の方が大きい。これは景観的にはカラマツ属の大きな木が

散在 し、それに伴 うか、あるいはその周囲にサイパの小さい トウヒ属の樹木が繁茂していたと見倣され、30次の復

元された植生 (鈴木他、1992)に良く一致する。

今次の調査区は30次の調査区から北北東に直線距離にしてわずか約 100メ ー トルの距離にある。30次の27層の下

限は約66メ ー トル、25層の上限は約7.2メ ートルであるのに対 し、今次のH層の下限は標高約5.6メ ー トル、 9層

の上限 (盛 り上がった部分を除く)は約6.2メ ートルで、いずれも1メ ー トル、今次の調査区の方が低い。さらに30

次の30層 と今次の13層でも標高に1メ ー トルの違いがあることから、埋没林成立時には30次の調査区に較べ今次の

調査区の標高が 1メ ー トルあまり低かったことを示している。このような微地形の違いが30次では全く見いだされ

なかったチョウセンゴヨウの埋没樹が今次には13層、911層両方から認められたことなどに現われていると見るこ

とが出来る。

このように約20,000年前まで成立していた埋没林が 8層の砂層の埋積により速やかに消失したのは30次の調査区

においてと同様である。

植物化石の種類

木材化石からは トウヒ属、カラマツ属、マツ属単維管束亜属 (五葉松類 )、 モ ミ属、それにカバノキ属の 5種類

が識別された。一方、大型植物化石としては主に毬果、種子、葉からトウヒ属にA～ E、 Uそれにバラモミ節の 7

タイブ、カラマツ属にグイマツ、グイマツ近似種、カラマツ近似種の 3ケ イプ、マツ属はチョウセンゴヨウ 1種、

広葉樹ではケヤマハンノキ近似種 1種 とキイチゴ属 1種、それに菌核が認識されている。

30次の調査では今次に比べて発掘面積が広いこともあり、多量の木材や大型植物化石が得られている。木材化石

では30次では トウヒ属、カラマツ属、モミ属、ハンノキ属 2種それにカバノキ属が同定され、今次の結果とはば一

致するが、今次はハンノキ属を欠いている一方、五葉松類が少なからず認められた。30次では多量のチョウセンゴ

ヨウの種子が検出されたにもかかわらず埋没樹木は 1点も見いだされず、調査区内には生育しないものの周辺地域

ではこの種が生息していたことが推測されたが (鈴木他、1992)、 今次の結果はこれを証明したことになる。チ ョ

ウセンゴヨウは現在では本州中部と四国の冷温帯にわずかに残存しているに過ぎないが、最終氷期には本州に広 く

分布 していたことが化石証拠から知られている (辻、1992)。 そしてそのいずれもが最終氷期のうちでもかな り寒

冷であったと推定される時期のものである。現在のチョウセンゴヨウが亜高山帯ではなく冷温帯に生育することか

ら、これらの化石を産する当時の古気候をそれほど寒冷ではない冷温帯的な気候であるとする考えもあるが、 トウ
ヒ属、カラマツ属との供伴をみると、これが冷温帯的であったと考えるのは極めて困難で、やは り亜寒帯そのもの
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であったと見徴すべきである。そして、現在のチ ョウセンゴヨウの分布は冷温帯的なところに残存しているが、当

時は冷温帯から亜寒帯に、とくに乾燥が卓越する地域で広 く分布していたと考える方が妥当である。

大型植物化石に関しては、30次の調査で トウヒ属は トミザフトウヒとコウシントウヒの 2種が、カラマツ属では

グイマツとカラマツ属 1種の 2タ イプが、マツ属はチョウセンゴヨウ 1種が、広葉樹ではヤマハンノキが、そして

今次検出されなかったモミ属の葉やサクラ属、草本類などが報告されている (鈴木敬治、1992)。 前項に記載され

ている今次と30次 (鈴木敬治、1992)の大型植物化石との対比を見ると、特に トウヒ属においてタイプの認識に大

きな違いがあることに気づかれるだろう。これは30次調査において故鈴木敬治博士が認識 した トミザフトウヒとコ

ウシントウヒが、現生の トウヒ属の種とどのような類縁系統関係にあるのかを再検討する必要があるため、鈴木博

士の認識とは独立にケイプ分けを行った結果による。 トウヒ属の毬果は種の特徴を良く表 しており識別に有用な形

質であることは間違いないものの、中部地方にわずかに現生するヒメバラモミ、アズサバラモ ミ、ヒメマツハダ、

ヤツガタケトウとといった種類は、現存する個体が少ないために、その形態の分類群内での変異の幅などが不明で

ある。そのため、毬果のサイズ、包鱗、種鱗の形態などが化石のそれとどう対応するかを明らかにすることが難し

い。ここ富沢に多産する トウヒ属の毬果化石と木材化石の原植物がどんな植物で、現生のどの種類と類縁関係にあ

るのか、あるいはすでに絶滅した分類群であるのか、などについては今後も検討を重ね、改めて トミザフトウヒ、

コウシントウヒの系統関係を明らかにする予定である。

一方、カラマツ属の毬果については、前項及び30次の結果 (鈴木敬治、1992)に示されているように、グイマツ

に同定されるものと本州産のカラマツに近似 したものとの二つのタイプがあることはまちがいないようである。グ

イマツとしているものは南千島、樺太に現存するものと近似してお り、毬果の形態からはグイマツそのものと言え

る。前頂でカラマツに近似するとしている毬果は鈴木敬治博士も指摘しているように南蔵王の馬の神岳にある「北

限のカラマツ」と鱗片数が少ないことなどにおいてよく似ている。矢野 (1994)は これがカラマツとグイマツの中

間的であることから両者の雑種である可能性と、その一方で朝鮮半島長白山産のマンシュウカラマツに類似するこ

とからそれの系統の残存の可能性を指摘している。白石 (1994)は グイマツ、本州産のカラマツ、それに馬の神岳

の「カラマツ」を含むカラマツ属のDNAに よる分子系統樹を描き、馬の神岳のカラマツが本州産のカラマツとは

多少違 うが互いに一つのクラスターを作 り、グイマツや他のカラマツ類とは異なっていることを示した。この結果

は矢野の雑種説およびマンシュウカラマツの残存説を否定するもので、本州産のカラマツの北方に隔離 して残存し

た一系統を代表 していることを窺わせる。矢野 (1994)は富沢遺跡においてグイマツが多量に出土することからカ

ラマツとグイマツが最終氷期には同所的に生えて交雑して馬の神岳のカラマツが生まれたことを想定した。 しかし

白石の結果を考慮すると、そうではなくて、むしろここ富沢遺跡において馬の神岳の「カラマツ」に近似したカラ

マツが出土することは、カラマツが本州内で広 く分布 していた最終氷期には遺伝的に組成がすこしづつ異る地方集

団と言 うべきものがあって、後氷期になるとそのほとんどは絶滅してしまい、遺伝的には極めて近い本州中部のい

くつかの集団が比較的よく残存したのではないか。同様に東北には東北の地方集団があってそのごく一部が辛 うじ

て馬の神岳に生き残っているのではないか、と考える方が妥当性が高いように思える。今後は、富沢の「グイマツ」

および「カラマツ近似種」の形態的及び分子系統的解析でこのことを明確にする必要がある。

以上検討 してきたようにここ富沢遺跡では幾次にもわたる発掘調査が行われている結果、発掘が繰 り返されるご

とに前回の発掘では不明瞭であったことが次々と確認され、明確になって行くと共に、さらに深い問題の摘出が可

能となってきている。植生復元についても単に量的な違いによる優占種の認定と皮層的な植生復元から植生を構成

する植物種自体の歴史を踏まえた「立体的」カトつ「時空的」植生吏を目指すことが出来るようになった。今次の調

査の総括と反省に立ち、更に リアルな古植生復元に向けた努力が求められる。
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5 富沢遺跡 (第 88次調査 )よ り産出 した昆虫化石 と古環境

二重大学生物資源学部昆虫学研究室 森 勇一

I.は じめに

昆虫はすべての生物群のなかで最も種数が多く、水中 (水生昆虫)・ 地表面 (地表性歩行虫)。 植物上 (樹上性

昆虫)な ど、多様な生活空間に適応して生活している。食性も食植性から、食肉性・食糞性・食屍性など多岐にわ

たっている。

また、昆虫の大部分は年一化性ないし二化性のものが多 く、世代交代が速い。そのうえ昆虫は 2対の大型の羽根

を発達させることによって、速やかに移動することができ、環境に対する応答性がきわめて鋭敏な生物であるとい

うことができる。

先史～歴史時代における人間の居住環境、とりわけ更新世末期の ドラスティックな気候変動や植生変化の問題に

ついて、昆虫は重要な情報を提供することが考えられる。

小論では、仙台市富沢遺跡 (第88次調査区)の遺物包含層とその上下の地層中より得られた昆虫化石の分析結果

と、それらから推定される古環境について述べる。

Ⅱ.昆虫化石産出地点の層序および分析試料

富沢遺跡は、宮城県仙台市南東部の富沢・泉崎・長町地区にまたがる面積90hoの広大な遺跡である。遺跡は名取

川と広瀬川によって形成された沖積平野上に位置し、北東部を広瀬川、南方を名取川、西方を青葉山丘陵に囲まれ

た後背湿地に立地 している。

1989年 (第30次調査)の調査では東西約60m、 南北約30mの調査区の 3カ 所から旧石器時代の人類の活動の痕跡

と樹木 (樹根や倒木)や葉・種子などのほか、動物の糞や昆虫化石などが多数発見され、約 2万年前の最終氷期に

おける自然環境と人間生活が一体となって復元しうる貴重な遺跡として話題を集めた。富沢遺跡では、その後、第58

次 。第63次・第66次など多 くの調査が実施され、第30次調査の成果を補 う数々の成果が報告されつつある。

今回の調査では、標高 5～ 6mの地層中より多数の樹木が発見された。それらは根株や樹木・枝などからな り、

その場所に生育 していたまま土砂に埋没 したものと推定されている。根株は100m2の調査区内より少なくとも19本

発見されて消り、いずれも 2～ 3mの根を張った状態で出土 した。同時に12本の倒木が見つか り、これらは周囲よ

り発見された球果などからトミザフトウヒ・グイマツなどの針葉樹であったことがわかっている。広葉樹ではカバ

ノキ属が発見された。

今回の調査区は、第30次調査区より北へ約100m隔たってお り,地層の堆積状態や発見された樹木の種類が共通す

ることより、旧石器時代の森林の跡は100m以上の広が りをもっていたことが明らかになった。

放射性炭素年代は、第30次調査区の26層および27層中の樹木の年代で19,500± 560y.B.P(GaK 13769)～ 23,870

±860y.B.P(GaK 13770)の 間のH点の年代値が得られている。考古遺物のうえでは後期旧石器時代に編年され ,

本層が堆積した時期は最終氷期 (ウ ルム氷期)の最寒冷期の頃にあた り、気候は現在より約 7～ 8℃程度低かった

と見積もられている (守田、 1992)。

昆虫分析試料は、第88次調査区 (A～ D区 )の 9～ H層および13層 より、発掘調査の過程で採集されたものであ

る。なお、分析試料を産出した地層のうち、 9層は植物片を合む灰褐色粘土層 (9a層 ・9b層 )ないし黒褐色粘

土層 (9c層 )であ り、樹木の根株の多くはこの層中に合まれる。H層ではHa層が植物片まじり黄灰色粘土層,Hb

層は植物片まじり黒褐色シル ト～粘土層である。樹木の幹や根の一部は本層中に合まれる。13層 (13a層 ・13b層 )
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は、オリーブ色を帯びた灰色ないし褐灰色のシル ト～粘土層である。本層中には樹木片や大型植物化石が含まれる。

13b層 は主に植物の腐植層によって構成されている。なお,13層の下位より姶良―丹沢火山灰層 (AT)と 推定さ

れる火山灰層が発見されている。

昆虫化石の抽出とクリーニングは、実体顕微鏡下で実施した。そののち、一つずつの節片について、主に筆者採

集の現生標本の各部位と実体顕微鏡下で比較・検討しながら同定した。

Ⅲ.昆虫化石群集

富沢遺跡 (第88次調査区)よ り産出した昆虫化石は採 りあげ時での計数では、 9～ H層が62点、13層が23点であ

った。しかし、昆虫化石として計数されたもののなかに種子や植物片・ビニール片などが含まれていた り、また 1

点として計数された昆虫化石が実際には 2点以上含まれていた りしたため、顕微鏡下で再度計数 し直 した結果、 9

～11層では63点、13層では23点であった。

層準ごとの産出点数は、 9b層が 6点、 9c層が 8点、 9層のみの採 りあげが 5点、Ha層が 5点、Hb層が38

点、Hc層が 1点、13a層が 4点、13b層が19点であった。

9～ 11層

9～ 11層中より発見された昆虫化石は、水生昆虫 (30点、47.6%)を 中心に、地表性歩行虫 (16点、25.3%)、

陸生の食植性昆虫 (14点、22.2%)、 および生態不明の双翅 目など (3点)であった。

水生昆虫ではヒメゲンゴロウ亜科 Colymbetinaeが 最 も多 く、なかでもクロヒメゲンゴロウ rr91bルs夕ψ―

タゲ%dゲ (18点 )に分類される中型のゲンゴロウの鞘翅片等が 4つの調査区よりまんべんなく見いだされた。本種は水

深の浅い湿地や水たま りなどに好んで生息する肉食性の水生昆虫である。ほかにエブオオ ミズクサ
ハムシ

P肋ルタ%αtts εθ%sサ  θO%s筋力ωチ施が計 7点産出した。ネクイハムンの仲間では、 ヒラタネクイハムシ Dθ %αθケα

力紡紹ゲ(1点 )も発見された。

地表性歩行虫では、ゴミムシ科 Harpalidaeが計14点、オサムシ科 Carabidaeに属する大型の肉食性の歩行虫

が 2点発見された。ゴミムシ科では、ツヤヒラタゴミムシ属 勲 %傷θ力%S Sp.(4点 )清 よびナガゴミムシ属

P形陶s〃ε力筋s sp.(2点 )な どが合まれる。いずれも湿潤地表面や湿地に多い種群である。オサムシ科ではアカガネ

オサムシ 働陶う夕s部防クカ励sか、その近縁種に分類されるものが発見された。

陸生の食植性昆虫では、ハムシ科 ChrySomelidae(12点 )・ ゾウムシ科 Curculionidae(2点 )・ コメツキムシ

科 Erateridac(1点 )お よびキンスジコガネ 豚ケ%ιカカθんs″αα(1点)が見いだされた。今回、発見されたハム

シ科は、いずれも草本植生や落葉広葉樹の葉を食するものであるが、種 レベルの同定を進めていないので繁茂して

いた植物を特定することはできない。 ブウムシ科では、スゲヒメゾウムシの一種 Lゲ%%θb,法 sp.(1′点)、 およ

びエゾヒメゾウムシ 肋 ゑ 彼θα%α (1点)な ど湿地のスゲ類に集まる種群が発見された。

発見された63点の昆虫化石の産出地点と生態との間には、古地理の復元に役立つような明瞭な関係は認められな

かった。

13層

13層中より発見された昆虫化石は、水生昆虫 (18点)を中心に、地表性歩行虫 (3点 )、 陸生の食植性昆虫 (2

点)な どの計23点であった。

水生昆虫では同定が困難なヒメゲンゴロウ亜科 (1点 )の鞘翅片を合め、すべてがクロヒメゲンゴロウに分類さ

れるべき昆虫化石であった。地表性歩行虫では、ゴミムシ科 (2点 )、 ツヤヒラタゴミムン属 (1点 )が産出した

のみである。陸生の食植性昆虫では、ハムシ科およびコメツキムシ科がそれぞれ 1点ずつ発見された。 9～H層同

様、発見された昆虫化石の産出地点と古地理との関連性はとくに認められなかったものの、本層では出現昆虫の大
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部分が水生昆虫で占められた。

Ⅳ。主な昆虫化石

次に主な出現化石の形態的特徴および生息環境などについて述べる。

クロヒメゲンゴロウ 里
"ゲ

%S夕 9つ″クdゲ ZAITZEV

左鞘翅 (長 さ9,2Hull)。 Hb層―標本27。

鞘翅は黒色で細長い流線型を呈 し、中央部は強 く膨隆する。鈍い金属光沢がある。翅端部に小さな黄～掻色紋を

有する。鞘翅には微細な網状印刻をそなえる。高倍率で観察すると、網状印亥Jは気泡状の不規則な円形ないし多角

形の模様を作る。不明瞭な 2点亥J列を有する。

本種は岩手県大渡 Ⅱ遺跡 (旧石器時代)の AT(姶 良―丹沢火山灰層)直上のクロマメゲンゴロウの一種

似習,う筋s sp。 )や、オオハンミョウモ ドキ σ物″効Sブ妙θ%ケ協S)な どを産 した泥炭層 (放射性炭素年代値 ,23,220

±120y.B.Pほ か)よ り発見されている (森、1995)。 また、林 (1994)も群馬県高崎市の最終氷期最末期にあたる

1万 3千年ないし 1万 4千年前の泥炭層中より、本種の産出を確認している。

クロヒメゲンゴロウは本州には現存せず、北海道にのみ生息が確認されている北方系の昆虫であり、おそらく氷

河時代のレリック (遺存種)であるものと考えられる。国外では東シベ リア・モンゴル・サハ リンなどに分布する。

クロヒメゲンゴロウを含め、ヒメゲンゴロウ亜科に属する種群は水深の浅い湿地などに好んで生息する。

第30次調査では当初ヒメゲンゴロウ亜科に含めていたが、その後の検討の結果、15点を本種に同定した。第58次

調査区では計16点発見された。今回の分析では 9～ 11層中より18点、13層中より17点の計35点発見された。

エブオオ ミズクサハムン PFpルタ%α%s ιθ%Stt ιO%sttι″ωチチλ (」ACOBY)

右鞘翅上半部 (長さ4.2mull)。 1l a層 ―標本22。

金属光沢を有する青藍色。鞘翅には明瞭な点亥J列 と浅く細かな横しわを伴 う。間室はほぼ平滑である。エゾオオ

ミズクサハムンは、オオ ミズクサハムシ PFa形筋ηαぬ ωη勤妨〃ωチ燃の東北・北海道亜種にあた り、近縁種 (亜種 )

にチュウゴクオオミズクサハムン Pテα″笏物αtts ωηStt ιルタ習リカ%ι%sか トャマオオ ミズクサハムツ Pチαルク物αttS ωη―

sAチ9ノαttαι%Sか ツナノオオ ミズクサハムシ Я″物物θ%sω %S洗 うαιαケなど 3亜種がある。本標本のみでは同定は困

難であるが、同層準より産出した頭部および前胸背板などの特徴より、エゾオオ ミズクサハムンに同定される。

本亜種は北海道南部と東北地方にのみ分布 し、冷品帯を特徴づけるネクイハムシである。 ヨン・ミズバショウな

どの群落や、ハンノキ類の見られる湿地のスゲ群落中に最も多く見られる。

第30次調査ではオオ ミズクサハムンを含め25点、第58次調査区では 5点発見された。今回の分析では 7点発見さ

れた。

ヒラタネクイハムシ Dθ%αοカカケ%陶ゲKIWIOTO

左鞘翅 (長さ54111111)。 Hb層 ―標本30。

金属光沢を有する青藍色 (写真図版の標本は水に濡れているので、色や光沢などは本来のものとは異なる)。 鞘

翅は幅に対して翅長が長 く、翅端部も急に細 くなるのでオオミズクサハムシなどにくらべほっそ りとした形態を呈

する。鞘翅上面の点刻はほば円形で大きく、点亥J列はやや蛇行する。点亥Jに伴 うしわは横方向に強く斜めに延び、

その結果、鞘翅全面の間室はほとんどしわのみで構成される。翅端部は直線状に小さく切断される。本種は亜寒帯

～冷温帯に分布し、現在では北海道と東北～中部地方の山地帯にみられる。幼虫・成虫ともに湿地帯のスゲ群落中
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に多い。

第30次調査では 2点、第58次調査の際には20点発見された。今回の分析では、 1点のみ検出された。

スゲヒメブウムンの一種 Lゲ%ηθうαtts sp.

左右鞘翅 (長さ2.4mll)。 Hb層―標本32。

体色は光沢のある黒色ないし黒褐色。鞘翅の幅0.9～ 1.Onull。 鞘翅には10点刻列を有し、点刻は円形ないし精円形

で浅 く規則正しく配列される。鞘翅の間室は広 くわずかに膨らむ。

本種はスゲヒメゾウムシ (L紘%θうα溢属)の一種に同定されるが、日本には同定しうる現存種はいない。本種は

最終氷期の気温低下に伴い、南下 していた北方系の絶滅種である可能性が考えられる。最も近縁の種に、やや小型

で希少種のバノミスゲヒメブウムシ Lゲ%ηθうα終 うαうαゲが知られている。この種の生態的特徴より、本種は湿原地帯

のスゲ群落に生息していたものと推定される。

30次調査では26層 (旧石器時代の生活面)を中心に30点、58次調査では計18点発見された。今回の分析では 1点

発見された。

キンスジヨガネ れイテ%ι肋力冴体
"ん
筋 (FABRICIUS)

左鞘翅 (長さH.Omlll)。 9b層 一標本 5。

金属光沢のある責緑色ないし金緑色。強く密な点亥1が鞘翅全面に認められる。鞘翅には、会合部に近い位置に 1

条の独特な縦隆条を有する。本種は中部地方以北の主に山地帯に分布 し、主にカラマツやスギ・ヒノキなどの針葉

樹を食する昆虫として知られる。

30次調査では 2点、58次調査および今回の分析では各 1点ずつ発見された。

ツヤヒラタゴミムシ属 勲%%θ力%S Sp.

左鞘翅 (長さ8.Omll)。 Hb層 ―標本26。

鞘翅は光沢のある黒色。鞘翅の肩部は突出する。翅端部の側縁に波状彫刻が認められる。鞘翅には 8～ 9条の明

瞭な条溝を有し、間室はわずかに膨らむ。間室上には、微細な横長の編 目状彫刻が認められる。ツヤヒラタゴミム

シ (勲%傷θ力筋s)属は日本に現在13種が知られ、いずれも主に湿潤地表面や湿地などに生息する。なお、本種が日

本に現存する種であるかどうか、十分に検討していない。

今回の分析結果でツヤヒラタゴミムシ属 (勲 %クθ力2s sp.)と した分類群は、 9～ H層では 4点、13層 では 1点で

あった。30次および58次調査時点では、多くはゴミムシ科 Harpalidaeま での分類にとどめ、ツヤヒラタゴミムシ

属まで同定・検討していない。

V.推定される古環境

13層では産出点数は少ないものの、23点中18点 (78.2%)が水生昆虫で占められた。水生昆虫はほぼすべてクロ

ヒメゲンゴロウであると考えられることより、13層堆積時の富沢遺跡周辺は、水深の浅い止水域のような環境だっ

たと思われる。クロヒメゲンゴロウの現在の生息域からすると、気候は現在より寒かったことが推定される。

その後、H層堆積期になると、クロヒメゲンゴロウなどの水生昆虫に加え、エブオオミズクサハムン・ヒラタネ

クイハムシ・スゲヒメゾウムシの一種など湿地のスゲ群落に依存する食植性昆虫群が認められるようにな り、スゲ

類が繁茂していたことが考えられる。ツヤヒラタゴミムシ属・アオゴミムシ属・ナガゴミムン属など、多様な雑食

ないし肉食性の地表性歩行虫の出現より、富沢遺跡周辺では所々に水溜 りが散在する凹凸のある湿潤地表面が展開
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していたものと考えられる。 日本に現存 しないスゲヒメブウムシの一種や クロヒメゲンゴロウの産出より、当時の

気候は依然寒かったものと推定される。

9層堆積期になると水生昆虫の出現率が減少 し、陸生の食植性昆虫や地表性歩行虫で大部分 (84%)が占められ

るようになる。今回の分析で発見されたネクイハムシ亜科を除 くハムシ科計10点の うち、 8点が本層準より産出 し

ている。これらは各種の広葉樹や草本植生の葉を食害する種群であ り、同層準からは主に針葉樹の葉を食べるキン

スジコガネも発見された。地表環境に関する情報では、H層で多産 した湿地や湿潤地表面などに生息するツヤヒラ

ケゴミムシ属がまった く認められな くな り、主に林床や乾燥 した地面にも生活するゴミムシ科が出現する。また本

層準 より見いだされたアカガネオサムシも、やや乾燥 した森林植生下の地表面に生息する食肉性の歩行虫である。

その結果、この時期の宮沢遺跡周辺には針葉樹 と広葉樹が混交する森林植生が成立 していたものと考えられる。水

生昆虫も少なからず発見されることより、小さな水溜 り的な止水域 も存在 していたものと思われる。
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図版 1 宮沢遺跡から産した昆虫化石の顕微鏡写真(1)
1.ク ロヒメゲンゴロウ rJ7″熔 Dの0カSゲ ZAITZEV
左鞘翅 (長さ9.21nll) 1l b層 ―標本27

2.ク ロヒメダンゴロウ r77ぅゲ熔 άψ泳 ゲZAITZEV
左鞘翅 (長さ90111111) 1l a層 ―標本24

3.ク ロヒメゲンゴロウ 夏
"力

Sp∞●ヵsゲ zAITZEV
標本24(左鞘翅)の拡大写真

4.ク ロヒメゲンゴロウ r77ぅゲ郷 ψ́クゲ熔ゲZAITZEV
右鞘翅下半部 (長さ6 011ull) 9b層 ―標本 2

5.ク ロヒメゲンゴロウ 夏
"力

dJ輯勿Sゲ ZAITZEV
標本 2(左鞘翅下半部)の拡大写真

6. クロヒメゲンゴロウ r77bゲ熔 ψ́クゲ熔ゲZAITZEV
右鞘翅 (長さ9.51nlll) Ha層 ―標本23

7.ヒ メゲンゴロウ亜科 Colymbetinae
後拘腹板 (幅4.81nlll) 1l b層 ―標本51

8.ナガゴミムシ属 助 肱カタs Sp・
前胸背板 (幅 4.21nlll) ■ b層 ―標本58

9.コ メツキムシ科 Elateridae
前胸背板 (幅4.211111) 1l b層 ―標本46

図版 2 富沢遺跡から産した昆虫化石の顕微鏡写真121
1.エ デオオ ミズクサハムツ PJ9酵夕物αηs ωηS∴ ωηO″0″ω′′λ(JACOBY)
右鞘翅上半部 (長さ4.21nlll) 1l a層 ―標本22

2.エ デオオミズクサハムン P77瘍物αηs ω%Sテ ωηS肱ん滋研力s(JACOBY)
前胸背板 (幅 22111111)、 左右鞘翅上半部 (長さ3.311ull) 1l b層 ―標本44

3.ス ゲヒメブウムンの一種 Lゲ物ηο肋力s sp.

左右鞘翅 (長さ2.411111) Hb層 一標本32

4.ヒ ラタネクイハムシ Dο %α9,力物陶ゲKIWIOTO

左鞘翅 (長さ5,41nll) 1l b層 ―標本30

5.ヒ ラタネクイハムツ D9ηα訪,カカ角″KIWIOTO
左鞘翅 (長さ6.21ntll) 第58次調査25層上部―標本32

6.ス ゲヒメデウムンの一種 Lttηοうαrts sp.
左右鞘翅 (長さ3 2111tll) 第58次調査22層中部―標本 3

7.ハ ムシ科  Chrysomelidae
右鞘翅 (長さ5.2111111) 9b層 ―標本 1

8.ツ ヤヒラタゴミムシ属 勲ηク励夕S Sp.
左鞘翅 (長さ8 011ull) 1l b層 ―標本26

9.キ ンスジコガネ ンテ物¢カカο7os″%"(FABRICIUS)
左鞘翅 (長さ11.211ull) 第58次調査22層 ―標本24
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第 5節 自然科学的分析

6 仙台市富沢遺跡第88次調査の火山灰分析

古環境研究所 早田 勉

(1)は じめ (こ

富沢遺跡88次調査では、良好な地層の断面が作成された。そこには、ガラス質の火山灰層が認められたことから、

地質調査を行って地層の層序の記載を行 うとともに、火山灰層質の地層について屈折率の測定を行って示標テフラ

との同定を試みることになった。

(2)地質層序

富沢遺跡88次調査区の地層を、柱状図にして図 1に示す。ここでは、下位より擬灰質青灰色砂質ンル ト層 (層厚10

cm以上 )、 責灰色砂層 (層厚25cIIl)、 黄色凝灰質ツル ト層 (層厚 6 clll)、 黄灰色ツル ト質砂層 (層厚 13clll)、 かすかに

葉理の認められる灰白色細粒火山灰層 (層厚 7 clll、 14a層 )、 分解の進んだ暗灰色泥炭層 (層厚 6御、13b層 )、 葉

理の認められる黄灰色砂層 (層厚 6 cm)、 黄灰色吸灰質ンル ト層 (層厚21伽、以上13a層 )の連続が認められる (図

1)。 これらの土層のうち、13b層からは集石遺構が検出されている。また13a層の上面には小規模な凹凸があり、

この層準に侵食を受けた痕跡が認められる。

13a層の上位には、下位より黒褐色泥炭層 (層厚 8 clll、 下位埋没林 )、 灰色砂層 (層厚26clll)、 黒掲色泥炭層 (層

厚 4側、上位埋没林)、 黄色シル ト層 (層厚 2伽 )、 木本類の遺体が合まれる葉理の発達した黄白色砂層 (層厚42clll、

8層 )、 責白色凝灰質ンル ト層 (層厚 Hclll、 7e層 )、 葉理の発達した黄色砂層 (層厚25cm、 7d層 )、 灰白色吸灰質

ンル ト層 (層厚 14cIIl、 7c層 )、 葉理の発達した黄色砂層 (層厚21cll、 7b層 )、 灰白色凝灰質ンル ト層 (層厚23clll、 7a

層 )、 軽石質の黄色岩片 (最大径Hlllnl)混 じり葉理の発達した砂層 (層厚33cm、 6b層 )、 軽石質の責色岩片 (最大

径 6 mull)混 じり黄灰色シル ト質砂層 (層厚21cm、 6a層 )、 分解の進んだ暗灰色滉 じり泥炭層 (層厚 31clll)、 黒褐色

泥炭層 (層厚 6 clll)、 暗褐色泥炭層 (層厚 3 cm)、 黒褐色泥灰層 (層厚17釦 )、 未分解の暗褐色泥炭層 (層厚64clll、 4

c層 )、 暗褐色泥炭層 (層厚 8 clll、 4b―①層)、 黒褐色泥炭層 (層厚 4 cIIl、 4b一③層)、 黄色ツルト層 (層厚0 5cIIl)、

分解の進んだ黒褐色泥炭層 (層厚 l clll)、 黄褐色シルト層 (層厚08釦 )、 黒褐色泥炭層 (層厚13cIIl)、 灰色ンルト層

(層厚 l cm)、 黒褐色泥炭層 (層厚 8 cm)、 暗褐色泥炭層 (層厚 6 clll)、 褐灰色ツルト層 (層厚 l cIII)、 黄白色細粒火

山灰層のブロック混じり黒灰色土 (層厚 9 clll)の連続が認められた。

(3)屈折率測定

①測定試料と測定方法

集石遺構や埋没林の年代に関する資料を得るために、これらの土層の下位の火山灰質の地層を対象に屈折率測定

を行うことにした。分析の対象とした試料は、試料番号 1～ 3の 3試料である。測定は、位相差法 (新井、1972)

による。

②測定結果

屈折率の測定結果を表 1に示す。試料番号 1(14a層 )には、火山ガラスが多く含まれている。火山ガラスは透

明で、平板状のいわゆるバブル型のほかに繊維束状に発泡した軽石型ガラスも少量認められる。火山ガラスの屈折

率 (n)は 1.4991.501(中央値 :1.500)である。重鉱物としては角閃石がごく少量認められるが、本質物質の可

能性は小さい。

試料番号 2には、火山ガラスが少量認められる。火山ガラスは透明で、バブル型のほかに繊維束状に発泡した軽
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石型ガラスも少量認められる。火山ガラスの屈折率 (n)は、1.4991.504で ある。重鉱物としては斜方輝石、角

閃石、磁鉄鉱などがごく少量認められる。これらの重鉱物が本質物質である可能性は小さいが、斜方輝石 (r)と

角閃石 (n2)の 屈折率は、各々1.7091,732と 1.6691.682である。

試料番号 3にも、火山ガラスが少量認められる。火山ガラスは透明で、繊維束状に発泡した軽石型ガラスのほか

に′ミブル型が少量認められる。火山ガラスの屈折率 (n)は、1.4991.504で ある。なおバブル型ガラスの屈折率

(n)は、1.4991.501で ある。重鉱物としては角閃石、斜方輝石、磁鉄鉱などがごく少量認められる。 これらの

重鉱物が本質物質である可能性は小さい。

(4)考察

分析の対象とした 3試料のうち、試料番号 1(14a層 )には多 くの透明の火山ガラスが含まれてお り、バブル型

に富む形態的な特徴、さらに火山ガラスの屈折率などから、約2.22.5万年前に南九州の姶良カルデラから噴出し

た姶良Tn火山灰 (AT、 町田 。新井,1976,1992)に由来する可能性が最も高いと考えられた。しかし試料番号 1

の火山灰層にかすかながら葉理が認められ再堆積層の可能性も完全に否定できないこと、また下位のいずれの試料

にもATと 火山ガラスの色調や形態、さらに屈折率をほとんど同じくするバブル型ガラスが少量ながら認められた

ことなどから、試料番号 3よ り下位にATの降灰層準のある可能性も考えられる。今後、より下位の上層の観察 。

分析を行った り、信頼性の高いX線マイクロアナライザー (EPMA)な どを用いた火山ガラスの主成分分析など

を合わせて行って、さらに火山灰層の特徴を把握する必要があると思われる。

(5)ま とめ

富沢遺跡第88次調査区において地質調査と屈折率測定を合わせて行った結果、姶良Tn火山灰 (AT,約 2.歩2.5

万年前)に同定される可能性の高い火山灰層 (14a層 )が検出された。しかし若千ながら、実際のATの降灰層準

がさらに下位にある可能性も残され、さらに詳しいテフラ粒子の特徴把握が行われる必要性が指摘された。

文 献

新井房夫 (1972)斜方輝石・角閃石の屈折率によるテフラの同定―テフロクロノロジーの基礎的研究― 第四紀研究、11、 p254269.

町田 洋・新井房夫 (1976)広域に分布する火山灰一姶良Tn火山灰の発見とその意義―.科学、46、 p339347

町田 洋 新井房夫 (1992)火山灰アトラス.東京大学出版会、276p.

表 1 宮沢遺跡88次調査の屈折率測定結果

試料 火山ガラス 重鉱物

形態      屈折率い) 鉱物 屈折率

+++ bw>pm  1 499-1501

(1.500)

(ho)

bw,pm   1 499-1504 (opx,ho,mt) opx(/):1,709-1732

hO(n2):1・ 669-1.682

pm, b、 v     l,499--1.504

(bw:1.499-1501)

(ho,opx,mt)

十++十 :と くに多い

m:軽石型.屈折率の

輝石, ho:角 閃石 ,

,十 ++:多 い,十 十 :中程度,十

( )は ,中央値を示す.鉱物の (

mti磁 鉄鉱.屈折率は,位相差法

:少ない,一 :認められない.bwヤ ミブル型, p

)は量が非常に少ないことを示す。 opx:斜 方

(新井,1972)に よる.
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″ 1放射性魔素年代測定結果

目本大学放射性炭素年代測定結果報告

HI本大学文理学部地理学数室

年代測定室 小元 久仁夫|

19聟年と0月 13日に受理いたしました御貴殿の試料につきまして赦射性激蒸年代即定を行なつた結果、下記の年代

が確定いたしましたので御報告申し上げます。

記

Labo Code No.   試料名   依頼者のコード   確定年代 付加諜差    測 定 着

NU 670      樹木    1富沢選跡8SANa1    2儀 530± 860     小 元1 矢偉表

鶴本番号 1う

NU→″1      樹木    富沢螂    24,610± 490     小 元 久仁夫

爛本番号37)

NU-672      橋本    富沢遺跡鶴次購    22,620± 425     小 元 久仁夫

麟 警
.7)

NU-673      炭化材   富沢遺跡部次聴4-  2儀 850と 71!650   小 元 久仁表

注 (1)年代計算|の風 激射豊廉素の半滅期として5,570年を使用しました。

(2)付加譲差は鰯 測時つ標準偏差.(■ lσ)に相当する年代です。
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第 6節 遺構・遺物の検討

1 近世の土坑

調査区中央の 2層上面において土坑が 1基検出された。この上坑は長軸約 5m、 短軸約 3mの不整の楕円形をな

している。土坑の深さは約1.5mあ り、主に基本層 4層の泥炭層か泥炭質粘土層中に掘 り込まれていた。底面には

礫が敷かれた状態で検出されてお り、その直上には植物遺体やタニンなどの貝を含む泥炭質の自然堆積層が厚 く堆

積していた。これらのことから、土坑内は、常に水が集まりやすい状態にあ り、長期にわたって湛水状態であった

ことが推測される。この土坑と関わる他の遺構は検出されていないが、今回の調査地点では 2・ 3層 とも水田耕作

土と考えられ、中世から近世にかけては当地が水田域にあったものと考えられた。土坑はこの 2層を切ってお り、

2層水田に伴 うかまたはそれ以降のものと考えられる。このようにこの土坑が水田域内に存在したかどうかは明確

ではないが、もし水田域内に存在 したとしても、後述するように陶器・磁器などの日常生活に関わる遺物が多く出

土していることから、近辺に居住域が存在していたことが うかがわれる。以上の点からここでは土坑の性格として

水を溜めておく池として構築されたものと考えられ、その池は主に洗い場として利用されたものと考えられる。ま

た、水は水田への給水として利用されたことも推測される。

土坑内の、主に底面付近からは陶器・磁器類の他に、漆器や下駄などの木製品や木材類が多量に出上 した。陶器

・磁器は図示できなかったものも合めて32点出上してお り、その内訳は陶器が18点、磁器が14点であ り、それぞれ

の産地別出土量を第32図に示 した。陶器は相馬製品が量的に多 く、次いで瀬戸美濃製品・堤製品となっている。こ

れらの年代は、諸特徴から主に18世紀かそれ以降に位置付けられる。磁器は大半が肥前 (系)製品であ り、年代は

主に18世紀頃のものであるが、中には19世紀以降に下るものもみられる。こうした陶器・磁器の年代から、土坑は18

世紀頃に構築されたものと考えられ、その後、19世紀頃まで次第に埋没していったものと推測される。

なお、上述の陶器・磁器の産地別出土量について、 1層出上の資料でもその傾向をみた。 1層からも中世末から

近世にかけての陶器が53点、磁器が17点出土してお り、陶器が磁器を含めた全体の 7～ 8割となる。その大半は18

～19世紀の、近世後半の製品である。陶器では量の多い順に相馬、瀬戸美濃、堤、唐津、岸窯系の製品へと並ぶ。

その中の相馬製品の比率は土坑の陶器と同じく、約 5割を占める。磁器では肥前 (系)の製品が大きな割合を占め

る。こうした傾向は土坑出土資料のあり方とほぼ共通 してお り、主に近世後半における陶器・磁器製品の産地別比

率の大まかな傾向を知ることができる。
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第32図  陶器・磁器の産地別出土量
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2 旧石器時代の遺構お よび樹木群

(1)周辺の層序と対応関係 (第34図 )

今次の調査では、 9～ H層 と13層の大きく2つの層準において、埋没林とみられる樹木群が検出された。ここで

は、これらの旧石器時代相当層が、周辺の調査箇所においてこれまで確認されている層序とどのように対応するか

を検討してみたい。

今次の基本層は、大別 14層、細別35層に分けられた。その中でグライ化が始まる 6層以下の層序をみると、土色

・土性などから大きく数層にまとめて把えることができる。まず、 6層 (A層)は緑灰色の粘土・砂質ツル ト・砂

の混在する層で、その堆積状況は安定しておらず、極めて複雑な状況を示 している。 7層 (B層 )は緑灰色の粘土

を主体としてお り、中でも7a層は他の層に比較して極めて堅くしまった特徴をもつ層であり、ここではこれを使

宜的に固結粘土層 と呼ぶ。この層中には黒みを帯びた層も換在 し、その上面では日割れの痕跡も認められている。

8層 (C層)は厚い粗砂層であり、かな り急速に堆積 したものと推測される。 9～ H層 (D層)はれ土主体の層で

あ り、層中に根株や倒木などの樹木を多量に含む層である。間に砂層 (10層)を挟むが樹木の中にはH層から9層

にまたがって生育した可能性のある樹木もあ り、ある一定期間継続して存在した森林に関わる堆積層 と考えられる。

12層 (E層 )は粗砂層であ り、これも急速に堆積した可能性の高い層である。13層 (F層)は粘土主体の層であ り、

層中には遺存状況は悪いが樹木を含んでお り、腐植層が形成されていることから、森林に関わる層と考えられる。

この層の下から砂礫層までの14層 (G層)は シル ト・砂の互層であり、その上面付近では姶良Tn火山灰に関連す

る可能性の高い灰白色の火山灰層の14a層が不規則に堆積 している。

このように 6層以下の層については大きくA～ G層の 7つの層にまとめられた。富沢遺跡ではこれまで30次調査

において後期旧石器時代の生活跡が樹木群などの当時の自然環境を示す具体的資料を伴って発見されたのを皮切 り

に、その後、周辺の43次、58次、63次、66次、68次などでも旧石器時代に相当するとみられる樹木を含む腐植層が

調査されている (太田・斎野 :1992、 平間・佐藤他 :1993)。 ここではこれらの中で、特に今次の調査箇所に近い30次

と58次を取 り上げ、層の対応関係をみてみたい。

最も距離的に近いのは30次調査に伴い実施されたボーリング調査箇所のA・ B地点である。その中のB-1地 点

の層序ではグライ化が13層から始まり、15層が緑灰色の固結粘土層、17層が砂層、18～20層 と25。 26層が腐植層、

その間の層が砂層主体となり、27層以下は砂・粘上の互層となり、砂礫層へと続いている。以上の層序をみると、15

層はB層、17層は C層、18～20層はD層、21～24層はE層、25・ 26層はF層、27～ 36層はG層に、それぞれほば対

応するものと考えられる。この地点から70m南にあるA-2地 点

の層序は基本的にはB地点とはば共通するが、ここでは今次の14

a層 と同様の灰白色の火山灰も24層で検出されてお り、層序や標

高の面では、今次と極めて共通したあり方を示 している。すなわ

ち、A-2地 点の12～ 14層がB層、15層がC層、16～ 20層がD層、

21層がE層、22・ 23層がF層、25層以下砂礫層までがG層に、そ

れぞれ対応するものと考えられる。

さらに東側の58次 (佐藤 :1991,1993)の 層序をみると、19a

層か緑灰色の固結粘土層に相当し、20a・ b層が砂層、21～ 32層

が樹木などを含む腐植土主体の層、33層が砂層、34～39層が腐植

土主体の層、その下の40層以下は粘土・シル ト・砂の互層となっ

ている。そして、ここでも40層中で灰白色の火山灰のブロックが

第33図 周辺における旧石器時代の調査箇所
(A～ Cはボー リング調査箇所 )

――

― ~l
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検出されている。以上から、58次の19層がB層、20層がC層、21～32層がD層、33層がE層、34～39層がEF層、40

層以下がG層にそれぞれほぼ対応するものと考えられる。A-2地 点と58次の灰白色の火山灰については、分析の

結果、姶良Tn火山灰に対比されることが明らかにされてお り、今次の分析結果とともに、富沢遺跡における重要
な鍵層として位置付けることができる。ただし、次に検討する30次でも、またその他の調査地点でも検出されてお

らず、現時点では比較的地形的に低い箇所で確認される傾向が うかがわれる。

後期旧石器時代の生活跡が発見された30次調査ではグライ化が始まる16層から36層 まで確認されている。ここで

は19層が緑灰色の固結粘土層であ り、層中には樹木片を含む黒褐色の粘土層が換在し、日割れの痕跡も確認される

点などからB層に対比されよう。20層は砂層であ り、C層に、25・ 26層は腐植層を主体とする粘土層であり、D層

30次層序
30次
ボーリングB-1地点

30次
ポーリングA-2Ft●

IⅢⅢ11瞬にとE酌慕30次の憐 層のレベルは

ポーリングC地点のテー

タによる。

J緑灰色の間絣粘「局

1      腐植唇を含む粘に層

1      
腐植膳

第34図 富沢遺跡30次・58次

灰白色の大山灰層

翻
瞬 層

・88次の層の対応関係
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にそれぞれ対応するものと考えられる。特に25層中には部分的に砂層が換在しており、今次の 9～ 11層の状況とほ

ば共通する。その下の28・ 29層は砂層、30層は樹木片を含む粘土層、さらに31層から下は粘土と砂層の互層となっ

ている。今次のF層に対比される層は明確ではないが、樹木片を含む30層が、それに対応する可能性が考えられる。

だとすれば28・ 29層がE層、31層以下がG層に対応することになろう。

以上の対応関係を示 したのが、第34図である。地形的にみれば、傾斜は西から東の方向に下がってお り、約150

m離れている30次 と58次ではおおよそ lm程の比高差がある。また、ここでは取 り上げなかったが、58次の南南東

約70mの、43次 (太田 :1989)で はD層に対応する可能性の高い層準が標高5.20m前後に、F層に対応する可能性

の高い層準が標高約4.70mに あ り、58次 よりさらに0.5～ lm下がっている。この43次の地点から東および南の方

向では現在のところ旧石器時代に相当する樹木を合む層は確認されていない。なお、今回検討した調査箇所以外の、

富沢遺跡北西部でも数箇所において旧石器時代に相当するとみられる樹木を合む層が確認されている。これらと今

回の層序との対応関係については今後の検討課題としたい。

(2)今回の調査箇所における人類の活動と古環境

(13層〉

13b層下部から14層上面にかけて炭化物片集中箇所が検出された。これは第 4節 5で述べたように焚き火跡とし

ての性格が考えられるもので、当時の人類の活動の痕跡を示すものである。同様の遺構は30次の27層上面でも検出

されている (大田・斎野 :1992)。 30次の戊化物片は80clll× 70cllaの 不整円形を中心とした範囲に分布してお り、そ

の近 くからはピット状遺構が検出され、またこの炭化物片集中箇所を取 りまく半径約2.5mの範囲からは100数点の

石器が出土している。これらの遺構および遺物については焚き火と、石器の製作や使用などに関わる活動の痕跡 と

推定されてお り、またこの場所が狩猟活動に伴って一時的な野営地として選地されたことが考えられている。今次

の遺構は遺物を伴っておらず、焚き火以外の具体的な活動は不明である。また、前項の層の対応関係からみれば、30

次と今次の遺構は層位的に同じではなく、今次の遺構がより下層にあ り、より古い時期のものと考えられる。

灰化物片集中箇所が検出された13b層は腐植層であり、層中からは遺存状態は悪いが10数点の樹木片が検出され

ている。これらの樹木の大半は トウヒ属とカラマツ属であり、主にこれらの樹木で構成された森林が形成されてい

たことが知られる。また、地表面は比較的乾燥 していたことが推測されている (第 5節 4)。 ただし、昆虫化石で

は水生昆虫が大部分を占めていることから、付近に池沼や湿地が存在 していたことも想定される。当時の人類の活

動を復元するには極めてデータに乏しいが、13b層で検出された焚き火跡については30次 と同様に、長期的な居住

に関わるものではなく、狩猟活動に伴って一時的に残された痕跡を示すものと考えておきたい。そして、その周囲

には前述のようにやや乾いた土地と池沼・湿地が入 り混じり、 トウヒ属とカラマツ属を主体とした森林が形成され

ていたものと考えられる。なお、樹木の中にはチョウセンゴヨウとみられる五葉松類が 1点確認されてお り、その

種子も若千検出されている。ほば層位的に対応する58次の37層からも86点のチョウセンゴヨウの種子が検出されて

お り、上記の森林の構成樹木の一つであったものと考えられる。

(9～ 11層〉

9～ H層からは遺構・遺物は発見されなかったが、遺存状況の良好な樹木・大型植物化石・シカ類のフンなどが

多数検出された。これらの内、樹木では重なり合いが多くみられるとともに、出土層位に 3つの′くターンが認めら

れ、その中には 9層から11層にかけて継続して生育した可能性のある樹木も含まれている。したがって、 9～ 11層

の森林については、 5節 4で も述べられているように、10層の局地的に厚 く堆積する砂層の影響を受けながらも中

断することなく、長期にわたって維持されていたことが知られる。森林を構成する樹木の主体は13層 と同じくトウ



第 7節  まとめ

ヒ属とカラマツ属であり、それらに五葉松類・モ ミ属・力′ミノキ属が混じる。その中のチョウセンゴヨウとみられ

る五葉松類とモ ミ属はいずれも下層のH層では量的に多くみられ、上層の 9層では極めて少なくなる傾向が認めら

れる。つまり、森林の成立時から後半にかけて、常に トウヒ属・カラマツ属を主体としながらも、構成樹木のあり

方が変化 していったことを示している。

堆積層の特徴からは、Hb層 と9c層が腐植層であり、比較的安定した地表面が存在 したことが考えられ、また、

Ha層 ・ 9b層は薄い腐植層と粘土層が互層をなす層であ り、水の影響を多分に受けて形成された層と考えられる。

こうした堆積層からみると、地表面の状態には短期または長期にわたる乾燥・湿潤の変動が認められるものの、大

きくは10層の砂層堆積時以降、次第に水の影響を受けやすい地形環境に変化していったものと推測される。前述の

構成樹木の変化は第 5節 4でも述べられているように、こうした環境の変化の影響に因る可能性が高く、森林は最

終的には 9b層堆積時にほぼ消滅したものと考えられる。このような変化は30次の26～25層の植生環境の変化とも

ほば一致 してお り、当該層の対応関係が妥当であることを示すとともに、こうした変化が広い範囲にわたって同じ

ようにあったことが知られる。ただし、今次の箇所では30次では確認されなかったチ ョウセンゴヨウの樹木が存在

して消 り、地点により森林を構成する樹木に差異が認められている。

30次では27層上面では焚き火跡と石器群などが、26～25層でも石器群が検出されてお り、一定期間の中で数度の

活動の痕跡が残されている。今次の箇所では遺構 。遺物は確認されなかったものの、基本的には30次の古環境と同

様であ り、狩猟活動の舞台の一部であったものと考えられる。

第 7節  まとめ

1 今次の調査箇所は富沢遺跡の中心からやや北寄 りにあ り、後期旧石器時代の生活跡が発見された30次調査箇所

の北北東約100mの地点である。

2 水田跡については、層上面で明確な遺構は検出されなかったものの、層の特徴や畦畔の痕跡などから、 2、 3

層が水田耕作土と考えられる。時期については出土遺物から、 2層水田跡が中～近世頃、 3層水田跡が中世頃と

推定される。

3 2層上面において、近世後半の土坑が 1基検出された。堆積土中からは日常生活に関わる遺物が多く出上して

お り、付近に居住域が存在していたものと推測され、性格としては洗い場などのための水溜め (池)が想定され

る。

4 下層の調査で、後期旧石器時代に属する焚き火跡とみられる炭化物片集中箇所と森林跡が発見された。焚火跡

は13b層 中で検出されており、その付近からは トウヒ属・カラマツ属などの樹木片やチョウセンゴヨウの種子な

ども検出された。焚火跡については狩猟活動に伴って一時的に残された痕跡と推定される。また、 9～ 11層から

は多量の樹木・大型植物化石・シカ類のフン・昆虫化石が検出された。樹木では トウヒ属・カラマツ属が大半を

占めてお り、広葉樹をわずかに交えた針葉樹主体の湿地林が成立していたものと考えられる。30次調査箇所にお

いて焚き火跡や石器群などが発見された層と層位的にはば対応しており、この地も30次 と同様に当時の人類の狩

猟活動の場であったものと考えられる。
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例 言

1 本章は民間の受託事業に関わる富沢遺跡第89次発掘調査の報告書である。

2 本章の作成・編集は中富洋が担当した。

3 鑑定・分析・同定については石器石材鑑定を蟹澤聰史氏 (東北大学理学部 )、 プラント・オパール分析をい古

環境研究所、樹種同定を高橋利彦氏 (木工舎「ゆい」)に依頼した。

4 本文の執筆分担は次のとお りである。

結城慎一 :第 1節

中富洋 :第 2・ 3・ 4・ 6・ 7節

古環境研究所 :第 5節 1

高橋利彦 :第 5節 2

5 本書の作成にあた り、下記の方々から適切な助言、指導をいただいた。 (50音順 敬称略)

大橋康二・蟹澤聰史・古環境研究所
。高橋利彦・平川南

6 本発掘調査に関わる一切の資料は仙台市教育委員会が保管している。

凡 例

1 本報告で使用した土色は『新版標準土色帖』 (小山・竹原 :1976)に準拠している。

2 本文 。図中で使用した方位の北は、すべて真北 (G.N)で 統一 している。

3 図中の座標値は平面直角座標系Xに よっている。

4 標高値は海抜高 (T.P)を 示している。

5 遺構名の略号としてSD:溝 跡を使用した。

6 遺物の登録には以下の略号を使用した。

A:縄文土器 D:ロ クロ成形の上師器 E:須恵器 I:陶器 J:磁器

K:石器・石製品  N:金 属製品

7 土師器実測図内面の網は黒色処理を示している。

8 遺物観察表の (  )内数値は図上復元値である。

9 本文中の「擬似畦畔BJは、水田畦畔の直下層上面に認められる畦畔状の高まりを指している (斎野他 :1987)。

10 本文中の「灰白色火山灰」 (庄子・山田 :1980)の降下年代は、10世紀前半と考えられている (白鳥 :1980)。

調査名  仙台市富沢遺跡第89次調査

調査要項



所在地  仙台市大白区長町南三丁目17-1

対象面積 2436m2

調査面積 343r

申請者  株式会社 七十七銀行

調査原因 社宅建設

調査期間 発掘調査 1994年 7月 15日 ～同H月 18日

室内整理 1995年 1月 5日 ～同 3月 31日

調査主体 仙台市教育委員会

調査担当 仙台市教育委員会文化財課

担当職員 太田昭夫・篠原信彦・五十嵐康洋・川名秀―・三塚 靖・中富 洋
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第 1節 調査にいたる経緯

平成 5年度も早々に、株式会社七十七銀行より太白区長町南の所有地にRC工法による社員住宅を建設したいと

の申し出があった。これを受けて協議を行なったが、申請地は従前の調査成果により水田跡を中心とした遺構の存

在が確認されている富沢遺跡の南東部に位置しており、住宅建設にあたっては工法の変更がないかぎり事前の発掘

調査が必要であると判断された。しかしこの時点で既に 5年度の発掘調査予定は満杯の状況であった。よって翌 6

年度に事前調査を実施することで両者合意し、平成 5年 6月 25日 付けで文化庁長官あての届が提出された。

調査内容の具体的な協議は平成 6年 2月 25日 にもたれた。幸いにも設計・施工業者が決定されていたため、事前

に数回の打ち合わせを実施しており、調査期間、経費等の協議はスムーズに合意に至った。これに基づく発掘調査

の委託契約は平成 6年 6月 27日 付で行われ、同 7月 15日 調査に着手した。

第 2節 調査方法と経過

本調査区は仙台市太白区長町南三丁目17-1に所在し、対象地の面積は2,436ギで現状は宅地、調査前は民間の

賃貸駐車場として利用されていた。周辺は太白区役所、市営地下鉄線長町南駅に近接する仙台市南交日の住宅地とし

て市街化が著しいが、昭和50年代前半に土地区画整理事業が実施される以前は水田の広がる地帯であった。調査区

は富沢遺跡南東部に位置し、この周辺では現在までにはば隣接する第65次調査をはじめとして第71・ 64・ 52・ 83・

32次調査等の調査事例がある。これらの成果から当調査区で検出されるのは弥生時代以降の水田関連遺構を主体と

し、縄文時代以降の集落跡等が存在する可能性は低いものと予測された。また第30次調査区周辺で検出されている



第 2節 調査方法と経過

後期旧石器時代面が存在する可能性も推測されたことから、状況の許容範囲でこの確認も実施することとして調査

にのぞむことにした。

調査区は建設される建物の基礎部分に沿って東西24.5m、 南北14mの規模で設定した。面積は343ド である。グ

リッドの設定は調査区南西コーナー付近に任意に設けた原点を基準として行なった。これを起点として南北方向に

5m間隔でアルファベット、東西方向にはアラビア数字を与えていった。遺構の測量はこうして得られたグリッド

を利用して行なった。また調査区脇に8.8m(T,P)の ベンチマークを設定 し、 レベルの計測はこれによった。

なお 2点のグリッド交点の平面直角座標系Xにおける座標値を計測し、正確な位置を把握している (Al:X=―

197 772580km・ Y=4.073378�  A6:X=-197.763813血 ・Y=4.096787血 )。

調査は 7月 15日 より開始し、まずバックホーで1.6m前後の盛 り上を除去しながら区画整理前の水田耕作土であ

る 1層上面を検出していった。なお 1層上面は区画整理に伴って削平を受けているようで、畦畔等の残存はみとめ

られなかった。7月 26日 より実質的な調査に着手したが、これ以降の堀下げは人力で行なった。登録の作業員数は35

落である。調査は調査区の四周に排水用の側溝を設け、この外壁で層序を確認しながら進めていった。断面観察の

結果、 2・ 3層は層相や周辺調査区との層序対比から水田土壌と判断されたが、下層の 6・ 7・ 8・ 9層にも層相

からその可能性が予測された。そのためこれらの層の上面検出時はとりわけ慎重な精査につとめたが、畦畔を検出

したのは 2層のみである。それ以外の層上面では lmメ ッシュのレベル計測を行なったうえで下層への掘 り下げに

移っていった。また 4・ 5a層は自然堆積層であるが、これらの上面では溝跡・溝状遺構・溝状落ち込みが確認さ

れた。なお 5a層 の調査が終了した時点で調査区を東西17m、 南北9.5mに縮小したが、 5b層最下層部分で 2個

体の樹根が検出されたのに伴って、北 東辺の一部分を再拡張した。このうち東辺の拡張区では 6層中で縄文土器

片がまとまって出土した。

11層上面まで到達した段階で側溝断面により下層の状況を観察した結果、これより下層では自然堆積層が連続す

る状況が確認され、遺構の存在する可能性は低いものと考えられた。したがってこれ以後の調査は第30次調査区 (太

調査区

第 2図 調査区設定図

第 1図  調査地位置図
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第3図 グリッド配置。調査状況平面図

田他 :1991)を はじめとして第58次 (佐藤 :1993a)。 第88次調査区 (太田 :1995)等で検出されている、森林跡

を伴 う後期旧石器時代面の有無の確認を目的とすることとした。Htt H日調査区を東西 5m、 南北 7mに縮小し掘

り下げを開始 した。11層上面から約1.5mの深度で非常に緻密で硬化 した21層を確認 した。この類似層は旧石器時

代面の直上層として第30・ 58・ 88次調査においてもみとめられてお り、本調査区でもこの直下に旧石器時代面が存

在する期待がもたれた。層厚80clll前後の21層を唐鍬で掘 り抜き下層へ進んでいったところ、 うすい腐植を含む31層

を確認したが樹木片 1点が出土したのみで石器や樹木群・毬果等は検出されなかった。この時点で 1層上面からの

深度約5,3m、 標高3.2mに達してお り、これ以上の掘 り下げは危険と判断された。その後、最終的な土層観察と断

面図の作成・写真撮影を行ない、発掘調査の一切を完了したのはH月 18日 である。

なお検出された遺構等については細部の状況に応じて1/20か 1/40の縮尺で平面図を、断面図は基本層序断面

も含め1/20に統一して作成した。出土遺物は1個体ごとに付番し、出土遺構・層序・グリンド名。年月日を記入

したカー ドを添えて収納していったが、6層以下の縄文土器については平面位置とレベルの計測を併せて行なった。

写真記録には35111111カ メラを 3台使用し、モノクローム・カラーリバーサル・ネガカラーの 3種で撮影した。サンプ

ルとしてはプラント・オ′く―ル分析用上壌、樹種同定のための 5b-7層 ・31層 出土樹木を部分的に採取 した。

第 3節 基本層序

今回の調査では平均1.6mの盛土直下 1層上面から約5,3mの掘 り下げを行なったが、この間は大別で32層、細別

主、    |

亀



第 3節 基本層序

で33層に区分され、これらのうち 5b層 についてはさらに 7層に細分 した。土壌の性質は 1層から32層 まで粘上が

主体となってお り、このうち上部の 4～ 5a層はたいへんに強い粘性を示 している。泥炭は 5b層中にわずかに挟

在するばか りで、遺跡内の他の地区で広汎にみられるような明瞭な泥炭層の形成はみとめられない。このように粘

性の強い粘土層が上部に存在 し、全体をとおして泥炭の形成が不良という土壌形成のありようは、本調査区に近接

する第64次 (佐藤 :1991)・ 第65次 (中富 :1991)・ 第41次 (佐藤 :1989a)・ 第49次配 8地点 (佐藤 :1990a)

等においても確認されてお り、富沢遺跡南東部の特長として理解される。4・ 5a・ 5b層は色調等の異なる粘上、

あるいは粘土と泥炭質粘上の互層であるが 4層は乱れた状況を呈している。 6層以下19層までは全体的に少量の未

分解の植物遺体を含んでお り、 8・ 10。 13・ 15層は弱い還元状態を示 している。20層以下は色調が急変して明瞭な

還元層となる。やは り粘土を主としているが21・ 22・ 24・ 25,29。 30・ 32層ではややシル ト質で、23・ 28層は粗砂

である。また25・ 26・ 27層は部分的に、31層は全体的にうす く腐植を含んでいる。なお20層以下は全体的に締まり

が強いが、21・ 22・ 24・ 26層は顕著でとりわけ21層では著しい硬化がみとめられる。沖積地の基底礫層は建設工事

に先だって実施されたボーリング調査によって確認されているが、礫層上面の深度は盛 り土上面から7.8mで推定

標高 (T.P)は 約2.4mである (東京ソイルリサーチ :1994)。 斑鉄は 1～ 5b層で観察されているが 1・ 2・ 3

i毒状落込み

第 4図 西壁断面図
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第5図 北壁断面図

・ 4層の下面には明瞭な集積がみとめられ、層中には糸根状に多 く含んでいる。 4層では多量のマンガン斑が確認

された。古代の時期決定のキィとなる灰白色火山灰は基本層序中では確認されなかったが、 5a層上面の溝状落ち

込み堆積土中で少量検出された。水田土壌は区画整理前の耕作± 1層、および層相や周辺調査区との層序対比か ら

2・ 3層 と判断される。なお富沢遺跡における水田土壌の大きな特長の一つは層下面にみられる起伏とされている

が (佐藤 :1991)、 今回の調査では 6層をはじめとして 7～ 11層 の下面に水田土壌の特長と非常に類似した起伏が

観察され、調査では上面検出を
l陳重に行なった。しかしながらこれらの層は出土遺物の特長や、周辺調査区との層

序対比からすると縄文時代晩期以前の形成と考えられ、現状では明確な水田遺構が検出されないかぎり水田土壌 と

はみなし難い。これと類似した状況は隣接する65次調査区13・ 14層でも確認されている。遺物が出土したのは 1・

2・ 3・ 4・ 6・ 7・ 8・ 9層であるが 5b―⑦層からは樹根、31層からは樹木片が出土した。各層ともにほ″ず水

平な堆積状況を呈しているが、全体的にごくゆるやかに東方向に下っている。

以上基本層序について記したが、本調査区は位置的に1991年に提示された富沢遺跡基本層序対応関係で設定され

た北部A地区に包括される (佐藤 :1991)。 今回確認された層序をみると1～ 5b層 まで対応が可能で、北部A地



層  序 土 色 土  質 層厚に0 備 考

10Y R4/1 褐灰色 絡土 3^ャ  14 現在の水田耕作土 全域に分布 斑鉄下面に集積、層中に糸根状に多量に含む
2 10Y R3/1 黒褐色 粘土 4- 20 水田耕作上 下面起伏 東部 (D5～ D6)に は分布せず 斑鉄下面に集績、層中に糸恨状に含む
3 10YR3/2 黒褐色 相土 2- 12 水田耕作上 下面著 しい起伏 部分的に不規則な分布 斑鉄下面に集積、層中に糸根状に多量に含む

4
10Y R4/1 褐灰色

10Y R5/2 灰黄褐色

相土

ンル ト質粘土
4- 24 自然堆績層 互層 全域に分布 斑鉄下面に集積 ン斑多量に含む

5a

7 5CY6/1 緑灰色
5Y4/1   灰白色
25Y2/1  黒色

粘土

粘土

粘土

2^ャ  36 自然堆積層 互層 全域に分布 粘性ラ算常に強い 斑鉄層中に糸根状に含む

5b― ① 10YR1 7/1黒 色 粘 上 2´‐  7

自然堆積層 互層 全域に分布 粘土層の粘性強い ⑦層は樹根生育層

5b― ② 10Y R4/2 灰黄褐色 粘土 8-  14

5b― ⑥ 10YR1 7/1黒 色 泥炭質粘土 4未 満

5b― ① 10Y R4/2 灰黄褐色 粘土 3前 後

5b― ⑤ 10Y R2/1 黒色 泥炭質粘土 2^フ  8

5b― ⑥ 10Y R4/2 灰黄褐色 粘上 1-  6

5b― ⑦ 10Y R2/1 黒色 泥炭質箱土 3前後

6 5Y2/1   黒色 粘土 4^▼  16 自然堆積層 下面著 しい起伏 全域に分布 未分解の植物遺体含む
25Y2/1 黒色 粘土 2～ 38 自然堆積層 下面著 しい起伏 全城に介布 未分解の植物遺体含む

8 5Y3/1   オリーブ黒色 粘土 2´や 18 自然堆積層 弱グライ 下面著 しい起伏 全域に今布 未分解のIlt物遺体含vf
9 5Y2/1   黒色 粘土 ワー 20 自然堆積層 下面著 しい起伏 全域に分布 未分解の植物遺体含む
5Y4/ 灰色 粘 土 4^マ  16 自然堆積層 弱グライ 下面著 しい起伏 全域に分布 未分解の植物遺体含む
5Y3/ オリーブ黒色 粘土 8^- 22 自然堆積層 下面著 しい起伏 全域に分布 未分解の植物遺体含む

12 5Y2/ 黒色 粘土 1?´- 24 自然堆積層 下面起伏 全域に分布 未介解の植物遺体少量含む
13 25Y4/ 貢灰色 粘土 4- 20 自然堆積層 弱グライ 全域に分布 未分解の植物遺体少量含む
14 5Y3/1   オリーブ黒色 粘土 13-‐ 自然堆績層 全域に分布 未分解の植物遺然少量含む
15 5Y4/1   灰色 粘土 3´- 12 自然堆積層 弱グライ 全域に分布 未分解の植物遺体少量含む
75Y2/1 黒色 粘土 9^マ  22 自然堆積層 全域に分布 未分解の植物遺体少量含む

17 5Y3/1   オリーブ黒色 粘上 2-ャ  10 自然堆積層 全域に分布 未分解の植物遺体少量含む
18 5Y4/1   灰色 粘土 6^- 18 自然堆積層 弱グライ 全I12に 分布 未分解の植物遺体少量含む
10Y4/1  灰色 瀞土 18- 自然堆積層 下面起伏 弱グライ 全域に分布 黒色瀧上を小ブロックで含む 未分解の植物遺体少量含む
5C5/1   緑灰色 粘 土 4^ャ  26 自然堆積層 グライ層 全域に分布

21 5G4/1   暗緑灰色 ンル ト質粘土 72´-152 自然堆積層 グライ層 しまり非常に強 く部分的に硬化 全域に分布
5G5/1   緑灰色 シル ト質粘土 IO´- 34 自然堆積層 グライ層 しまり強い 全域に分布

ワ3 10C5/1  緑灰色 粗秒 23^ヤ  42 自然堆積層 グライ層 全城に分布 層中に しまりの強い緑灰色ツル ト質粘上が狭在する
5C6/1   緑灰色 ンル ト質粘土 2-  14 自然堆績層 グライ層 しまり強い 全域に分布

25 5C6/1   緑灰色 卜質粘土 2前 後 自然堆績層 グライ層 部分的分布 断片的にごく薄い腐植層を含も
5G6/1   緑灰色 ンル ト質粘土 6´- 16 自然堆積層 グライ層 しまり強い 全域に分布 断片的に藩い腐植層を含む

27 5G Y6/1  オリーブ灰色 粘土 8- 26 自然堆積層 グライ層 全域に分布 断片的に薄い腐植層を含む
5G6/1   緑灰色 粗砂 2^▽  20 自然堆積層 グライ屠 全域に分布
5G6/1   緑灰色 ンル ト質相土 7未 満 自然堆積層 グライ層 全域に分布
2 5GY5/1 オリーブ灰色 ルト質粘土 4´ャ 30 自然堆積層 グライ層 全域に分布 断片的に薄い腐植層を含む

31 5Y4/1   灰色 粘土 3´ヤ  8 自然堆積層 腐植層 全域に分布
5G6/1   緑灰色 ンル ト質粘土 17～ 自然堆積層 グライ層 しまり強い 全域に分布

第 1表 基本層序註記表

第 4節 検出された遺構と遺物

区基本層序 (1～ 13層 )がすくなくとも当地点まで連続していることが確認された。しかし前述したように粘性の

強い粘土層の存在や泥炭の形成状況など、北部A地区北半部との差異もうかがわれた。

第 4節 検出 された遺構 と遺物

1.2層の遺構と遺物
(1)水田跡

遺構状況 (第 6図 )

基本層 2層上面において 2条の畦畔と段差を検出したが、 2層は段差および畦畔 2の東側④部分では、 1層の耕

作が深く達 して失われ 4層が露出する状況となってお り、上面で確認された段差は 1層水田の段階で形成されたも

のとみられる。

畦畔の確認面は直上 1層の下部である。畦畔は 1・ 2と も 2層の盛 り上が りとして検出されたが、遺存状態は良

好である。規模は類似 してお り上端幅0.8～ lm、 水田面との比高差は 8 clll前後である。なお畦畔の両脇には斑鉄

が帯状に集積する状況がみとめられたが、この斑鉄は畦畔の除去後も残存を続け、約40釦下の 4層下面まで連続 し

て確認された。屈曲する 2条の畦畔により①～③ (④を含む)の水田区画がみとめられるが、いずれも部分的な検

出で全体的な規模・形状は不明である。区画①・②は方形を基調とするものとみられる。水田面上面はほば平坦で
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D―一  |
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(1:40)

第6図  2層水田跡平面・断面図

あるが全体的に 1層の耕作がおよび、不整形なピット状の窪みがみとめられる。標高は①～④の順に低くなるが、

② o③ と①の境は20伽程度の段差となっている。基本層 2層は黒褐色を呈する粘土で下面には起伏がみとめられ、

斑鉄の集積が観察される。

出土遺物 (第 7図 )

2層中から出土した遺物は次のとおりである。土師器 (14点)・ 須恵器 (1点 )。 陶器 (4点)。 磁器 (1点 )

・石器 (1点 )。 金属製品 (1点 )。 これらのうち図示をなし得たのは 1～ 4の 4点であるが、石庖丁は明らかに

混入と考えられる。図示のない資料はいずれも細片である。



第 4節 検出された遺構と遺物

/戸司
~＼

○

2.4層の遺構と遺物
4層は自然堆積層であるが、この上面で溝跡 1条と滞状遺構 2条を検出した。

D一 |

A一
|

(1)SDl溝 跡

遺構状況 (第 9図 )

十
~

|

(1:2)

番号 番号
種  別 器 形 出土層序

法    量 10
外 面 調 整 内 面 調 整 備 考

真

版

写

図口 径 底 径 器 高

I 13 陶器 小形壷 2層 (3)
瀬戸 美濃 18世紀以降 内外面鉄
釉

7-4

2 14 陶器 橋鉢 2層 (6)
福鳥県岸窯糸 W～ 18世紀 底部―
回転糸切り後ナデ 赤褐色

7-3

図版

番号 番号
種 別 器 形 出土層序

法    量 ∩
民り
量
1石
材  備     考 真

版

写

図長 さ 幅 厚 さ

3 Kl 石器 石庖丁 2層 9 粘板岩
 1薦筵手暫衛箪晃癸ほ と

IT aで両面からの回転穿子L 両刃であるがやや片刃ぎみ 背
wに
敲打 7-7

番号 番号
種 房1 器 形 出土層序

法     量  ω
備 考

真

版

写

図長  さ 最大径 最小径
Nl 金属製品 煙管 2膚 10 6 吸口 銅製 ? 7 ― H

第 7図  2層出土遺物

第 8図  4層遺構配置図



第 3章 富沢遺跡第89次調査

調査区東壁部分に沿って検出された南北方向の清跡である。ほぼ直線状を呈するが南半部でゆるやかに南東方向

に弯曲する。方向はおおまかにN-22° 一Wを示 し、北から南方向に下っている。上端幅18～ 2.6m、 下端幅は25

～90cmほ どで深さは50cIIl前 後を計る。堆積土は上下 2層に分けられる。なお本溝跡のプランは 4層上面で確認した

が (第 6図参照 )、 この部分は 1層の削平により2・ 3層が失われてお り1層直下に 4層が露呈する状況となって

Ａ

Ｉ

一

層序 土    色 土質 備 考 層序 土   色 土質 備 考

1 10Y R3/1黒 褐色 粘土 電鉄糸根状に含む 基本層 ?層 と類似 2 25Y3/1 黒褐色 粘土 黒色 白色粘上が大小ブロックで混在

第 9図  SDl 溝跡平面・断面図

｀
せ 調 フ

ー

(1

版

号

図

番

物

号

遺

番
種  別 器  形 出土層序

汚【         笛謹  にロ
外 面 調 整 内 面 調 整 傭 考

買

版

写

図口 径 底 径 器 高

1 JI 磁器 丸皿 1層 (46) 3 ロクロ痕跡明瞭

肥前 染付 1630～ 1640年 頃 花斉
文 青海波文 山水文 (見込) 底
径/口 径=035

6-12

16 陶器 皿 2層 夕P反跡 P痕跡 瀬戸 美濃 16世紀代 内外面灰釉 7-6

版

号

図

番

物

号

遺

番
種 別 器 形 出土層序

法 量ω 材 質 真

版

写

図
全  長 刃   長 柄  長 1刃  幅 1柄  幅 刃  厚 柄   厚 刃 部 柄 部

3 N5 金属製品 刀子 2層 95 10 (15) 35 銅鉄 7-12

第10図  SDl溝 跡出土還物



第 4節 検出された遺構と遺物

いる。出土遺物の内容をみるとこの溝跡は 4層に伴 うものとは考えにくく、本来の掘 り込みは 2層あるいは 3層の

段階と考えられる。

出土遺物 (第 10図 )

出土遺物の内容は次のとお りである。 1層―縄文土器 (1点 )。 磁器 (1点 )。 2層 ―土師器 (4点 )。 須恵器

(2点)・ 陶器 (1点)。 金属製品 (2点 )。 これらのうち図示をなし得た 1～ 3の 3点で、これ以外の資料はす

べて細片である。

(2)1号溝状遺構

遺構状況 (第 11図 )

調査区南西コーナーで確認された。遺構の大半は調査区外に延びてお り全体的な規模・形状等は不明であるが、

ほぼ直線状を呈するものと考えられる。方向はN-5° 一Wである。深さは 4 clll前後とごく浅 く、堆積土は黒褐色

粘上の単層である。なお本溝状遺構は形状等の状況から人為的なものと思われるが、水路・区画溝等のいわゆる溝

跡とは考えにくい。

出土遺物

堆積土中よリロクロ成形の上師器外片が 2点出土したが、双方ともに摩滅の著しい細片で図示することはできな

かった。内面黒色処理が施されている。

(3)2号溝状遺構

遺構状況 (第H図 )

調査区北辺 4ラ イン部分で確認されたが北半は調査区外に延びてお り、部分的な検出である。全体的には直線状

を呈するが、西辺の一部に瘤状の張 り出しがみとめられる。方向はN-54° 一Wを示す。上端幅は60～ 75clll前後で

あるが、張 り出し部分は2.6mを 計る。下端幅は10～ 35cm、 張 り出し部分は90cmである。深さは20clll前後で堆積土

は 2層に分けられるが、いずれも粘性の強い粘上である。遺物は出土 しなかった。なお本溝状遺構は形状等の状況

から人為的なものと思われるが、水路・区画溝等のいわゆる溝跡とは考えにくい。

2号溝状遺構

ν
声

だ
け

層序 土    色 土質 備 考

10Y R3/1 黒褐色 fl土 層中にマンガン班 班鉄を含む 黒色粘上をブロックで含む
膚序 土    色 土質 備 考

1 10Y R2/2 黒褐色 粘 土 マンガン斑を含む 黒褐色粘土をブロックで含む
2 10YR1 7/1黒 色 粘土 黄橙色の粘上が帯状のブロックで挟在

第11図  1号 。2号溝状遺構平面 。断面図
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(4)4層 の出土遺物 (第 12図 )

層中より陶器片 1点が出土 した。

以

Ｅ
，

凶

番

靱

号

速

番
種  別 器  形 出土層序

法    量 ω
外 面 調 整 内 面 調 整 備 考

真

版

写

図口 径 底 径 器 高

15 陶器 甕 4層 押印→ヘラケズリ ヘラナデ 常滑 18～ 14世紀代 ? 6-H

第12図  4層 出土遺物

3.5a層 の状況と遺物

(1)溝】犬落ち込み

検出状況 (第 13図 )

5a層は層厚20～30御、粘土が互層をなす自然堆積層であるが、この上面で溝状の落ち込みを検出した。全体的

D― |

A―
|

裕
ぎ

溝状落ち込み

第13図  5a層溝状落込み平面・断面図
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な方向性をみると】ヒ西から南西方向に下る共通性はみられるものの、規模・形状ともにきわめて不規則な状況を呈

してお り、人為的なものとは考えられず自然営力による形成と判断される。上端幅は50～ 90clll前後を計る部分が多

いが、1.5～ 2.5mほ どに広がる箇所もある。深さにはあまりばらつきがなく35～40釦程度である。堆積土は灰色～

黒褐色の粘土を主体としているが、部分的に灰白色火山灰の小ブロックを少量含んでいる。

出土遺物 (第 15図 )

堆積土中から土師器が 2点出上した。 1は ロクロ成形の土師器で外で、体部外面下位に墨書がみとめられる。も

う一方もロクロ成形の上師器必であるが、体部の小破片であるために詳細は不明である。内面黒色処理が施されて

いる。

(2)5a層 の出土遺物

基本層 5a層から出上 した遺物は土師器 (9点 )。 須恵器 (3点 )・ 石製品 (1点)で、陶磁器類の出土はこの

層からみられなくなる。これらのうち図示をなし得たのは 1～ 4の 4点である。その他の土器資料はすべて細片で

特長の把握は困難であるが、土師器はいずれもロクロ成形で内面黒色処理が施された芥の体部破片である。

p

4.5b層 の遺物

(1)樹根N&1・ 2

検出状況 (第 16図 )

5b層は全体的な層厚が40clll前 後、粘土と泥炭質粘上が互層をなす自然堆積層であるが、この下部で 2個体の樹

根を検出した。いずれも根株から平根が放射状に伸びる状態で検出されたが、流入等による異地的なものではなく

□
４

一一一一一一一一）

一一一一一一一一一一
版

号

図

番

物

号

遺

番
種  別 器  形 出土層序

法    量  に0
外 面 調 整 内 面 調 整 備

真

版

写

図口 径 底 径 器 高

土師器 不 堆積土
9ク ロナデ 体部下端手持ちヘラケ
ズリ 底部回転糸切り無調整

ヘラミ方キ→黒色処理 墨書「岡部」 底径 /′ 口径‐043 6-8

第14図 溝状落ちこみ出土遺物

版

号

図

番

物

号

遼

番
種  別 器  形 出土層序

i去      量  に呻
外 面 調 整 内 面 調 整 備 考

冥

版

写

図口 径 底 径 器 高

土師器 邦 5a層 54)
ロクロナデ 体部下瑞手持ちかヽラケ
ズリ 底部回転糸切り無調整

、ラミカキー黒色処理 6-10

2 D3 土節器 高台付芥 a層 (64) 摩減 摩茂

3 El 笈恵器 芥 a層 ロクロナデ 底部回転糸切 り無調整 6-9
豚

号

凶

番

ワ

号

速

番
種  別 器  形 出土層序

法    量 m
(を )

石  材 備 考
真

版

写

図長 さ 幅 厚 さ

K2 石製品 砥石 5a層 23 35 3 使用面 4面 両先端面は未使用 榛痕 7-8

第15図  5a層 出土遺物



第 3章 富沢遺跡第89次調査

成育時の現位置を保ったものと考えられる。なお平根の広が りは調査区外にさらに延びてお り、今回は部分的な確

認に留まった。

配 1は調査区北辺で確認されたため部分的な拡張を行なって根株の一部を確認した。根株の直径は90clll以上で、

平根は根株からほぼ水平に放射状に延びている。平根は根株中心部から半径1.5m前後の範囲では密集 して複雑な

状況を呈するが、長いものは間隔がまばらとなって最長のものは根株中心から12mに及んでいる。配 2は当初平根

が調査区東辺部で確認されたため、部分的な拡張を行なって根株を検出した。根株の直径は45clll、 平根は根株から

はぼ水平に放射状に延びてお り、最長のものは根株中心から12.9mに及んでいる。配 1・ 2の根株間の距離は1lm

を計る。また断面・平面での観察の結果、双方ともに生育の層序は5b―⑦層と考えられる。なお樹種については

配 1、 配 2と もにクヌギ節の一種に同定された。

(1:150)

。ア ミ部分は根株

・ ☆は樹種同定サンブル採取位置

y

第16図  5b―⑦層出土樹根断面図

5.6層 の遺物
遺物の出土状況 (第 17図 )

6層は層厚 4～ 16clllの黒色粘土層で調査区全域に分布する。この層の下面には著しい起伏がみとめられ水田土壌

の特長と類似しているが、層上面で遺構は確認されなかった。上面はほぼ平坦な状態で、南西から北東方向へゆる
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銑様
‐

Al縄 文上器
A2組 文土器
A4組 文土器
その他の上器

石 器

(1:40)

第17図  6層平面。断面図

やかに下っている。この層中からは縄文土器56点 。崇J片石器 1点・礫石器 1点が出上した。出土状況をみると調査

区西半部にはまばらであるが、標高の低い東辺拡張部分に集中地点が確認された。なお接合資料のAl・ A2・ A

4の出上位置を個別にみると、Al・ A2は集中地点においてまとまりがうかがわれ、A4は調査区西半部で散在
した状態で出土 している。

出土遺物 (第 18図 )

出土した遺物のうち図示をなし得たのは 1～ 4の縄文土器と 5・ 6の石器、計 6点である。その他の土器資料は

いずれも細片であるために詳細は不明である。

6.そ の他の出土遺物

(1)1層 (第 19図 1・ 2)

基本層 1層は区画整理前の水田耕作土であるが、層中より次のような遺物が出土した。土師器 (7点)・ 須恵器
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2の陶器のみ(1点)・ 陶器 (18点 )・ 磁器 (2′点)・ 金属製品 (2点 )。 これらのうち図示をなし得たのは 1

で、その他の上器資料はいずれも摩滅の著しい細片である。金属製品は釘と
ヘアピンである。

飴フ

(1 : 3)

◆  O ―   」 n
(1 :15)

Ⅲ
∝

安
彩

図版

番 号

遺物

番号
4H 別 器 形 出土層序

法    量  lrO
外 面 調 整 内 面 調 整 備 考

真

版

写

図口 径 底 径 器 高

Al 縄文上器 深鉢 6層 (204) ケズリ→縄支 (LR) 径 3m8の 質通了し2個 6-2

A2 縄支上器 深鉢 6層 (256) ヶズリ→縄文 (RL)

3 A3 縄文土器 鉢 6層 口唇部～上端 ミガキ 縄文 (無節 L) 口縁部破片 胎土緻密 黒褐色 6-4

縄文土器 深鉢 6層 無文帯 ミガキ 縄文 (LR) 体部 (上位 ?) 6-3

図版

番 号

遺物

番号
種  別 器  極 出土暦序

i去      量  にn 童  量
(ピ )

石  所 備 考
真

版

写

図
長 さ 幅 厚 さ

K3 礫石器 磨石 6唐 92 84 35 石英安山岩
礫素材 表、裏面は節理に沿って痛平になるように打ち割っている。表、裏面の周囲に

細かなコ1雛を加えて整形 両例面に握 り用とも考えらオとる狭 り部の作 り出し
″-10

7-96 K4 石 器 石鏃 6膚 28 12

第18図  6層 出土遺物
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(2)3層

基本層 3a層は黒褐色の粘土層で部分的に不規則な分布状況を示すが、下面起伏の様相や周辺調査区との層序対

比から水田耕作土と判断される。この上面で畦畔等の遺構は確認されなかったが、層中より次のような遺物が出土

した。土師器 (22点 )・ 須恵器 (1点)・ 陶器 (1点 )。 これらはすべて細片で図示することはできなかった。陶

器は瀬戸・美濃産の灰釉菊皿 (写真 7-5)で 16世紀末頃のものと考えられる。

(3)7・ 8。 9層 (第 19図 3～ 5)

7～ 9層は自然堆積層であるが層中より縄文土器片が 7点出上した。層別の内訳は以下のとお りである。7層 (3

点)・ 8層 (1点 )・ 9層 (3点 )。 これらのうち図示をなし得たのは 9層出上の 3点で、他の資料はいずれも地

文のみの細片である。なお 9層以下では人為的な遺物は出上しなかった。

(4)31層

31層は後期旧石器面確認のための堀下げで検出された層で、上面の標高は3.5mである。層厚 3～ 8 clll前後の粘

土層で全体的に薄い腐植を合んでいる。層中より樹木片 1点が出土し、樹種は トウヒ属の一種に同定された。石器

や樹木群・毬果等は出土しなかった。

▼` /FⅧ 席
繋

番号

物

号

遺

番
種  別 器 形 出土層序

法    量  ω
外 面 調 整 内 面 調 整 考TAi

真

版

写

図口 径 底 径 器 高

1 12 陶器 碗 1層 クロナデ クロナデ
相馬産  18世紀 内外面医釉 (底部
高台部無釉 )

7-1

11 陶器 皿 1層 タロナデ
産地不明 内外面鉄釉 (底部 高台
部無釉 )

7-2

3 A5 縄文土器 深鉢 9層
原体圧痕→縄文 (無節 L) 無文帝

壷形 頚部破片 後期前半 6-5

A6 縄文土器 深鉢 9層 縄文 6-7
5 A7 縄支上器 深 鉢 9提肇 網代痕 剣離 底部破片 6-6

第19図  1・ 9層出土遺物
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第 5節 分析 。同定結果

1。 フ
°
ラン ト●オパー 7L/分析

仙台市、宮沢遺跡第89次調査におけるプラン ト・ オパール分析

株式会社 古環境研究所

1.は じめに

植物珪酸体は、ガラスの主成分であると酸 (Si02)が植物の細胞内に蓄積 したものであり、植物が枯死した後も

微化石 (プラント・ オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。この微化石は植物によりそれぞれ固有の

形態的特徴を持っていることから、これを上壌中より検出してその組成や量を明らかにすることで過去の植生環境

の復原に役立てることができる。プラント・ オパール (植物生酸体)分析と呼ばれるこの方法は、とくに埋蔵水田

跡の確認や検査において極めて有効であ り、これまでに多くの実績をあげている。

富沢遺跡第89次発掘調査では、土層断面の調査において現水田下に複数の時期の水田跡が包蔵されている可能性

が考えられた。そこで、水田跡の探査を目的にプラント・ オパール分析を行 うことになった。

2.試料

調査地点は、西壁Bラ インと北壁 3ラ インの 2地点である。調査区の土層は 1層から13層に分層された。このう

ち、 1層は現代の水田耕作土である。また、 2層、 3層、 6層、 7層は水田耕作上である可能性が考えられていた

土層である。

試料は、西壁 Bラ インの 1層から13層 までの各層と、北壁 3ラ インの 6層 と 7層 より採取された計16点である。

これらは、いずれも遺跡の調査担当者によって容量50m3の採土管を用いて採取されたものである。

3.分析法

プラント・ オパールの抽出と定量は、「プラント・ オパール定量分析法 (藤原,1976)」 をもとに、次の手順で行

った。

1)試料土の絶乾 (105℃・ 24時間)、 仮比重測定

2)試料土約 lgを秤量、ガラスビーパ添加 (直径約40μm,約0.02g)

※電子分析天秤により1万分の lgの精度で秤量

3)電気炉灰化法による脱有機物処理

4)超音波による分散 (300W・ 42KHz,10分間)

5)沈底法による微粒子 (20μm以下)除去、乾燥

6)封入剤 (オイキット)中に分散,プ ンパラー ト作成

7)検鏡 。計数

検鏡は、おもにイネ科植物の機動細胞に由来するプラント・ オパール (以下、プラント・ オパールと略す)を同

定の対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行った。なお、農耕跡の探査を主目的とするため、同定および定量は、イ

ネ、キビ族 (ヒ エなどが含まれる)、 ヨシ属、ウツクサ族 (ス スキやチガヤなどが含まれる)、 タケ亜科の主要な 5

分類群を中心に行い、その他の栽培植物についても可能な限 り同定を行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以

上になるまで行った。これはほぼプンパラート1枚分の精査に相当する。

検鏡結果は、計数値を試料 lg中のプラント・ オパール個数 (試料 lgあた りのガラスビーバ個数に、計数され

たプラント・ オ′く―ルとガラスビーズの個数の比率を乗じて求める)に換算 して示 した。また、おもな分類群につ

いては、この値に試料の仮比重と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あた りの植物体乾重,単位 :105g)を
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乗じて、単位面積で層厚 1釦あた りの植物体生産量を算出し図示した。換算係数は、イネは赤米、キビ族はヒエ、

ヨシ属はヨン、ウツクサ族はススキ、グケ亜科については数種の平均値を用いた。その値は、それぞれ2.94(種実

重は1.03)、 8.40、 6.31、 1.24、 0.48である。

4.分析結果

分析の結果、本遺跡ではイネ、キビ族、ヨシ属、ウンクサ族、タケ亜科の各分類群のプラント・ オパールが検出

された。プラント・ オパール検出密度と推定生産量を第 2表ならびに第20図に示した。また、巻末に主な分類群の

顕微鏡写真を示 した。以下に各分類群の検出状況を記す。

イネは 1層、 2層、 3層、 4層、 5a層、 5b層の各層より検出された。このうち、 1層、 2層ならびに 3層に

ついては非常に高い密度である。また、 4層 と5a層についても高い密度である。ヨン属は 8層、 9層を除く各層

より検出された。 4層、 6層、12層では高い密度である。ウンクサ属は、 1層、 2層、 3層、 4層、 6層、 7層、

9層の各層より検出された。密度はいずれも低い値である。ケケ亜科はすべての層より検出された。 1層、 2層お

よび 3層では高い密度である。なお、本遺跡では 3層、 5a層、 6層、 7層の各層においてキビ族が検出され、こ

のうち 6層 と 7層では比較的高い密度で認められた。

5.考察

(1)稲作の可能性について

水田跡 (稲作跡)の検証や探査を行う場合、一般にイネのプラント●オ′く―ルが試料 lgあた りおよそ5,000個

以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している。ただし、仙台平野

ではこれまでの分析調査においてプラント・ オパール密度が3,000個 /g程度でも水田遺構が検出されている例が多

々あることから、ここでは判断の基準値を3,000個 /gと した。また、その層にプラント●オパール密度のピークが

認められれば、上層から後代のものが混入した危険性は考えにくくな り、その層で稲作が行われていた可能性はよ

り確実なものとなる。以上の半↓断基準にもとづいて稲作の可能性について検討を行った。

本調査区では、 1層、 2層、 3層、 4層、 5a層および 5b層においてイネのプラント・ オパールが検出された。

したがって、これら各層において稲作が行われていた可能性が考えられる。このうち、 1層、 2層および 3層では

プラント・ オパール密度が9,100～ 15,000個 /gと 非常に高い値である。したがって、これら各層については稲作跡

である可能性が極めて高いと考えられる。また、 4層 と5a層 でもプラント。オパール密度が5,000個 /g以上と高

い値であることから、これらの層についても稲作跡である可能性が高いと考えられる。

(2)イ ネ科栽培植物の検討

プラント●オパール分析で同定される分類群のなかで栽培植物が含まれるものには、イネをはじめ、キビ族 (ヒ

エやアワ、キビなどが含まれる)やムギ類、ジュパダマ属 (ハ トムギが含まれる)な どがある。これらのうち、本

遺跡ではイネ以外にと工属に類似するプラント●オパールが 3層、5a層、 6層、 7層 より検出された。このうち、

6層 と 7層においては比較的高い密度で認められた。ただし、プラント●オパールの形態からはヒエ属とキビ属、

および栽培種と野生種を明確に識別するまでには至っておらず、なかでも栽培種と野生種についてはその祖先が同

じものであることから、基本的には両者の識別は困薙といえる。

これらのことから、ここで検出されたヒエ属類似のプラント・ オパールがヒエ属であるのかキビ属なのか、ある

いはヒエ属であるならば栽培によるものなのか野生または雑草によるものなのか、現時点では言及できない。その

答を出すためにもまた、畑作跡の調査を進める上においてもキビ族の分類、同定精度の向上が急がれる。

6,ま とめ

富沢遺跡第89次調査においてプラント・ オパール分析を行い、稲作跡の探査を試みた。その結果、水田耕作土と

考えられていた 1層、 2層、 3層からイネのプラント・ オ′く―ルが高い密度で検出されたことから、これらの層に
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おいては稲作が行われていた可能性が極めて高いと判断された。また、これら以外にも 4層、 5a層 でも稲作が行

われていた可能性が高いと判断された。なお、 6層 と 7層についてはイネが栽培された痕跡は認められなかった。

参考文献
杉山真二・藤原宏志 (1987)川 1口市赤山陣屋跡遺跡におけるプラント・オパール分析 赤山一古環境編―.川 口市遺跡調査会報告,10:
281-298.

杉山真二・松田隆二・藤原宏志 (1988)機動細胞珪酸体の形態によるキビ族植物の同定とその応用―古代農耕追究のための基礎資料と
して―.考古学と自然科学,20:8192.
藤原宏志 (1976)プ ラント・ オパール分析法の基礎的研究(1)一数種イネ科栽培植物の珪酸体標体と定量分析法―.考古学と自添科学,9:
15-29.

藤原宏志 。杉山真二 (1984)プ ラント・オパール分析法の基礎的研究(5)― プラント・オ′く―ル分析による水田址の探査―.考古学と自
然科学,17:7385.
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分 類 群 地点 試料名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

イネ

イネ

イネ

イネ

ヨシ属

ヨシ属

タケ亜科

ウンクサ族

ウシクサ属

キビ族 (ヒエ族 ?)

キビ族 (ヒエ族 ?)

キビ族 (ヒエ族 ?)

西壁 B

西壁 B

西壁 B

西壁 B

西壁 B

西壁 B

西壁 B

西壁 B

西壁 B

西壁 B

西壁 B

西壁 B

2

3

4

5a

5a
12

13

2

5a

6

6

3

プラン ト・ オパール顔微鏡写真



2.樹種同定

富沢遺跡第89次調査出土材の樹種
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木工舎「ゆい」 高橋 利彦

試料番号

ヨナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種 (根材)

コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種 (根材)

トウヒ属の一種

1 トウヒ属の一種 No 3
2 コナラ属コナラ亜属クスギ節の一種 (根材) No l
a:木 日 ×40  b:柾 目 lb ×200, 2b ×100  ci板 目 ×100
樹木の肥大生長方向は木日では画面下から上へ,柾 目では左から右

出土材顕微鏡写真

名種

5b―⑦

5b―⑦

31
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第 6節 遺構と遺物のまとめ

1.遺物

(1)層序と遺物の出土状況

今回の調査で土器類が出土した層序は以下のとお りで

ある。基本層序 -1・ 2・ 3・ 4・ 5a・ 6・ 7・ 8'

9層。遺構等-4層上面検出SDl溝跡・ 2号溝状遺構、

5a層上面検出溝状落ち込み。ここでは層順と出土土器

の内容のおおまかな相関について概観しておきたい。

出土遺物のうち陶器・磁器が出上したのは基本層序 1

～ 4層およびSDl溝跡堆積土であるが、全体的に 1～

4層の層序l頁に古い年代観を示す傾向がうかがわれる。

このうち 4層の資料は中世のものと考えられ、この層の

主れ
=第
|:辟|IⅢll=rilo111111ⅢⅢl

tiil i麒 |:|:i,:i:|:1腫

1層

3層

SDl-1層

SDl-2層

1号溝状遺構

2号溝状通悔

4盾

i悔状洛ち込み

5a層

5b層

6層

7層

8層

9層

出上なし

出上なし

出上なし

囲 組文上器 □ 上師器  (須 恵器  El陶 器   趨 磁器

霞 石器 石製品麗 金属製品

第21図 層序・遺構別遺物出土状況

嘘 以下
|

堆積の完了が中世を遡らないことが推測される。したがって 4層を切る状況で検出された 2号溝状遺構出土の土師

器は混入と考えられる。 5a層 とこの層を切る溝状落ち込みの出土遺物には陶磁器類を合まず、土師器・須恵器に

限定される。 5a層直下の自然堆積層 5b層では土器類の出土はなく、この直下 6～ 9層の出土遺物は縄文土器に

限定されるようになる。10層以下では土器類の出土はみられなかった。

(2)縄文土器

縄文土器は破片が SDl溝跡および基本層 6・ 7・ 8。 9層から合計64点出上したが、これらのうち図示や特長

の把握ができたのは 6・ 9層出土資料のうちの一部に限られる。

6層中からは56点の破片が出土したが (第 17図参照)、 これらが接合しAl・ 2・ 3・ 4が復元された。これ以

外の資料はすべて単独の細片で、詳しい様相を知ることができない。Alは地文のみの深鉢で口縁部はやや内傾ぎ

みに直立する。外面は全体的にラフな削 り調整を行った後、地文を施文している。内面はナデ調整の後
ヘラミガキ

を施している。なお口縁部のやや下位に径 3 4ull前後の貫通孔が 2個みとめられる。穿孔は焼成前と考えられ、両面

からの回転穿孔である。機能については判然としないが補修孔、蓋の固定孔などが可能性として想定される。A2

も地文のみの深鉢である。口縁端部の内傾する立ち上が りに特長が見いだせる。外面全面に地文が施されているが、

体部下位には前段階の削 り調整がみとめられる。内面の調整はAlと 同様である。A3は鉢の口縁部資料であるが、

Al・ 2同様に東辺拡張区集中地点からの出土である。薄手で胎土には砂粒等の混入がみられず緻密である。地文

のみの資料で、外面口縁部上端から口唇部・内面にはていねいなミガキ調整が施されている。A4は地文のみの体

層序 遺構 縄文土器 土衛,器 須恵器 陶 器 磁 器 石器 石製品 金属製 atal 訂
1層 7 1 2 ? 30

2層 14 1 4 1 1

3,曽 1 1 ?4

4層 13

5a層 9 3 13

5b層

6層 2

3 3

8層

9層 3 3

31層

SDl 1層 1 2

2磨 4 2 1 2 9

1号溝状遺構

2号溝状遺構 ワ 2

議状落ちこみ 2 2

計 64 72 8 25 4

第 3表 出土遺物集計表
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部資料である。Al・ 2の深鉢はともに東辺拡張部の土器集中地点からの出土で、出土状況に一括性がうかがわれ

るが、このような組み合わせの類例は官城県気仙沼市田柄貝塚 (官城県教育委員会 :1986)・ 同大和町摺萩遺跡 (官

城県教育委員会 :1990)等に求められ、大まかに縄文時代後期後葉から晩期前半頃にかけての時期を中心とするも

のである可能性が考えられる。A3の鉢は小破片であり、他に類例を求めるのは困難であるが大きく縄文時代晩期

のものと考えられ、口唇部の形状などから前半を中心とする時期が推測される。以上のように 6層出土土器はいず

れも個別に明確な時期を求めることはできなかったが、Al・ 2・ 3の状況から全体的に縄文時代晩期前半頃を中

心とするものである可能性を考えておきたい。

9層中からは 3点が出土した。A5は深鉢の頚部資料であるが、無文帯との境に原体圧痕を施した後に下方へ地

文の施文を行っている。外面無文帯および内面は ミガキ調整である。類似の資料は本遺跡に隣接する山口遺跡第 1

次調査 (佐藤・吉岡 :1981)・ 第 2次調査 (田中 :1984)に出土例がみとめられ、ともに縄文時代後期前半に位置

付けられている。本資料にも同様の時期を考えておきたい。

(3)土師器

土師器は基本層 1 2・ 3・ 4・ 5a層、遺構等ではSDl溝跡・ 2号溝状遺構・5a層溝状落ち込みから合計

72点が出土している。これらのうち基本層 4層以上のものは摩滅した細片が大部分で、特長の分かる資料は含まれ

ていないためここでは除外する。

基本層 5a層 ・溝状落ち込みからは 3点が出上した。これらはいずれも製作にロクロが使用されてお り、外では

内面に黒色処理が施されている。このような特長をもつものは東北地方の土師器編年のうち、第 7型式表杉ノ入式

に属するものと考えられる (氏家 :1957)。 なお濡状落ち込み堆積土中には10世紀前半の降下と考えられる灰白色

火山灰がみとめられることから、溝状落ち込みに切られる5a層の堆積はこの時期には完了していたものと考えら

れる。 5a層からはD2杯 ・D3高台付外が出土した。ともに破片資料であるために詳しい様相を知 り得ないが、

時期的には前述したような 5a層の状況からいずれも10世紀前半の下限が考えられる。D2杯についてみると底径

5 4clllと やや小が りで、回転糸切 り無調整、体部下端部には手持ちヘラ削 りがみとめられる資料であるが、全体的

な様相から9世紀前半代まで遡ることは考えにくく、 9世紀後半代から10世紀前半の幅のなかで考えておきたい

溝状落ち込みからは外Dlが出土した。ちなみにこの落ち込みはD2・ 3が出土した 5a層を切っているが、自

然形成によるものであ り、この重複関係が出土遺物の新旧関係を示すものとはいいきれない。Dlは 口径に対して

器高が高 く (器高/口径 =0.43)、 加状の器形を呈している。底径/口径値は0.43と やや大きな数値を示す。底部

は回転糸切 り無調整で、体部下端には手持ちヘラ削 りが施されている。これと類似の資料は 9世紀前半代に位置付

けされる宮城県白石市青木遺跡第13号住居跡 (小川 :1980)にみられ、これを上限に考えたい。下限については判

然としないが、口縁端部が外反するものが主体を占める官城県名取市清水遺跡第Ⅷ BoC群 土器 (丹羽他 :1981)、

あるいは仙台市安久東遺跡出土土器 (土岐山 :1980)の時期まで下るものとは考えにくい。今回は大きく9世紀前

半から10世紀前半頃の幅のなかで考えておきたい。なお本資料には 2文字の墨書がみとめられる。国立歴史民俗博

物館平川南氏より「岡部」と判読 していただいている。

(4)陶器

陶器は基本層 1～ 4層中およびSDl溝跡から25点が出土した。内容は第 4表のとお りであるが層順に沿って状

況を概観すると、ともに水田耕作土である 1・ 2層からは22点と全体の88%が 出土し、18世紀以降の年代観をもつ

ものが大半を占めている。 3層 (水田耕作土)・ 4層 (自然堆積層)か らは各 1点づつの出土である。 3層出土の

ものは灰釉菊皿の口縁部資料であるが、細片であるために図示はできなかった。瀬戸・美濃産で16世紀末頃の製品

と考えられる (写真 7-5)。 4層出上の 15は常滑産の甕である。口縁部直下の体部破片とみられ、シャープな

格子状押印が特長である。所属年代について特定はできないが、大まかに13～ 14世紀代のものと考えておきたい。
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第22図 グラフ 1は今回出土した陶器全体の産地別組成を示したものであるが、福島県大堀相馬産のものがもっとも

多く約半数を占めている。これに瀬戸・美濃産が続きこの両者で約80%におよんでいる。グラフ2は出土陶器の内

容が詳細に報告された富沢遺跡第35次調査 (平間 :1991)の成果のうち、近世のものと判定された資料の組成を示

したものである。ここでも大堀相馬、瀬戸・美濃産が優越する傾向が看取され、これに唐津系陶器が続いている。

また当調査・35次調査双方で 2割前後の産地不明資料がみられるが、これらのうちの多くは胎土の状況などから東

北地方南部を中心とする在地産と推定される。今後この地域における陶器生産の様相を解明していくことが課題の

グラフ3-宮沢遺跡近世陶器産地組成―(115)

*グラフ内数値は%。 ( )はサンプル総数
諧グラフ 3～ 6対象次数 第28・ 30・ 35・ 36・ 37 39・ 40・ 52・ 54・ 57・ 65 66・ 69,70

74・ 77・ 80,83・ 84・ 87・ 89次 (但 しグラフ 3で は第35・ 89次除 く)

第22図  陶器産地組成

遺物番号 登録番号 層   序 種 別 器  形 備 考 遺物番号 登録番号 層  序 種 別 器 形 備 考

3 1層 陶器 碗
相馬 内面灰釉、外面灰釉と鉄釉かけ分け、
18世紀以降

H-3 2層 陶器 小型壷 瀬戸

2層 陶器 不 明 産地不明

4 層 陶器 碗 相馬 灰釉 18世紀 H-4 2層 陶器 繕鉢 岸窯系 17～ 18世紀
5 層 陶器 碗 相馬 灰釉 18世紀 H-5 4,習 陶器 獲 常滑 格子状押印
7 層 陶器 碗 欄馬 藁灰釉 18～ 19世紀 3層 陶器 皿 瀬戸 美濃 灰釉 16世紀
15 層 陶器 不 明 産地不 切 H-6 SD12層 陶器 皿 瀬戸 美濃 灰釉 16世紀
16 層 陶器 碗 相馬 灰釉  18世紀 H-2 層 陶器 碗 相 ,零 灰釉 18世紀
17 層 陶器 腕 相馬 18世紀 117 層 陶器 碗 相馬 灰釉 18世紀

層 陶器 皿 瀬戸 美農 灰釉 H-1 層 陶器 皿 産地不明 鉄釉
層 陶器 不明 産地不明 層 陶器 碗 相馬 灰釉 18世紀
層 陶器 腕 瀬戸 美濃 灰釉 18世紀以降 層 陶器 碗 相馬 灰釉 18世紀
層 陶器 碗 相馬 灰釉 18世紀 層 陶器 花瓶 瀬戸 美濃 鉄釉 18世紀以降
層 陶 器 皿 ? 瀬戸 美濃 灰釉 18世紀 層 陶器 皿 志野 (鼠志野) 鉄絵 16世紀末

第 4表 出土陶器集計表

グラフ 1-89次 近世陶器産地組成― (24) グラフ2-35次近世陶器産地組成―(130)

団
ロ

グラフ4-16～ 17C産 地組成―(63)

田

グラフ 5-18C産地組成―(47) グラフ6-19c産地組成―(47)
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一つとして考えられる。

なお第22図 グラフ 3～ 6は現在まで富沢遺跡において出上した近世陶器のうち、産地判別がなされた資料の内容

をまとめたものである。ただし資料数も少なく全体的に不十分なもので、大まかな傾向を示 したものにすぎない。

対象としたのは第28～ 87次調査でこれらから合計H5点が報告されているが (35次調査は除外)、 近世以降の富沢遺

跡範囲内はほば全域が水田域と考えられ、したがってこれらの陶器も大半が水田耕作土からの出上である。グラフ

3は近世全般における産地別組成であるが (35次調査は除外)、 やは り瀬戸・美濃、大堀相馬産が目立ち全体の約

7割を占めている。また近世日本における代表的な陶器生産地である瀬戸・美濃と唐津系の比率をみると、瀬戸・

美濃 2に対 し唐津系は 1で前者が優越する傾向がうかがわれる。グラフ 4～ 6は年代別の産地組成である (35次調

査を含む )。 16世紀末から17世紀代の近世初期は瀬戸・美濃、唐津系に限定され、その比率はおよそ18:1と なっ

ている。18世紀代に入ると大堀相馬産の製品が圧倒的となり、この様相は19世紀代に引き継がれていく。一方瀬戸

・美濃、唐津系も継続はするが合計が全体の半数を割 り込むようになる。19世紀代には地元堤窯産の製品が増加す

る。なお明らかにこの時期に所属すると考えられる瀬戸・美濃および唐津系の製品は現在のところ報告例がなく、

その状況については判然としないが総体的に減少の傾向をたどるものとみられる。以上富沢遺跡における近世陶器

の産地組成について概観したが、そのうち特に18世紀代における大堀相馬産製品の急増、瀬戸・美濃、唐津系の減

少という変化がもっとも特長的で、ここに一つの画期がみとめられる。

(5)磁器

磁器は基本層 1・ 2層およびSDl堆積± 1層 より合計 4点が出土した。これらはいずれも近世に所属するもの

と考えられ、産地の内訳は肥前産 3点、平清水産 1点 となっている。これらのうちSDl出 上の Jl以外はすべて

小破片で、図示や詳細の把握をすることはできなかった。

Jlは染付の九皿である。九州陶磁文化館大橋康二氏に実見していただいたところ、有田地方を中心とする肥前

産で大橋氏編年 (大橋 :1989)エ ー 2段階に相当し、1630～40年頃の製品であろうとのご教示をいただいた。成形

はロクロによってなされているが、外面にはロクロ痕跡の凹凸を残したままで、全体的に荒い仕上げとなっている。

高台底径/口径値は0.35で 口径に対する底径の割合が小さい。焼成は素焼きの工程を経ないいわゆる生掛け焼成と

考えられる。また高台畳付には砂の溶着がみとめられる。文様は内面のみで中国明末風の花斉文、青海波文、見込

み部分は山水文である。呉須の発色は淡い。

なお第23図 グラフ 1～ 4は現在までに富沢遺跡において出上した磁器のうち、産地の判別がなされ近世を中心と

する16～ 19世紀代の年代観をもつ資料の内容をまとめたものである。ただし資料数も少なく全体的に不十分なもの

で、大まかな傾向を示 したものにすぎない。対象としたのは第28～ 87次および本調査区でこれらから合計86点が報

告されているが、陶器同様に大半が水田耕作土からの出土である。グラフ 1は 16～ 19世紀の陶器・磁器総量割合を

示 したものであるが、その比率は陶器2.2、 磁器 1と な り磁器の出土量は陶器の1/2以下となっている。16～ 19世紀

をとおした産地別組成がグラフ 2である。肥前産が圧倒的でこれに瀬戸・美濃産が続いている。わずかにみられる

中国産はいずれも16世紀代のもので、17世紀以降にはみとめられない。グラフ 3・ 4は年代別の組成を表 したもの

である。17世紀代の近世初期は肥前産に限定される。 18～ 19世紀代でも肥前産が圧倒的に優越するが瀬戸・美濃産

の割合も 2割を越え (19世紀以降)、 その他に平清水産等が混ざるようになってバラエティーが生 じてくる。なお

旧仙台藩領内では19世紀前半以降宮城県加美郡宮崎町切込において磁器の生産が行なわれているが (佐藤 :1992)、

富沢遺跡における切込産製品の出土例は現在のところ確認されていない。

遭物番号 登録番号 層  序 種別 器 形 庸 考 遺物番号 登録番号 層   序 種別 器  形 備 考

6 1層 磁 器 皿 平清水 19世紀 2層 磁器 碗 有日

1層 磁器 碗か皿 有田 染付 I-1 SDl 1層 磁器 皿 有田 染付  17世紀半 高合に砂の溶着

第 5表  出土磁器集計表
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グラフ3-17C産 地組成―(9)

業 グラフ内数値は%,( )は サンブル総数
業 対象次数 第28・ 30・ 35・ 52・ 57・ 63・ 66・ 69・ 80・ 81・ 87・ 89次調査

第23図 磁器産地組成

2.遺構等

(1)2層 水田跡

基本層 2層は層相やプラント・オパール分析の結果からみて明らかな水田土壌と判断され、この上面で 2条の畦

畔と段差を検出した。

2層の直上全域には基本層 1層が存在するが、この層は区画整理以前の水田耕作上である。富沢遺跡ではこのよ

うに複数の水田耕作土層が間層を挟まずに直接重複するケースが多く、畦畔の検出や確認された畦畔の帰属認定を

困難なものとしている (太田他 :1991)。 ある水田耕作上の直上に別の水田耕作上が存在した場合には、次のよう

な状況が予測される。(1)上層の畦畔が下層の畦畔の位置を踏襲した場合は、下層の畦畔はそのまま残存する。(2)踏

襲しなかった場合、下層上面の畦畔は上層の耕作による削平を受けて消失するか、残存したとしても遺存状態は不

良となる。(3)畦畔は完全に削平されてしまうが、上層の畦畔部分が耕作による撹拌を受けないため、下層上面の同

じ位置に畦畔状の高まり、いわゆる擬似畦畔B(斎野 :1987)が形成される。今回検出された 2層では、全体的に

1層の削平がおよんでいる状況がみとめられたが、畦畔の残存状況はきわめて良好なものであった。この様相から

(1)の可能性も考え得るが、 1層上面も区画整理時に削平を受けてお り畦畔の状況を確認することはできなかった。

したがって検出された畦畔について検出層 2層にともなう本来のものか、あるいは 1層段階の擬似畦畔 Bであるの

か明確な判断を行 うことは困難である。今回は一応「 2層水田跡」として取 り扱ったが、検出された畦畔は 1層水

田の擬似畦畔Bの可能性も高いことを考えておきたい。 2層の所属時期は出土した陶磁器の年代観から、18世紀以

降の近世と考えられる。

なお検出された畦畔の両側には斑鉄が帯状に集積する状況が確認されたが、この斑鉄の帯は畦畔の除去後も2列

並行する状態で残存し続け、約40clll下 の 4層下部まで連続してみとめられた。また層上面で畦畔を除去した段階で

2列の帯状斑鉄の間はグライ土となり、この状況も蒐鉄が消えるまで連続する。この類似例は第68次調査 (佐藤 :

1991)お よび本調査区の西側に隣接する第65次調査区 7層でも確認されているが、このうち65次調査 7層では上面

で畦畔は検出されず層中で突然に現れたため、上層のどの段階にともなうものか全く判断がつかなかった (中富 :

グラフ 1-晦器 磁器出土総量オし―(275) グラフ2-16～ 19C産地組成―(86)

グラフ4-18～ 19C産地組成―(48)
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1991)。 今回は 1層下部で畦畔を検出した時点で確認されたため、畦畔除去後から4層下部までみとめられた 2列

の帯状斑鉄が、 2層上面畦畔から連続するものであることは明らかである。しかしながら近年大阪府や静岡県など

で、畦畔と同位置の数 10clllか ら lm下層で類似 した現象が発生することがみとめられてお り (矢田 :1993)、 今回

確認された斑鉄も 2層水田の畦畔を起源とするのではなく、さらに上層の畦畔の影響下で形成されたものである可

能性も考えられる。この場合上層 1層水田では、 2層上面で確認された畦畔と同じ位置に畦畔が存在 したことにな

る。水田跡における斑鉄集積のメカニパムには未解明な部分も多いが、富沢遺跡の水田跡調査でも将来にわたって

同様のケースが確認される可能性が十分に予想される。事例の集積とともに、土壌学等周辺科学との協業のもとに

その分析・解明をすすめていくことが今後の課題であろう。

(補註)

(1)仮に1層上面の同位置に畦畔が存在したとしても、2層上面の陸畔が本来のものであるか擬似畦畔Bであるかの判定は、自然堆積層の挟在が確認されないかざり困難である。

(2)SDl清 跡

SDl溝 跡は調査区東辺部において、 4層上面で確認された南北方向の溝跡である。この溝跡が検出された調査

区東部は 1層 の耕作で 2・ 3層が失われてお り、本溝跡も上部を削平されている可能性が高いものと考えられる。

堆積± 2層からは16世紀末頃の陶器、 1層からは17世紀前葉の磁器が出土しており、溝跡の所属時期は17世紀以降

の近世と考えられる。しかし前述のような状況であるため、掘 り込みの層位が 3・ 2層いずれの段階であるのか確

定することは困難である。なお 3・ 2層はともに水田耕作上であり、本溝跡には水田にともなう水路の可能性が考

えられる。

(3)1・ 2号溝状遺構

いずれも 4層上面で検出された。形状等の状況から水路や区画溝等のいわゆる溝跡とは考え難 く、性格について

は判然としない。なお富沢遺跡第30次調査 9層 (太田他 :1991)・ 第51次調査 4層 (佐藤 :1990b)・ 第69次調査

7層 (中富 :1993)な どでは水田耕作土下面や直下で溝状遺構が確認され、それぞれ水田耕作にともなう痕跡の可

能性が指摘されている。 1・ 2号溝状遺構が確認された 4層の直上 3層は水田耕作土と考えられるため、消極的で

はあるが本溝状遺構は 3層水田の耕作にともなう何らかの痕跡である可能性も考えておきたい。

(4)溝状落ち込み

自然堆積層 5a層上面で検出された。形状等の状況から人為的な遺構とは考えられず自然営力による形成と判断

されるが、その成囚・形成過程については不明である。なおこれと同様の状況は富沢遺跡第52次調査 (中富 :1990)

・第87次調査 (佐藤 :1994)な ど、富沢遺跡南東部を中心に確認されている。

(5)樹根N&1。 2

5b層下部で検出された。血 1・ 2と もに根株とこれから放射状に延びる平根から構成されるが、平根の検出状

況から5b―⑦層を中心に成育していた可能性が高いものと考えられる。いずれの樹根も流入等の異地的なもので

はなく、生育時の原位置を保ったものと判断される。なお 5b―⑦層は泥炭質粘上で、比較的湿潤な環境が予測さ

れる。樹種はともにブナ科コナラ属クヌギ節の一種に同定された。クヌギ節の樹種にはクヌギとアベマキの 2種が

知られているが (中西他 :1987)、 アベマキは東北地方には分布 しないことから (鈴木 :能城 :1991)本資料の樹

種はクヌギである可能性が高い。富沢遺跡では現在までに第30次調査 (太田他 :1991)第58次調査 (佐藤 :1993

a)・ 第63次調査 (平間 :1993)。 第66次調査 (佐藤 :1993b)。 第68次調査 (佐藤 :1993c)・ 第88次調査 (太

田 :1995)において後期旧石器時代の埋没林が確認されているが、これ以外の時期の樹木植生が確認されたのは初

めての事例である。樹根の中心的な成育層と推定される 5b―⑦層は富沢遺跡北部A地区の広域的基本層序13層に

対比され、時期的には弥生時代中期中葉桝形囲式期以前とされている (佐藤 :1991)。 また今回の調査では 5b―

⑦層直下の 6層中より縄文時代晩期前半頃と考えられる土器が出上してお り、 6層の形成時期がこの時期を遡らな
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いことが判明している。したがって 5b―⑦層の所属時期は縄文時代晩期前半以降、弥生時代中期中葉以前に位置

付けされる。

なお富沢遺跡では第 7次調査 (吉岡 :1989)・ 第 8次調査 (工藤 。1984)・ 第28次調査 (佐藤 :1988)。 第65次

調査 (中富 :1991)・ 第73次調査 (五十嵐 :1992b)な どで弥生時代の木製鍬・鋤類が出土 し、その使用樹種の大

半がクヌギ節となっている。東日本の弥生時代における木製鍬・鋤類の樹種についてはクヌギが卓越することが知

られているが (山田他 :1990)、 宮沢遺跡においてもその傾向が うかがわれる。今回出土した樹根は鍬・鋤類の素

材として選択されるクヌギが(縄文時代晩期から弥生時代中期にかけての一時期に、富沢遺跡内の潜在的植生とし

て存在 したことを示すものといえよう。

(6)6層 の状況について

基本層 6層は層厚 4～ 16硼の黒色粘土で、調査区の全域に安定的に分布する。この層は下面に著しい起伏がみと

められることや、分解の様相が富沢遺跡における水田土壌の特長ときわめて類似していることから、調査時は水田

跡の可能性を想定し慎重な上面精査を行ったが畦畔は検出されなかった。また 6層は所属時期が出土遺物の内容や

富沢遺跡北部A地区基本層序との対比から縄文時代晩期と考えられること、プラント・オパール分析でイネのプラ

ント・オパールは検出されなかったことなどから水田土壌とは考えにくく自然堆積層と判断される。 6層以下 7～

H層でも層下面に著しい起伏が観察されたが、これらはいずれも自然営力によるものと考えられる。富沢遺跡にお

ける水田土壌認定では層下面の起伏が重要な要点となっているが (佐藤 :1990c)、 この現象が自然堆積層でもみ

とめられる事例が近年遺跡内で増加 してお り、「層下面の起伏」は水田土壌認定にあたっての必要な条件ではあっ

ても十分な条件ではないことが再確認された。

なお 6層中からは56点の縄文土器が出上し、時期的には縄文時代晩期前半を中心とするものと推測された。富沢

遺跡における縄文土器の出土例は意外に少なく、第24次調査11層―前期～後期― (工藤 :1988)・ 第28次調査23層

―中期末葉―・同34層 ―早期― (佐藤 :1988)。 第38次調査19c層 (単体)一後期以降― (渡部 :1989)な どにみ

られる程度で、このうち時期的に比較的まとまっているのは第28次調査34層 と当 6層出土土器である。なお 6層は

自然堆積層で出土した土器も自然流入と考えられるが、出上位置にまとまりがみられることや土器の遺存状況が良

好であることなどから、付近に該当時期の集落跡等が存在することも可能性として想定し得る。

(7)20～32層の状況について

富沢遺跡第30次調査区25・ 26層 (太田・斎野 :1991)等で検出されている埋没林をともなう後期旧石器面の確認

を目的として、H層以下で調査区を再設定し掘 り下げを実施した。20層から明瞭なグライ層となる。21層は上面標

高5.6m、 層厚80clll前 後の粘土層であるが著しい硬化がみとめられる。22層 も同様で、両層は第30次調査区19層に

対応が可能と考えられる。23層は粗砂であるが、第30次調査区でも19層直下20層は粗砂で、類似した堆積状況がみ

とめられる。25・ 26・ 27層はいずれも粘上であるが、層中にごくうすい腐植を部分的に合んでいる。31層は上面標

高3.5m、 層厚 3～ 8 cmの粘土層で全体的にうすい腐植を含んでいるが、層中より木片が一点出土したのみである。

なお出土した木片はマツ科 トウヒ属の一種に同定されたが、 トウヒ属は第30次調査区埋没林を構成する主要な樹種

となっている。以上のように本地点では埋没林をともなうような面は検出されず、当時の森林域がすくなくとも当

地点には延びていないことが確認された。しかしながら第30調査区と類似した堆積状況はみとめられ、本調査区25

～31層が第30次調査区25・ 26層前後に相当する可能性が考えられる。ちなみに第30次調査区25・ 26層埋没林材木で

測定された放射性炭素年代は19,430～ 23,870y.B.Pで、最終氷期最寒冷期に比定されている。

(3)各層の所属時期

今回の調査では33層の基本層序が確認されたが、これらのうち人為的な遺物が出上したのは 1～ 9層である。こ

こではその出土遺物の内容、および富沢遺跡北部A地区基本層序との対応関係から各層の所属時期について整理 し
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ておきたい。また20層以下については第30次調査区とのおおまかな対応関係を示 しておきたい。なお全体的な遺物

の出土状況については前項で述べたとおりであるが (第21図参照 )、 陶磁器の出土は 4層 までで、 5a層 では土師

器・須恵器、 6～ 9層では縄文土器に限定されるようになる。

1層は昭和50年代に実施された区画整理以前の水田耕作土であ り、時期は現代である。北部A地区 1層である。

2層は本文中で述べたとお り18世紀以降の近世と考えられ、北部A地区 2層である。 3層からは16世紀末頃の陶器

が出上してお り、近世前半段階に位置付けておきたい。北部A地区 3a層に比定されよう。 4層は粘土が互層をな

す自然堆積層であるが、層中より13～ 14世紀代と推定される磁器が出土 し、中世を中心とする時期が推測される。

北部A地区 3c層 との対応が考えられる。 5a層 も粘土互層の自然堆積層で、平安時代前半期頃と考えられる土師

器・須恵器が出土している。北部A地区 7・ 8b層 との対応が考えられ、弥生時代中期後半十三塚式期以降、平安

時代前半以前に位置付けされよう。なお今回は細分を行わなかったが 5a層最下部の白色粘土層は、弥生時代十三

塚式期水田の母材層となる】ヒ部A地区 9b層に相当するものとみられる。 5b層は粘土と泥炭質粘上の互層で自然

堆積層である。北部A地区ではこれらを母材として秀生時代の 4時期にわたる水田が営まれるが、本調査区では弥

生時代の水田耕作はみとめられない。北部A地区10a・ c・ e・ 12a・ b。 13層 との対応が考えられ、所属時期は

縄文時代晩期以降、弥生時代十三塚式期以前である。以上のように本調査区 1～ 5b層は、富沢遺跡北部A地区基

本層序との対応関係がみとめられたが、 6層以下は様相が異なってお り現段階では直接的な対比は不可能である。

6～ 9層からは縄文土器が出土しているがその内容から6層を縄文時代晩期頃、 9層を同後期頃に位置付けしてお

きたい。

20層以下の第30次調査区との対応関係は以下のとお りに考えておきたい。 ( )は放射性灰素年代である。20層

-30次 16～ 18層・21、 22層 -30次 19層 (19,470～ 20,590y.B.P)・ 25～31層 -30次 25、 26層 (19,430～ 23,870

y.B.P)

第 7節 要旨

1.富沢遺跡第89次調査区は富沢遺跡南東部に位置する。調査面積は343Υ である。

2。 今回の調査では盛土直下 1層上面から約5.3mの掘 り下げを行ったが、この間の基本層序は33層に区分された。

上質は粘性の強い粘土を主体とし、泥戊の形成はほとんどみとめられない。このあ り方は富沢遺跡南東部の上壌

特性として理解される。また基本層 1～ 5b層では富沢遺跡北部A地区基本層序との対応関係が確認された。な

お水田土壌は 1～ 3層で、それ以下は自然堆積層が連続する。

3.2層上面では近世の水田跡を検出したが、ここで確認された 2条の畦畔は 1層段階で形成された擬似畦畔Bで

ある可能性も考えられる。

4.4層上面ではSDl溝跡・ 1号溝状遺構・2号溝状遺構が検出された。 SDl溝 跡は本来、ともに近世の水田

耕作土である上層 2層あるいは 3層にともなうものと考えられる。水路の可能性が想定される。 1・ 2号溝状遺

構の性格は判然としないが、上層の水田耕作にともなう痕跡の可能性が考えられる。

5.5a層 上面では溝状落ち込みを検出したが、人為的な遺構ではなく自然形成によるものと判断される。

6.5b― ⑦層では、根株とこれから放射状に延びる平根から構成される樹根が 2個体検出された。樹種はともに

コナラ属クヌギ節に同定された。所属時期は縄文時代晩期前半以降、弥生時代中期中葉以前と考えられる。

7.基本層序 6～ H層では層下面に著 しい起伏がみとめられたが、これらはいずれも水田土壌ではなく自然堆積層

と判断された。なおこれらのうち 6層では縄文時代晩期頃、 9層では同後期頃の遺物が出土した。
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8。 最終的な掘 り下げで後期旧石器面は確認されなかったが、21～31層で第30次調査区における後期旧石器層順 と

のおおまかな層序対応がみとめられた。31層中からは木片が 1点出土したが、マツ科 トウヒ属に同定された。

9.出土遺物には縄文土器・土師器・須恵器・陶器・磁器・石器・石製品 。金属製品がある。
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須恵器
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